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クールな次期社長の甘い密約










私の知らない世界




「……せ、専務、放して……ください」

「――なぜ？」

　私は今、自分が置かれたこの状況に、恐れおののいている。

　普段なら、容易に入室許可が下りない最上階の専務室で、あろうことか専務の膝ひざの上に座り、彼に後ろから強く抱き締められているんだもの。

　男性にこんなことをされるのは初めてだし、相手は雲の上の存在だと思っていた専務。

　とても冷静ではいられない。完全に舞い上がってしまい、心臓が悲鳴を上げている。

「君がこんなに可愛いとは思わなかった。嬉しい誤算だな」

「あ、あの、お願いですから……からかわないでください」

　カラカラに乾いた喉から絞り出した声は、掠かすれて臨終間近の雌めん鶏どりのようだ。

「からかってなんかいない。俺は事実を言ったまで。君ほど磨きがいのある女性は、そうはいないよ」

　専務の声が耳元で響くと、さらに鼓こ動どうが速度を増していく。それに比例して呼吸も荒くなり、酸欠状態で意識が飛びそうになる。

　そして、私の目の前にいるあの男性が、こっちをジッと見つめているから余計焦ってしまう。

「専務、倉くら田たさんが見てます。放してください」

「んっ？　倉田？　そいつのことは気にしなくていい。倉田は感情のない機械みたいなヤツだからな。なんとも思ってやしないさ」

　彼がなんとも思ってなくても、私が気になる……。

　新入社員の私が、どうして専務の膝の上で抱き締められることになったのか――。

　それは、私が受付に配属されたことから……そう、すべてはそこから始まったんだ。




　四月一日　入社式当日。

　今年は春の訪れが遅く、桜の木がまだ薄うす桃もも色いろの小花を纏まとっている。入社式が行われるイベントホールの庭にも満開の桜がそよ風に揺れていた。

　私が入社する会社は、戦後まもない頃に材木問屋として創業した総合商社で、現在では日本を代表する企業のひとつ。都心の一等地に本社ビルを構え、国内はもとより海外にも多くの支社がある。

　入社式は本社だけではなく、すべての支社と関連会社の新入社員が集結するため、毎年、本社近くのイベントホールを借りて行われていた。

　コンサート会場のような大きなスペースに千人以上が集い、それぞれが社会人としての第一歩を踏み出そうとしている。

　当然、私もその中のひとりとして、厳げん粛しゅくな気持ちで式に参加しているはずだった……。なのに悲しいかな、私は今、イベントホールの桜並木を突っ切るように全力疾走している。

　東京という大都会に慣れていないから余裕をもって一時間も早く自宅マンションを出たにもかかわらず、電車を思い切り乗り間違えてしまい、入社式が始まる時間にようやく最寄り駅に到着。

　息を切らし、やっとの思いで入口にたどり着いたのだけど、すでに受付に人影はなく、入社式が行われているであろう会場には〝締め切り〟のプレートが掲げられ、その横では厳いかつい顔をした警備員が睨みを利かせている。

「あの、私、『津つ島しま物ぶっ産さん』の入社式に出席したいのですが……」

　おそるおそる警備員に声を掛けてみるが「途中入場はできません！」とけんもほろろ。髪を振り乱し、必死の形相で迫る私を不審者と勘違いしてるのかも……そう思った私は、津島物産の社員であることを身分証で証明しようとした。

　しかし、なんでも持ち歩く習性がある私の鞄かばんの中は物が溢あふれていて、なかなか身分証が見つからない。

「あぁ～ない！　確かに入れたはずなのに……」

　焦りとパニックで、なにがなんだかわからない。床に座り込み、半泣き状態で鞄の中を探っていると突然、背後から誰かに両脇を抱えられた。

　次の瞬間、体がフワリと浮き上がる。

「な、なに!?」

　私を立たせ、頭をポンと軽く叩いたのは、初めて見る背の高い男性。

　きっちりとセットされた黒髪はオールバック。私を見つめる瞳はどこか涼しげで知的な雰囲気を醸かもし出している。そして、均整の取れたスマートな体を包むのは、落ち着いた淡いグレーのストライプスーツで、いかにもエリートって感じ。そんな男性の形のいい唇から発せられた言葉は――。

「なにをしてる？　早くしないと式が終わっちまうぞ」

「へっ？」

「ちゃんと時間通りに来いって言ったろ？　相変わらずだなぁ～」

　男性に抱きかかえられたのは初めてだったから、それだけでも結構な衝しょう撃げきだったのに、まるで知り合いみたいに親しく話しかけられ、動揺を隠し切れない。

　この人……誰？　私を誰かと間違えているの？

　ずり落ちた眼鏡を掛け直し、呆ぼう然ぜんと男性を見つめていると強こわ面もての警備員さんが「お知り合いでしたか」とニッコリ笑う。

「あぁ、俺の親戚の娘でね。入社式には遅れるなとキツく言っておいたのに、困ったヤツだ。悪いが、中に入れてやってくれないか」

　いきなり親戚と言われ、戸惑う私に構わず、男性は入社式が行われているホールの中へと入っていく。

「あの……」

　戸惑いながら、大きな背中に声を掛けると男性が足を止め振り返った。

「んっ？」

「親戚って……」

　すると男性が眉をひそめ「迷惑だったか？」と呟くから、慌ててふるふると首を振り、再びずり落ちた眼鏡を押し上げる。

「迷惑だなんて……ただ……」

「ただ、なに？」

「えっと……どうして私なんかのために、嘘までついて……」

「私なんかのため？」

「あ、いや、その……」

　男性の鋭い視線に焦ってしまい、しどろもどろになっていると彼は淡々とした口調で問いかけてくる。

「そういう言い方は好きじゃないな。君は『津島物産』に必要な人間だと判断されたからここにいるんだろ？」

「あ……」

　この私が必要だと判断された？

　驚きで体が固まる。だって、そんな風に言われたの、初めてだったから……。

「それと、膝を立てて座り込むのはやめたほうがいいな。さっきは警備員以外、誰もいなかったから良かったが、見る角度によっちゃ、スカートの中が丸見えになる」

「スカートの中が、丸見え？」

　思わず『丸見え』というワードに反応してしまったが、本当はそれより、この男性が私を〝女性〟として見てくれていたことに衝撃を受けていた。

　私は自他共に認める超ちょう地じ味み子こ。男の人は私のことなんて見向きもしない。それなのにこの人は……。

　汗ばんだ手でスカートをギュッと握り締めると、男性が辺りを見渡し、人差し指を唇の前に立てる。

「ここからは、静かに……。気配を消して歩いて」

　私を庇かばうように歩き出した男性が、一番上の三階席に案内してくれて、空いていた隅っこの席を指差す。

　新入社員たちは壇だん上じょうで挨拶する社長の話を真剣な面持ちで聞いていて、途中で入ってきた私に気づいてないようだった。

　この人は、私が注目を浴びて恥をかかないように気を遣ってくれたんだ……。

　彼にとっては、些細なことだったのかもしれない。でも私には彼の優しさが堪らなく嬉しかった。

　だからお礼を言おうと振り返るが、そこにはもう男性の姿はなく、ホールを見渡しても見つけることができなかった。

　あの人、誰だろう。ここにいるってことは、会社の人なんだよね。また会えるかな？

　男性が何者なのかは謎のまま。でも、彼に掴まれた腕には、まだその感覚がハッキリ残って、妙にドキドキして頬が熱く火ほ照てるのを感じた。




　そして入社式が無事に終わり、研修の説明が終わると、同期の新入社員たちが次々に席を立ち出口に向かって歩き出す。私もさっきの男性を探そうと慌てて立ち上がったのだけど、隣に座っていた女性にいきなり腕を掴まれた。

「ひぃっ……」

　私が必要以上に驚いたのは、彼女が私の最も苦手とするタイプだったから。

　入社式には、黒やネイビーといった落ち着いた色のスーツで出席するのが常識。それなのに彼女は、目が覚めるような真っ白なスーツを着ていて、実は隣に座った時からすごく気になっていた。

　だいたいこんな感じの女性は、私みたいな地味な人間を毛嫌いしてる。今までの経験上、ほぼ間違いない。

　ここは笑顔でやり過ごすのが得策と踏んで、ぎこちなく微笑みながら会釈するも、その女性はさらに私の腕を強く掴んで顔を近づけてきた。

「ねぇ、あなた……すっぴん？」

「えっ!?」

　くっきり二重で鼻筋がすっと通った日本人離れした華やかな容姿の彼女は、私のほっぺを人差し指でツンツンして、フフンと笑っている。

　やっぱりだ。私のこと、ばかにしてるんだ。相手になっちゃダメ。

「はい、そうです」とだけ答え視線を逸らしたんだけど、彼女は意外にもフレンドリーだった。

「へぇ～！　めっちゃ綺麗な肌してるよね。どんなお手入れしてるの？　基礎は？　どこのメーカー？」

　興味津々って感じで目を輝かせ、私の顔を見つめる彼女に戸惑ってしまった。だってこの人、笑顔なんだもの。この手の人に、こんな風に好意的に話しかけられたのは初めてだ。

「とくになにも……」

「えぇ～なわけないでしょ～！　色白でお肌ぷるぷるだよ？」

「あ……化粧水なら、祖母が作ってくれたものを使ってますけど……」

「祖母って、あなたのおばあちゃん、化粧品メーカーの方？」

「いいえ、農業してます」

　そう、私の実家は代々続く農家だ。七十歳の祖母は未だに現役で畑仕事をしている。

「農業してるおばあちゃんが、化粧水作ってるの？」

「はい、へちまの化粧水です」

　まだ入社式の余よ韻いんが残るホール内に突然響き渡る「へちまぁ～？」という女性の叫び声。ほどなく周りから失笑が漏れる。

「あわわ……」

　目立つことがなによりもいやな私は、四方八方から向けられる冷たい視線に耐えるのに必死だった。なのに、隣の女性ときたら、まったく気にする様子もなく舌をペロリと出して平然と笑っている。

　なんて図太い神経してるんだろう……。

　なるべく目立たぬようひっそり生きてきた私には、彼女の態度は、驚きでしかなかった。

　お願いだから、これ以上大声出さないでほしい。




　そして翌日から、入社式が行われたイベントホール内の一番大きな会議室で新人研修が始まった。

　ここで研修を受けるのは、本社採用の社員だけ。それでもざっと百人近くの人間がいる。

　私は初対面の人と関わるのも大の苦手。なので、こういう場は苦痛でしかない。

　でも、昨日の入社式で隣に座っていたあっけらかん美人、谷たに本もと麗れ美みさんがなにかにつけ私を気遣ってくれ、ずっと隣にいてくれた。そのためか、あまり緊張せずに研修を受けることができた。

　麗美さん曰く『茉ま耶やちんをひとりにすると、なにをしでかすかわからないから危なっかしい』のだそうだ。

　まあ確かに、研修初日にエントランスでけつまずいて、展示したあった有名な作家の看板を豪快に倒してしまったんだけど……。

　それにしても、この麗美さん、見た目は派手で軽い感じだけど、根は真面目で、優しくてすごくいい人。それに有名な国立大を主席で卒業していて、三ヶ国語を話す才女らしい。ほんと、人は見かけによらないな。




　すっかり花が散り、若葉が芽吹いた桜の木の下のベンチで、いつものように麗美さんとお弁当を食べていると、珍しく彼女が大きなため息をつく。

「あ～あ、今日で研修終わりだね。午後に配属先が発表されるけど、どこに行くのかな～」

「麗美さんは総合受付希望だったよね？」

「うん、第一希望から第三希望まで、全部〝受付〟って書いといた！　受付以外は無理！　茉耶ちんは事務職希望だったよね？　こう言っちゃなんだけど、せっかく商社に入ったのに普通でつまんなくない？」

「私は麗美さんみたいに美人でもないし、なんの取とり柄えもないから普通で十分」

　麗美さんに笑顔を向け、完食したお弁当に蓋をした時だった。麗美さんがバッグから花柄のポーチを取り出し、それを私の膝の上にポンと置く。

「それ、茉耶ちんにあげる」

「えっ？　これ、なに？」

「一、二回しか使っていないメイク道具。茉耶ちんったら、なーんも持ってないって言ってたからさ、研修中はいいけど、明日からはメイクしないとまずいっしょ？」

「えっ、まずいの？」

　どうしよう……。私、お化粧したことない。

　膝の上のポーチを握り締め、冷や汗たらり。

「それにさ～、前から思ってたんだけど、茉耶ちんって肌も綺麗で目もパッチリしてる。そんでもって、髪もこんなにツヤツヤじゃない。それなのに、どうしておしゃれしないの？　そのおかっぱ頭と地味な眼鏡やめたら、結構イイ感じになると思うんだけどな～」

　私だって曲がりなりにも女だ。麗美さんにそう言ってもらえたのは嬉しかった。でも……。

「私、目立つの苦手で……」

　すると麗美さんが、お弁当を食べる手を止め、首を傾げる。

「目立つのが苦手って。その風ふう貌ぼうのほうが、よっぽど目立つと思うんだけど……」

「へっ？　それ、本当!?」

　知らなかった。地味な格好していたら誰からも注目されないと思っていたのに……。

　麗美さんの言葉は、私が信じて疑わなかった〝地味＝目立たない〟という定説をいとも簡単に覆くつがえした。

「そりゃそーでしょ？　今時、そんなブカブカのスーツ着て、膝まである白のソックス履いてるＯＬなんていないよ？　眼鏡だって分厚いレンズですぐずり落ちるし、極めつけは、その髪型。どこでカットしてるんだろうって逆に気になるよ。で、どこの美容院に行ってんの？」

「あ……、これは自分で……」

「えっ？　自分で髪切ってるの!?」

　麗美さんが顔を引きつらせて絶句している。これは、俗に言う〝ドン引き〟ってヤツだろうか？

「そっか……。だから微妙に歪ゆがんでるんだ……」

「えっ？　わかる？」

「うん……。結構、目立つ」

「ひぇ～っ」

　驚きでのけぞる私をあきれ顔で見つめていた麗美さんだったが、スマホを手にしたとたん、慌てて立ち上がる。

「わっ、もうこんな時間。早く戻らないと怒られちゃうよ」

　どの辺が歪んでいるのか聞こうとしたのに、麗美さんは一目散に駆け出し、私も仕方なく彼女の後を追う。研修が行われている会議室に入ると、すでに人事部の課長が来ていて分厚い紙の束を抱えていた。

　あれが辞令か……。

　入口近くの席に麗美さんと並んで座り、上目遣いで課長を見つめる。

　次々と配属先が告げられる中、さすがの麗美さんも緊張してるのか、膝の上で両手を組み、祈るようにうつむいていた。

「――では、次……総務部、総合受付」

　麗美さんの緊張が伝わってきて、私までドキドキしてしまう。

「――谷本麗美さん」

　うわっ！　麗美さん、希望通りの受付だ！

　小声で「よかったね」と微笑むと、麗美さんが嬉しそうに小さなガッツポーズをして立ち上がる。が、喜んだのも束の間。次の瞬間、私の笑顔が凍りつく。

「……それと、もうひとり。大おお沢さわ茉耶さん」

　えっ？　今、私の名前呼んだよね？　でも、受付って……？

　同姓同名の人がいるのだろうかとキョロキョロしてみるが、立ち上がる人は誰もいない。どうやら呼ばれたのは間違いなく私のようだ。

　でも、なんで私なの？　受付って、エントランスホールのカウンターで来客の応対をするのが仕事だよね？

　無理だ……、私には一番不向きな仕事だ。それに、受付といえば会社の顔。華のある女性が就くっていうのが暗黙の了解じゃないの？

　どう考えても納得いかなくて、座ったまま固まっていると辞令を受け取り戻ってきた麗美さんが、「茉耶ちん、やったね！」って親指を立てる。

「な、なにがやったの？　私、受付なんて絶対に無理！」

「なに言ってんのよ～。私たち同じ受付で働けるんだよ、最高じゃない」

　笑顔の麗美さんに思い切り背中を押され、その反動で前のめりになりながら最前列まで来た私は、悲ひ壮そう感かん漂う目で人事課長を見上げた。

「あの、本当に私が受付なんでしょうか？　なにかの間違いでは……？」

　すると課長も私を二度見して「えっと、大沢茉耶さん……ですよね？」と名簿を確認している。

「はい、大沢です」

「あ、いや、確かに大沢茉耶さんは受付になってます。間違いはありませんね」

「そんなぁ……」

　命乞いをするように課長にすがったものの、私の意見は聞き入れてもらえず、事務的に辞令を渡されて席に戻された。

　どうしよう……どうしよう……どうしよう……。

　頭の中は軽くパニック。そして、さらに追い打ちをかけるように、周りがざわつき始める。

　麗美さんの名前が呼ばれた時とまったく反応が違う。みんな、私が受付に配属されたのが納得いかないんだ……。




　そして、研修のすべてのスケジュールが終わり、どんよりした気分でイベントホールを出ようとした時だった。「受付」という声が聞こえてきて、思わず振り返ると、清楚なお嬢様風の女性が露ろ骨こつにいやな顔をして、文句を言い出した。

「ねぇ、受付って容姿も重要よね？　あんな人が受付にいたら会社のイメージ、ガタ落ちじゃない」

　その言葉に同調するような言葉が聞こえてきて、そのひと言ひと言が鋭いナイフのように胸に突き刺さる。すると幼い頃の辛い過去が蘇ってきて、胸が苦しくなり体が震え出した。

　けれど、隣の麗美さんが張り上げた大声で一瞬にして背筋がピンと伸びる。

「ちょっと！　文句があるなら茉耶ちんじゃなく、配属を決めた人事部に言いなさいよ！　茉耶ちんは受付なんか希望してなかったんだからね。自分が希望を外されたのを愚ぐ痴ちる前に、なんでそうなったのか考えたらどう？」

「麗美さん……」

　今まで私のためにこんなこと言ってくれる人、いなかった。

　麗美さんともっと早く出会えていたら、私の人生は変わっていたかも……。そんなことを考えて目を潤ませていたら、お嬢様風の女性が反撃を始めた。

「なんでそうなったか、ですって？　私がこの人より劣っているところなんて見当たらないんですけど」

　すごく失礼なことを言われているのに、心の中でその通りかもって納得している自分がいた。

　けれど、麗美さんは引き下がらず、ちょうど通りかかった課長に向かって大声で叫ぶ。

「課長！　この人事には、ちゃんとした理由があるんですよね？　この自意識過剰な社員に教えてあげてくださいよ」

　しかし課長はしどろもどろで「あー、僕が決めたわけじゃないから」と逃げ腰だ。

「もぉ～課長のくせに空気読めないの？　ここは、嘘でもそうだって言うところでしょ？」

　麗美さんすごい……課長にまで噛みついてる。

　さっきまで強気だったお嬢様風の女性も麗美さんの迫力に圧倒されたのか、すっかり黙り込んでしまい、なんとかこの場は収まった。




「ごめんね。麗美さん、私のせいで……」

　駅へ向かう道すがら麗美さんに詫わびるが、彼女は相変わらずあっけらかんと笑っている。

「茉耶ちんは悪くないんだから、謝らなくていいよ」

「でも……」

「そんなことより、明日はいよいよ初出勤。ワクワクするね」

　どこまでもポジティブな麗美さんが心底、羨ましい。

「麗美さんって本当にすごいね。なんに対しても前向きで、私とは正反対」

　別にひがんで言ったわけじゃない。素直に口から出た言葉だったのに、突然真顔になった麗美さんが立ち止まり、眼光鋭く私を見つめる。

「そんなことない……私だって昔は……」

「えっ……？」

　しかし、彼女の言葉はそこで途切れ、すぐにいつもの笑顔に戻って歩き出した。

　麗美さんがなにを言おうとしたのか気になったけど、聞くのが憚はばかられ、無言でついていく。

　そして、駅の改札を通り過ぎると麗美さんは私の肩をポンと叩き「明日、お昼休みの時間が合ったら一緒にランチしようね」と言って反対方向のホームに駆けていった。

　その姿を目で追いつつ、深いため息をつく。

　明日か……憂ゆう鬱うつだな。

　深いため息をついたのだった。




　翌日。初出勤の朝。

　昨夜は夜中まで麗美さんにもらったメイク道具でお化粧の練習をしていたから少々寝不足だ。いや、不安で眠れなかったというのが本音かな。

　初めてのお化粧は、何度もやり直しているうちに見るも無残な顔になり、これならすっぴんのほうがよっぽどましだと思うほどだった。

　毎日、綺麗にお化粧してる世の中の女の子ってすごいな。尊敬してしまう。

　気合いを入れて再びチャレンジしてみるものの、眉はどんどん太くなり、形も左右でぜんぜん違うし、アイシャドーとチークの色の濃さの調整が上手くいかない。

　極め付けは、アイライン。リキッドタイプとやらで、短いと思って書き足すととんでもない方向に跳ねてしまい、思わず悲鳴を上げる。

　結局、どうにもこうにも収拾がつかなくなり、お化粧を落としてしまった。

　初日から遅刻するわけにはいかないし、今日はすっぴんで行こう。

　自分の不器用さにあきれながら眼鏡を掛け、鞄を持つと部屋を飛び出した。




　津島物産　受付。

　早朝から始まった総務部での研修を終え、とうとう受付のカウンターに入る時が来てしまった。口から心臓が飛び出しそうなくらいガチガチに緊張している私を見て、麗美さんがクスクス笑っている。

「茉耶ちん、リラックスだよ！　受付にはベテランの先輩もいるんだし、心配することないよ」

「そ、そうだよね……」

　麗美さんと受付に向かうと、オフホワイトの大理石でできた受付カウンターは一番目立つエントランスロビーの真ん前にあって、その横には商談スペースが設けられている。

　カウンターの内側に視線を移せば、パソコンや電話を置くデスクがあり、小ぶりの回転椅子が三脚確認できた。

　その一番左の椅子に座っている女性の先輩に挨拶すると、私を見た先輩が開口一番、驚きの声を上げる。

「……まさか、すっぴん？」

　小声で「はい」と答えると「……ありえないんだけど」って言葉が返ってきた。慌てた麗美さんが「でも大沢さんって、メイクしなくても肌が綺麗だから」とフォローを入れてくれたけれど、「ここは受付なのよ！」と一刀両断。

　予想はしていたが、先輩の想像以上の反応に一瞬たじろぎ、一歩後ずさる。

　先輩の名前は、森もり山やま光ひかりさん。入社八年目の二十九歳だそうで、ウェーブが掛かった柔らかそうなブラウンの髪を緩くひとつに纏めている。

　まるでファッション雑誌から飛び出してきたようなスレンダー美人。そんな先輩の桜色の唇が微かに歪んだ。

「確認のために聞くけど……あなた、本当に受付に配属されたのよね？」

「は、はい……」

　遠慮気味に答えると森山先輩はマスカラで固めた長いまつ毛をバサバサさせて私の顔を覗き込んできた。

「意表を突かれた……」

「意表……ですか？」

「そうよ、私より可愛い新人が来たらどうしようって思ってたけど、まさかこんなダサダサな子が受付に来るとは思わなかったわ。なんなの？　これも時代の流れ？」

　森山先輩が驚くのも無理はないけれど、受付に配属されたことを一番疑問に思っているのは、他でもない私自身だ。今さらながら、自分の運命を呪いたくなる。




　そもそも私は、津島物産のような大企業に就職しようとはこれっぽっちも思っていなかった。

　私が生まれ育ったのは、周りを山に囲まれた東とう海かい地方の田舎町。自宅から最寄りの無人駅までは車で一時間もかかる。そんなところで育った私は、家業が農業ということもあり、大学は農学部。その流れで、実家近くの農業試験所に就職を希望していたのだけど、残念ながら今年は募集がなく、内定をもらった地元の信用金庫に勤めることになっていた。

　でも、信用金庫だとカウンター業務がある。接客は憂鬱だと母親に愚痴ると、数日後、母親が突然東京に行けと言い出したんだ。

　私の母親は東京出身で、常日頃から田舎は刺激が少ないと嘆なげいていた。だから娘の私には、華やかな都会で思う存分青春を謳おう歌かしてほしい……そう考えたようだ。

　母親にしてみれば、私のためを思ってのことだったのだろうが、なるべく目立たず地味に生きていこうと思っていた私には、東京は刺激が強すぎてストレスが溜まる一方。おまけに、こんな超有名企業に就職させられ戸惑いの連発。今すぐにでも田舎に帰りたい気分だ。

　でも、あんなに私の東京行きを喜んでくれた母親のことを思うと少しは我慢しなくてはと思ってしまう。私は強く出られると自分の言いたいことも言えなくなる小心者なのだ。

　それに、津島物産に就職したのは親のコネ。母親が、父親の後輩の町会議員に私の就職の斡あっ旋せんを頼み、どこでどうなったかは知らないが、この津島物産の縁故枠で面接を受けることになってしまった。紹介してくれた町会議員さんに悪いから、ダメ元で面接を受けてみたんだけど……、なんと受かってしまったのだ。




　そんなわけで、私は今、配属された受付で森山先輩の冷たい視線に耐えている。

「あの、やはりお化粧しないとダメでしょうか？」

「ダメって……別にどうしてもメイクしなきゃいけないって決まりはないけど、そんなの常識でしょ？」

　大理石でできたつるつるのカウンターにもたれ掛かっている先輩はあきれ顔。

「それに、その小学生みたいな髪型もなんとかならないの？」

「……すみません」

「信じられないわ……。明日からはちゃんとしてきてよね」

　ため息をついた先輩がカウンターの下にある引き出しから接客マニュアルを二部取り出し、私と麗美さんに差し出してくる。

「これは現場の経験を元に作った接客マニュアルよ。今日中に読んでおくこと。それと、受付はまだあと二名いるけど、派遣社員だから毎日は出社しないわ。彼女たちは総務部の事務作業と兼任で、私たちが席を外したり、有給を取ったりした時にフォローしてくれてるの。顔見たらちゃんと挨拶しておくように。わかった？」

「は、はいっ！」

　これから一緒に仕事をする先輩に嫌われてはいけないと、直立不動で接客マニュアルを必死で読む。すると今度は座ってこっそり読めと叱られた。

「そんなとこで突っ立ってたら、周りから丸見えでしょ。もっと気を遣いなさい」

「あ、……以後、気をつけます」

　一生懸命やろうと思えば思うほど空回りして、どうしていいのかわからない。唯一わかっているのは、どんどん深みにハマっていってるってこと。

　そして、やっぱり私はこの仕事には向いてないってこと。

　どんよりした気分で顔を上げると、受付カウンターの真正面の玄関から次々と社員たちが出勤してくる姿が見え、その中には研修で見かけた顔もちらほら確認できた。

　引き締まった顔で、三階まで吹き抜けになっている広いエントランスを、胸を張り闊かっ歩ぽしていく同期たち。

　中には、私みたいに、まったく希望していない部署に配属された人もいるはずだったのに。どうしてみんなはあんな意欲的な目をしているんだろう。

　あ、そうか、そうだよね。辛いのは私だけじゃないんだ。

　そう思ったら、嘆いてばかりはいられないという気持ちになる。

　いつまでも落ち込んでいないで、津島物産の社員として精一杯、頑張らなくっちゃ！

　気持ちを切り替え、隣の森山先輩に視線を移せば、受付の前を通り過ぎていく役職者と思われる年配の社員に満面の笑顔で挨拶をしていた。

　自分も見習わなくてはと思い必死で笑顔を作っていると突然、森山先輩が勢いよく立ち上がり、カウンターの下で玄関のほうを指差す。

「なにしてんの？　あなたたちも早く立ちなさい」

　見れば、守衛さんがひとりの男性を迎え入れている。周りにいた社員たちも立ち止まり、その男性に深々と頭を下げていた。

「――おはよう」

　一瞬、エントランスが水を打ったように静まり返り、ピリピリとした空気が漂う。

　全員の視線を一身に受けているその男性は、スリムなダークグレーのスーツに身を包み、颯さっ爽そうと受付の前を通り過ぎていく。

　その姿はさっき見かけた同期たちなど比ではないくらい堂々としていて、自信に満ち溢れていた。

　けれど、頭を下げる社員に見向きもせず、少しも笑っていないあの目がちょっぴり怖い。

「あの方はね、社長のひとり息子で、専務の津つ島しま貴たか志しよ」

　森山先輩のそのひと言に、麗美さんがガッツリ食いつく。

「専務ですか!?」

「そうよ。いい男でしょ？　三十歳、独身。ここの女子社員はみんな彼を狙ってるわ。なんたって、津島物産の次期社長って噂されてるイケメンだもの。彼と結婚すれば、将来は社長夫人になれるかもしれないからね」

「社長夫人……？」

　麗美さんの目の色が変わるが、すぐに「でも一般社員には高たか嶺ねの花ですよね」とため息をついた。すると森山先輩が「そうとも限らないわよ」ってほくそ笑む。

「今の社長の奥様は、会長の秘書をやってた一般社員なのよ。会長に気に入られて玉の輿。だから可能性がないってこともないわ」

　なるほど……。でも、私にはまったく関係ない話だ。そんなハイレベルな男性に見初められるはずないもの。

　そう思った時だった。突然振り返った専務が足を止め、なにか珍しいモノでも見たようなキョトンとした顔をする。

　あれ？　気のせいかな？　今、専務と目が合ったような……いや、まさかね。

　そんなの絶対にありえないと苦笑いを浮かべた次の瞬間、眉間にシワを寄せた専務がこっちに向かって突進してきた。

　えっ？　なに？　どういうこと？

　近づいてくる鋭い瞳にロックオンされ、目を逸らすことさえできない。

　ほどなく専務は私の前に立ち、カウンターから大きく身を乗り出す。

「ひっ……」

　専務と私の顔との距離はわずか数センチ。さっきまで高嶺の花と眺めていた人がすぐ目前にいる。全力疾走をしたせいか、綺麗にセットされていた栗色の髪がフワリと浮き上がり、余計に柔らかそうに見える。

　信じられない展開に仰天し、思わず体を大きくのけぞるが、その反動で後ろに倒れてしまいお尻を強打。弾みで眼鏡がずり落ちる。

「茉耶ちん、大丈夫!?」

　麗美さんに支えてもらいながら立ち上がろうとすると、降ってきたのは……

「な、なんだ……お前は？」

　さっきの低音ボイスとは打って変わり、上うわ擦ずった声。慌てた森下先輩が私を新入社員だと説明するが、専務の視線は私を捉えたまま放さない。

「我が社の受付で、こけしが眼鏡掛けたようなすっぴん女を見るとは思わなかった。人事はなに考えてんだ？」

　鬼の形相でまくし立てる専務を言葉もなく見つめていると、森山先輩が私の前に立ちはだかり、専務に向かって頭を下げた。

「申し訳ございません。すぐに人事に確認してみますので、少々お時間を頂けないでしょうか？」

　しかし、専務は森山先輩の顔を見ることなく「すぐに人事部長を専務室に呼べ！」とだけ言うと、再び革靴の足音を響かせながら、足早に去っていった。

　専務の姿が見えなくなり、ざわついていたエントランスが次第に落ち着きを取り戻す。けれど、私は腰が抜けて立ち上がれず、前を見据えたまま呆然としていた。

　大勢の社員の前で、専務にあんな激しいダメ出しされるなんて……。

　恥ずかしいのと悲しいのと情けないのが入り混じり、いたたまれなくなる。許されるのなら、仕事を放り出して今すぐこの場を逃げ出したい気分だった。

　麗美さんは心配そうな顔でずっと背中をさすってくれていたけれど、ついに堪りかねたように森山先輩の腕を掴んだ。

「森山先輩……、大沢さんはクビでしょうか？」

　えっ？　クビ？　入社して一ヶ月も経たないのに解雇ってこと？

　仰天する私を横目に、森山先輩はやけにドライな顔で答える。

「さすがにそれはないでしょ。でも、間違いなく配置転換でしょうね。まぁ、その方があなたのためにはいいんじゃない？」

　あぁ………確かに……。身分不相応な受付で神経をすり減らすより、配置転換になるほうがよっぽどいい。

　そう思ったらなんだか今度は気持ちが楽になり、「私、これでよかったのかも」と呟く。

　麗美さんがちょっと寂しそうにうなずくのを見ながら私も小さくうなずき、内線を掛けている森山先輩の隣の椅子に腰を下ろした。

　でも専務、すごい剣けん幕まくだったな。人事部長、私のせいで降格とかされなきゃいいけど……。

　受話器を置いた森山先輩に、迷惑を掛けたことを詫びると先輩が初めて優しい笑顔を私に向けてくれた。

「あなたとはすごく短い付き合いだったけど、面白かったわ。専務と話もできたし、感謝しないとね」

「はぁ……」

　それから冗舌になった先輩が、自分のことや津島物産の内情をいろいろ教えてくれた。

「私も津島物産に入社して今年で八年目。ずっと受付だったし、そろそろ異動になるかなって思ってたのよ。そうしたら、ふたりいた後輩が授かり婚でバタバタと退社しちゃってね、だから異動せずに済んだってわけ」

「それはよかったですね」

　森山先輩が明るく話すものだからそう言ったのに「ちっともよくないわよ！」と睨まれた。

「後輩に先越されたのよ。腹立つったらないわ！」

　あ、そういうことか……。私、結婚なんて考えたことないからピンとこなかった。

「でも、私は近場の男で妥協なんかしない。なにがあっても、夢は諦めないわ！」

　森山先輩が力強くそう言うと、麗美さんが、うんうんと納得しながら訊ねる。

「夢はやっぱり……玉の輿ですか？」

「そう。狙ってるのは、もちろん専務！　まぁ、性格はさっき見た通り、少々難ありだけど、この際、そんなのどうでもいいわ」

　これでもかと胸を張り、声高らかに宣言する森山先輩。そんな森山先輩にさらに麗美さんが空気を入れる。

「じゃあ、将来は社長夫人ですね」

「あ……でもね、また確実に専務が社長になるとは言えないのよね～」

　森山先輩によると、津島物産は会長の息子が社長職を継いでいるのだけど、その社長が今後は世襲ではなく実力主義でいくと取締役会で発言したそうだ。

「そうなると専務の立場が怪しくなってくるじゃない？　うちの会社もいろんな派閥があるから、役員たちは戦せん々せん恐きょう々きょうとしてるわ」

「なんか企業ドラマみたいですね……」

　小説やドラマが好きな私は興味津々。自分がこの会社の一員だということも忘れ、サスペンスなら、ここで社長の座を狙って殺人事件とか起こるんだろうな……なんて妄想全開になる。




　そんなこんなで、波乱万丈の午前の業務がようやく終わってランチの時間。カウンター内にある小さなデスクを片付け、麗美さんとエントランスに向かおうとした時だった。

　役員専用のエレベーターから降りてきた背の高い男性がこちらに視線を向ける。

「あっ、あなたは……！」

　一瞬、顔がほころび胸が高鳴った。だって、目の前にいるのは、入社式で私を助けてくれた恩人だったから。

　あの時と同じ、セットされた黒髪はオールバックで、私を見つめる切れ長の瞳はどこか涼しげ。

　やっぱり、うちの会社の人だったんだ。

　再び会えたことに嬉しくなって笑顔で頭を下げる。けれど彼が発した言葉は……。

「大沢茉耶さん、専務から君をなんとかしろという指示がありました」

　えっ？　なんとかって？

　意味がわからず、カウンターを出たところでポカンとしていると、同じくポカンとしていた森山先輩と麗美さんに向かってその男性が「大沢さんをお借りします」とだけ言った。

　――お借りしますってことは、私、どこかに連れていかれるの？

　突然現れた男性に腕を掴まれ、なすすべもなくエレベーターホールへと連行されていく。

「ちょっ、あの……どこに行くんでしょうか？」

　彼の大きな歩幅についていけず、ふらつきながら男性の顔を見上げるが、無表情でなにも答えてはくれない。

　入社式の時はとっても親切で優しかったのに、今日の彼は別人のよう。でも、間違いなくあの人だ。

　まだちゃんとお礼を言ってなかったことを思い出し「入社式では、お世話になりました。ありがとうございます」って頭を下げたのだけど、彼は私をチラッと見ただけでなにも言ってくれない。

　えっ？　もしかして、覚えてないの？

　私にとっては印象的な出来事も、彼にとっては記憶にも残らない些細なことだったのかもしれない。

　そう思うとやっぱり自分なんて……と気持ちが沈んでいく。

　そして、男性につれられ乗せられたエレベーターが到着したのは、地下駐車場。

「時間がないから急いでくれ」

　やっと口を開いたと思えば、このひとことでまただんまりを決め込む。まったくなんの説明もないまま黒塗りの高級車に押し込まれると、その直後、車は急発進した。

　なにをこんなに急いでいるんだろう……。そういえば、さっき専務から『なんとかしろという指示がありました』って言ってよね。もしかして、専務の逆げき鱗りんに触れた私はもう必要ないと判断され、闇に葬り去られることになったとか？

　また妄想が膨み、人里離れた山奥にでも連れていかれたらどうしようと怯えていたけれど、車窓から見える景色は多くの人が行き交う都心のメインストリート。

　ここは……どこ？

　鼻先までずり落ちた眼鏡を掛け直し、探るように辺りを見渡していたら、男性がいきなり後部座席のドアを開けた。

「さ、降りて」

　いったいなにをされるのか？　そう思うと恐くなり、車のドアにしがみついて、必死に懇こん願がんする。

「お、お願いです……見逃してください。私は受付なんか希望してませんでした。本当です。信じてください！」

　男性は一瞬驚いたようにしてから、「悪いようにはしない。いいからついてきて」と目の前のファッションビルに入っていく。不安を抱えながらも彼の言葉を信じてエスカレーターを上がっていくと――。

「あ、ここは……」

「専務行きつけのトータルビューティーサロン、つまり美容院だ。無理を言って予約を入れてもらったので時間がない」

「はぁ……でも私は、なぜここに来たのでしょうか？」

「美容院なら、やることは決まっていると思うけど？」

「そ、それはわかります。私が知りたいのは、どうしてここに連れて来られたかってことです」

　勇気を振り絞り、最大の謎を口にすると男性は淡々とした口調で言う。

「あなたにはここで、別人になってもらう」

　別……人？

　まだ聞きたいことが山ほどあったのに、カリスマ美容師で店長だというヒョロリとした男性に会話を遮さえぎられ、店の奥にあるドアの前に案内される。

「ここはね、津島物産の専務専用のＶＩＰルーム。普通の人は入れないところだから、彼女、ラッキーだね」

　やけになれなれしい店長に促されＶＩＰルームとやらに入ると、真っ赤なレザーのシャンプー台がデンと鎮ちん座ざしていた。

　その椅子に座らされ顔を上げれば、壁一面の鏡と豪華なシャンデリア。

　完全に場違いなところに来てしまったと冷や汗が出てきた。それに、約十年ぶりの美容院ということもあり、緊張感は半端ない。

「彼女、とってもユニークなヘアースタイルしてるけど、前にカットしたのはいつ？」

「えっと、会社の入社式の前ですから二十日ほど前です」

「は、はつ……か？　意外と最近？」

「はい、でも美容院は、かれこれ十年ぶりでしょうか？」

　それも地元のおばちゃんがやってる古臭い美容院だ。

「そ、そうなんだ～」

　返ってきた声は明るかったけど、鏡に映った店長の顔は引きつっていた。しかし私の髪に触れた瞬間、彼の表情が一変する。

「とっても綺麗な髪ね。こんな艶やかな髪を触るのは久しぶり」

「それは、どうも……」

　どうやらプロ魂に火が点いてしまったようで、店長は右手にハサミを持ち、目を輝かせている。

「スタイルはおまかせって言われてるから、僕の好きにやっちゃっていいよね？」

「は、はい……。ただ、あまり派手にならないようにお願いします」

「りょーかい！」

　眼鏡を外され、シャンプー台の背もたれが倒されるとまずは髪を洗われ、次はトリートメント。そしてそのままの席で、カットが始まる。

　しかし、カットが終わると、店長はやっぱり少し明るめのカラーを入れたほうがいいとか、緩くカールがあったほうが可愛くなるとか言い出した。

　話が違うと抵抗したけど、冗舌な店長に押し切られてしまい半分放心状態で鏡に映るぼやけた自分を見つめる。

「じゃあ、次はメイクだね！　いつもはどんな感じのメイクしてるの？　若いから、ピンク系のキュートな感じかな？」

　遠慮気味に、すっぴんだと答えるとまたもや絶句された。

「あぁ～、だから眉がボサボサなんだ～。でも、キメ細かい肌でぜんぜん荒れてないし、断然ヤル気になってきた！　気合い入れてメイクしてあげるから楽しみにしてて」

「あの、しつこいようですが、なるべく大人しめに……」

「りょーかい！」

　この言葉は信用していいんだろうか？

　眼鏡を外しているから鏡に映った自分の顔はよく見えない。

　それでも店長は懇切丁寧にメイクの仕方を私に教えてくれて、いつしか私もその熱意にほだされ店長の説明を真剣に聞いていた。

「で、マスカラ塗ったら終わりだよ。でも、めっちゃ長くて元気のいいまつ毛だね～。彼女、髪といい、お肌といい、いいもの持ってるよ！」

　美のプロに褒められ思わず顔がほころぶも、すぐにこれ、誰にでも言うリップサービスだよね？　なんて思ってしまい素直に喜べない。

　人並になればそれでいいやと、苦笑いを浮かべた時だった。あの正体不明の男性が個室のドアを三回ノックし、顔を覗かせる。

「そろそろ終わりそうですか？」

「あ、はい、お待たせしました。今ちょうど終わったところです。どうです？　お約束通り、美人に変身したでしょ？」

　店長が私の座っている椅子をクルリと回し、見てくれとばかりに両手を広げる。するとさっきまでずっと無表情だった男性が口に手をあて、なぜか私から視線を逸らすように顔を背ける。

　えっ！　なに？　その反応……!?　そっか……やっぱり店長の言葉はお世辞だったんだ。

　肩を落として下を向くと、店長が私の手に手鏡を握らせ背中をポンと叩く。

「ほら、ちゃんと自分の顔を見てごらん。すごく可愛いから」

　ため息をつき、諦めムードで鏡を覗き込むと……

「ててて、店長さん……これ、ほんとに私ですか？」

「そうだよ～！　こんな激変した女性は初めてだよ」

　鏡に映っていたのは、黒目がちで愛らしい大きな目をしたぽっちゃり唇の女性。

　カールが掛かって少し短くなった髪は優しい色合いのマロンブラウン。前髪も眉のラインで綺麗にカットされ、顔も小さく見える。

　自分が見ても誰だかわからないくらい変われるなんて……、メイクの力、恐るべし。

　あまりの激変ぶりに嬉しくなり、部屋の隅にいる男性に笑顔を向けるが、彼はなかなかこっちを向いてくれず、横を向いたまま「外で待ってる」と言って部屋を出ていってしまった。

　こんなに変わったのに、気に入らなかったのかな？




　次に私と男性が向かったのは、またもや専務御用達の個人経営の眼科医院。

「今度は、その眼鏡をコンタクトにしてもらう」

「コンタクト？　む、無理です！　目の中に異物を入れるなんて、そんな世にも恐ろしいこと……私にはできません！」

　それだけは勘弁してほしいと真剣に頼んだのに、私の切なる願いは見事にスルーされ、男性に見守られながら、看護師数名に羽交い絞めされた状態でコンタクトを入れられてしまった。

　目の中にレンズを入れるなんて行為、想像することすらできなかったけれど、案ずるより産むがやすし。痛みや違和感はまったくなく、視界が一気にクリアになる。

「わっ！　眼鏡とぜんぜん違う。地の果てまで見えます！」

「それは少々言いすぎだよ。そもそも、大沢さんの視力と掛けていた眼鏡は度が合っていなかったようだし、見え方が違うのは当然だ」

「あ、そうなんですか……でも、世の中がこんな風だったなんて……感動です」

　眼科医院を後にし、乗り込んだ車は、渋滞が始まった大通りを会社に向かってゆっくり進んでいく。

　なんだか濃い数時間だったな……。

　まるでドラマとかでありがちな、地味な主人公がお金持ちに見初められて変身するっていうシンデレラストーリーみたいだ。

　だけど私は御曹司の専務に見初められたどころか、激怒されたわけだし……。ドラマと現実の世界は違う。私ったらなに考えてんだろう？

　そう思うと、この状況が不思議に思えてくる。

「えっと……専務はなぜ、一介の社員の私を美容院や眼科に行くようにしてくれたのでしょう？　津島物産には、そういうサービスがあるのですか？」

　大真面目で聞いたのに、男性は肩を震わせケラケラと笑う。

「面白いことを言うね。こんなことを社員全員にしていたら会社が潰れちゃうよ」

「では、なぜ？」

「専務としては、我が社の受付には容姿端麗な女性についてほしかった。だから、自腹を切ってまで君を美容院に行かせた……のでは？」

「えっ？　ちょ、ちょっと待ってください。私は他の部署に異動になるのではないんですか？」

「異動？　そんな話は聞いてない。大沢さんは、これからも受付です」

　そんなぁ。受付から解放されると思ってたのに……。

　すっかり安心していた分、ショックが大きく、前の座席の背もたれに額を押し付け脱力していると男性がハンドルを左に切り、会社の地下駐車場に入っていくのがわかった。

「これから専務に報告するから、俺についてきて」

　ええっ？　専務のところに行くの？　今朝、怒られたばかりなのに!?

　バッと顔を上げてぷるぷると首を振るが、美容院と眼科の費用をすべて持ってくれた専務にお礼を言うのが社会人として当然の礼儀だと諭され、重い気持ちで役員用のエレベーターに乗る。

　一気に最上階に到着したエレベーターを降り、鏡のように磨かれているピカピカの床をおっかなびっくり歩いていくと、『専務室』と記された重厚なドアが現れた。

　このドアの向こうに専務がいると思うと足がすくむ。

「……私、もう限界です。気持ち悪くて吐きそうです」

　すると男性は少しだけ振り向き、「大丈夫。心配することはなにもない」と初めて会った時のような優しい声で言った。

「えっ……」

「大沢さんは十分、魅力的だ。だから、堂々と専務に会えばいい」

　魅力的？　この私が？　そんなこと言われたの生まれて初めてだ。

　嬉しかったけど、それ以上に恥ずかしくて、心臓が壊れそうなくらい大きく高鳴る。そうすると私を魅力的だと言ってくれたこの人が、いったい誰なのか気になり出す。

　謎めいていた彼の正体を訊ねてみると、意外にも「俺は専務秘書だよ」という答えが返ってきた。

「えっ？　専務秘書？」

　驚いて目を丸くしたのと同時に、男性が専務室のドアを開ける。ドキドキしながら男性と一緒に専務室に入ると小ぶりのカウンターがあり、そこにはブラックスーツを着たいかにもキャリアウーマンという雰囲気の女性が座っていた。女性は妖よう艶えんな笑顔で男性に声を掛ける。

「倉田課長、お疲れさまです」

　――この人、倉田さんって言うんだ。

「木き村むら君、専務はいる？」

「はい、待ちくたびれて少々ご機嫌ななめですが……」

　倉田さんには笑顔で対応していた女性だったが、すっと私に向けられた視線は凍りつくように冷たかった。

　この人、秘書課だよね。森山先輩より怖そう……。

　なるべく存在感を消しカウンターの前を早足で通り過ぎる。そして目の前のドアの前で再び立ち止まった。

　とにかく失礼のないようにしないと。まず挨拶して、それからお礼を言って……。ぶつぶつ呟きながら確認作業をしていたのに、いきなり倉田さんがドアを開けてしまったから、心の準備がないまま専務と対面する羽目に！

「専務、遅くなって申し訳ございません。受付の大沢茉耶さんです」

　部屋の中はいかにも重役室って感じで、壁には抽象画がいくつも掛けられていた。黒のレザーソファの後ろには大きなデスク。そのデスクに座っている専務が美形の顔を上げる。

　いきなり専務の前に立たされ、私の緊張はピーク。倉田さんに『堂々と専務に会えばいい』と言われたばかりなのに、足が震えて挨拶の言葉さえ出てこない。そして専務のほうもなにも言わず、デスクに両肘をついて私を凝視している。

「こっちに……近くに来て」

　突然、専務が私に向かって手招きした。

「は、はい」

　おずおずとデスクの前に立って頭を下げるが、専務は自分の隣に来いと言う。言われるままデスクをグルリと回り、座っている専務の真横に立つと彼は不思議そうに私の顔を覗き込んできた。

「君、本当に、受付のこけし女なのか!?」

「あ、はい。私は受付のこけし女です」

　自分をこけし女だって自己紹介するのもどうかと思ったけど、そう聞かれたから仕方ない。

「驚いたな……」

　専務は険しかった表情を緩ませ、優しく微笑んだ。初対面のときとは一転。庶民には眩まぶしすぎる笑顔に戸惑ってしまい、思わず目を逸らしてしまう。

　するといきなり手を握られ「君がこんなに美しい女性だとは思わなかった……」なんて、一生、言われることなどないと思っていたセリフを囁かれたものだから、頭が真っ白になってしまった。

　――と、次の瞬間、専務が私の手を強く引く……。

　意表を突かれ、バランスを崩した体が傾き、専務に向かって倒れていく。これはヤバイ！と足を踏ん張るけれど、専務の両腕が腰に回され、さらに強く引き寄せられる。

「えっ……」

　一瞬、なにが起こったのかわからなかった。気づいた時には専務の膝の上にチョコンと乗り、後ろから強く抱き締められていたのだ。

「す、すみません」

　慌てて立ち上がろうとしたけれど、腰に回された専務の腕がそれを許さない。

　男性と手すら繋いだことないのに、いきなりこんなこと……それも、専務とだなんて……。

　緊張して体はガチガチに固まり、完全にパニック。でも倉田さんの姿が視界に入ったとたん現実に引き戻され、改めてこれは異常事態なのだと認識する。

　掠れた声で専務に放してほしいとお願いし、倉田さんが見ていると訴えるが、専務はまったく気にしている様子はない。

「んっ？　倉田？　そいつのことは気にしなくていい。倉田は感情のない機械みたいなヤツだからな。なんとも思ってやしないさ」

　なんとも思ってないって……。そんなこと言われても、完全に目が合ってるのに、気にするなってほうが無理だ。

「倉田が邪魔なら、場所を変えてふたりで食事でもしないか？」

「せ、専務とお食事……ですか？」

　まさにシンデレラ的展開！　全身の血が沸騰して体が溶けてしまいそう……。

　しかし、今までひと言も発することなく、ただの傍ぼう観かん者しゃだった倉田さんが突然口を開いた。

「専務、これから佐さ藤とう商しょう事じの社長と会食のご予定です。もうそろそろ、お時間ですが……」

「あぁ……そうだったな」

　倉田さんのおかげで私はようやく専務の腕の中から解放されたのだった。










危険な誘惑




　翌日。

　人影まばらなロッカールームで素早く着替えを済ませる。

　昨日、あれから専務室を出た私は完全に思考回路が停止してしまい、どうやってマンションに帰ったのか覚えてない。部屋に着いても頭がぼうっとして放心状態だった。

　本当に刺激的な一日だったな。なんだか魔法をかけられたみたいだ。

　そしてその魔法は朝になっても消えることはなく、カリスマ店長に教えてもらった通りにメイクやスタイリングをすると、鏡の中の私は再びシンデレラに戻った。

　もちろんプロみたいに上手にはできなかったけど、以前の私に比べれば雲泥の差。鏡に映った自分を見て微笑んだのなんて初めてだ。でもそうなるとファッションも気になり出し、少しでもセンスのいい服はないかとクローゼットの中を物色している自分がいた。

　おしゃれをするって楽しい……そう思ったのも初めて。そして男性にあんな風に抱き締められたのも……。

　けれど、ちゃんとわかってる。専務は私の激変ぶりに驚いただけで私に好意なんて持っていないことを。専務は津島物産の次期社長候補。田舎で育った私とは住む世界が違う。身分違いも甚はなはだしい。

　それに、私は森山先輩みたいに玉の輿は望んでないもの。静かで平穏な日々が続けばそれでいい。

　それよりも、専務に抱き締められている姿を倉田さんに見られたのがすごく心に引っ掛かっていて、もやもやしていた。

　――倉田さんは本当に、私のあんな姿を見てなんとも思わなかったのかな？




　出社すると総務部のデスクに立ち寄ってシフトを確認してから、まだ誰もいないシンと静まり返ったエントランスに出る。

　森山先輩が来る前に朝の用意を済ませておこうと、受付横にある商談スペースのテーブルを拭き上げていき、次にカウンターの中を屈んで掃除していたら頭上から森山先輩の声が聞こえた。

「あら、あなたが新しく配属になった方？　ずいぶん早い出社ね」

　その言葉に苦笑いを浮かべ振り返るが、森山先輩は私だと気づいてない様子で「私、森山光。よろしくね」と、上機嫌で自己紹介をしてくる。

「あの、森山先輩、私……大沢です」

「……はぁ？」

「すみません、異動だと思ってたんですけど、違っていました」

　少しの沈黙の後、森山先輩が小声で呟く。

「あなた……、なにを言ってるのかしら？」

「ちょっといろいろありまして……。これからも引き続きよろしくお願いします」

　ペコリと頭を下げると森山先輩の大きな目が一段と大きくなり、私の顔をまじまじと見つめる。そして眉間にシワを寄せ、首を左右に激しく振った。

「違う……大沢さんじゃない！　あの子はほら、モサーッとしたこけしみたいな頭にゲジゲジ眉で、昔の漫才師みたいな眼鏡掛けてたのよ？　おまけに、ボヤ～ッとした顔して女子力ゼロの娘だったんだからぁ」

　森山先輩、正直すぎる……。

　そこに麗美さんが出社してきて、私の顔を見て切なそうな表情をする。

「もう新しい人が異動になったんだ。茉耶ちん、大丈夫かな……」

　地味子代表みたいな私がいきなり激変したんだから、ふたりが気づかないのは無理もない。

　このままでは信じてもらえそうにないので、ふたりに昨日の出来事を話し、ようやくわかってもらえた。ただ、専務の膝の上で抱き締められたことは黙っていた。そんなこと言ったら、玉の輿を狙ってる森山先輩に半殺しにされそうだったから……。

「……だけど、どうして専務は仕事中に倉田課長を同行させてまで、大沢さんを美容院や眼科に連れてったのかしら？　そんなの休みの日に行ってこいって言えば済む話じゃない」

「そ、それは、私が受付にいたら会社の恥だと思ったみたいで……。なるべく早くなんとかしたかったんじゃないかと……」

「まぁね、会社の恥っていうのはわかるけど、私が引っ掛かってるのは、専務が自分のポケットマネーを使って大沢さんをイメチェンさせたってこと！」

　それは私も不思議に思っていた。わざわざ自腹で、それもＶＩＰルームまで使わせてくれて……。

「大沢さんが特別扱いみたいで納得いかないわ！」

　森山先輩がギロリと私を睨んだ時だった――。

「特別扱いは、納得いかないか？」

　カウンターの向こうから聞き覚えのある声がする。

　えっ……？　この声って、まさか……。

　私たちは目を合わせたまま息を呑む。そしてゆっくり正面を向くと、カウンターから身を乗り出すようにこちらを見つめている笑顔の専務がそこにいた。

「ひ、ひぇ～！　せ、専務っ」

　慌てて立ち上がり、三人揃ってこれでもかってくらい深く頭を下げる。

「昨日は大沢君を勝手に連れ出して悪かったね。君たちに仕事のシワ寄せがあったのは事実だ。迷惑を掛けてしまって申し訳ない」

　専務に謝られ、森山先輩は完全にパニック。

「い、いえ、迷惑だなんて……。大沢でよければ、いつでもどーぞ、どーぞ」

　舞い上がって心にもないことを口走る森山先輩。その言葉を聞き、専務が再びニッコリと笑う。

「そう？　じゃあ、お言葉に甘えて時々そうさせてもらうよ」

「茉耶ちん、すごい……」

　目の前の光景に思わず声を上げたのは麗美さん。

　その時、突然伸びてきた専務の右手が私の頬をそっと撫でたかと思うと、妖あやしげな笑みを浮かべて言う。

「大沢君は、特別だからね……」

　突然のことに頬が熱を帯び、金かな縛しばりにでもあったかのように、体が硬直する。

『特別』と言われても素直に喜べず、森山先輩に八つ裂きにされるんじゃないかと恐れおののくばかり。嬉しいというより、戸惑いのほうが大きかった。

　するとそこに、あの倉田さんが無表情で現れる。

「専務、なかなかいらっしゃらないと思ったら、こちらでしたか。しかしよろしいのですか？　他の社員が注目していますよ」

　気づけば、出勤してきた社員が全員足を止めてこっちを見つめている。私は事の重大さに慌てふためくが、専務は平然としていた。

「大したことじゃない。ちょっとした挨拶だよ」

　専務が軽く手を上げ去っていくと、倉田さんが少しだけ振り向き、私にしか見えない角度でこっちを指差す。そして、親指を立てた。私にはそれが、髪もメイクも上手にできてるって褒められたような気がして、一気に頬が緩んだ。

　けれど、すぐさま隣から殺気立った視線を感じ、再び体が硬直する。

「おーおーさーわぁ～……」

　地の底から響いてくるようなドスの利いた声に身震いし、全身の毛穴から汗が噴き出す。

「ひいっ！　森山先輩、落ち着いてください」

「ちょっと、特別ってどういうこと？　あなた、いつから専務とあんなに親しくなったの？」

　胸ぐらを掴まれ、首を前後にブンブン振られる。

　このままじゃ、本当に森山先輩に殺されるかもしれない……。

　命の危険を感じた私は、専務とはなにもないと必死で森山先輩に訴えた。

「怪しいわね……」

「冷静になって考えてみてください。あの専務が私なんかに特別な感情を持つわけがないじゃないですか。ここには、私よりずっと綺麗な森山先輩がいるんですから……」

「……そう言われれば、そうよね。大沢さんより、私のほうが大人の色気もあるしね」

　納得した森山先輩の怒りが収まり、ホッとしていると隣の麗美さんが小声で耳打ちしてくる。

「茉耶ちん、まだ隠してることあるでしょ？」

　麗美さんの言葉にドキッとして目を見開く。

　さすが麗美さん、鋭い！

「ランチの時に詳しく聞かせて。社食でいいよね？」

「う、うん！」

　しかしお昼休みになる寸前、麗美さんは総務部に呼び出されてなかなか戻って来なかった。十二時を過ぎると社食は一気に混むと森山先輩から聞いて、ひとまず席を確保するために先に行くことにする。

　目的のフロアにつくと、エレベーターのすぐ目の前に社食の入口が見える。社食って、どんな感じなんだろうと、ドア越しにそっと中を覗いてみると……。

「えっ？　狭いっ！」

　予想に反して社食は二十～三十席ほどしかなく、森山先輩が言った通り、混んできたら座れなくなりそうだった。ひとりでは少し心細かったけど、意を決して社食のドアを開けることにする。

　中はちょっとした高級レストランのようで、ＢＧＭはクラシック音楽。そして室内の中央には大皿に盛られた料理がいくつも並んでいた。

　これビュッフェスタイルだよね？　好きな物を好きなだけ食べていいんだ。さすが津島物産！　太っ腹！

　けれど喜んだのも束の間、今度は食券売機が見当たらない。入口でオロオロしていたら、五十代くらいの男性が声を掛けてくれた。

　新入社員で社食を利用するのは初めてだと伝えると、その男性は、ＩＤカードで決済するのだとカードをかざして見本を見せてくれる。しかし何度試しても、私のＩＤカードはエラーが出て受け付けてくれない。

　まだ情報が登録されていないのかな？

「いいよ。ここは僕がごちそうするから」

「なっ、初対面の方に、それはいけません！」

「いいから、いいから。ひとりで食べるより話し相手がいるほうが僕も楽しいからね」

　それでも丁重にお断りしたが、相手も引かず、あとでお金は返すつもりで厚意に甘えることにした。麗美さんが来たら驚くだろうなと思いながら、社食とは思えない豪華な料理をお皿に載せていく。

「それで、君はどこの部署？」

「あ、はい、総務部で総合受付です」

「受付？　……ということは、君、大沢茉耶さん？」

「えぇっ、どうして私の名前を？」

　まだ受付に出て二日目の私を知っているなんて……この人、何者？

「いやね、受付に配属された新入社員が急に綺麗になったって噂を聞いてね。なるほど、君が大沢さんか」

　嘘……そんな噂が流れてるなんてまったく知らなかった。

　まるで自分の娘でも見るような優しい眼まな差ざしを私に向け、目を細める男性に恐縮しつつ小さくうなずく。その後、男性との他愛のない会話は意外に楽しく、ランチを完食するとお礼を言って席を立った。

「麗美さん来なかったな……」

　しょんぼりしてエレベーターに向かって歩き出そうとした時、背後から「茉耶ちん？」という声が聞こえ振り返ると麗美さんがキョトンとした顔で立っていた。

「あ、麗美さん！　社食で待ってたけど来ないから、もう食べちゃったよ」

「あれ？　茉耶ちん社食にいたの？」

「うん、ビュッフェが美味しくておかわりしちゃった」

「私も今まで社食にいたんだよ。ていうか、ビュッフェってどういうこと？」

　なんだか話が噛み合わないなと思っていたら、麗美さんの口から驚きょう愕がくの事実が告げられる。

　私が食事をした場所は役員専用の社食で、一般社員は廊下の奥にある別の社食を利用することになっているのだと……。

「ええーっ！　じゃあ私、役員の社食に行っちゃったってこと？」

　知らなかったとはいえ、偉い人たちに囲まれ堂々とランチしていたなんて。

　うろたえる私を見て豪快に笑っていた麗美さんだったが、急に真顔になり、誰かに頭を下げている。振り返った先には、さっきランチをごちそうしてくれた男性の姿があった。

　私も慌てて頭を下げ、麗美さんにあの人が誰なのか訊ねてみると……。

「山やま崎ざき常務だよ」

「常務って、専務の次に偉い人だよね？」

「うん。昨日、麻耶ちんが連れ去られた後、総務部に挨拶に来てくれたの。優しそうないい人だったよ」

　確かに一介の社員である私にまで親切にしてくれる素敵な人だった。でも今頃、私のことをドジな新入社員だと思ってあきれてるだろうな……。軽く自己嫌悪。

　時計を見て、そろそろ受付へ戻ろうとふたりで並んでエレベーターに向かって歩き出すと、麗美さんが「そうそう」と声を上げる。

「さっき秘書課の同期に会って少し話したんだけど、専務ってすごい人気みたいだよ。まぁ、なんたって社長の息子だし、独身でイケメンだからね。秘書課の人と付き合ってるって噂もあるみたいだけど、どうなんだろう？」

「あ……専務、秘書課に彼女がいるんだ」

　ショックというより、納得って感じだった。そうだよね。あんな素敵な人がフリーのはずがないもの。

　するとその時、少し先のエレベーターの扉が開くのが見えた。中から出てきたのは、噂の専務と倉田さん。

「あれ？　大沢君じゃない」

　近づいてくる専務に麗美さんの後ろから顔を覗かせ挨拶はしたものの、完全に腰が引けている。

「君も今からランチなの？　あ、そう言えば、食事の約束してたよな。よかったらこれから一緒にどう？」

「い、いえ、もう社食を美味しく頂きました」

「そっか……残念」

　秘書課に彼女がいるのに、どうして私みたいな面白味のない社員を誘うのか？　専務の真意がわからない。

　複雑な思いでチラリと専務を見上げると、彼はジャケットから名刺ケースを取り出し、一枚の名刺を人差し指と中指の間に挟んでニッコリ笑う。

「今日は夕食を兼ねた打ち合わせがあるんだ。だから、八時以降になったらここに連絡して。待ってるから」

　名刺を挟んだスラリと長い指が私の制服の胸ポケットの中に滑り込み、名刺を押し込んでくる。

　その時、ほんの一瞬だけど、専務の指が胸の膨らみに……触れた。

「きゃあ!!」

　初めての経験に仰天し、専務の手を振り払い後方に飛び退く。その一連の動きは、運動神経も反射神経もゼロの私にしてはありえないくらい俊敏だった。が、しかし、やっぱり私はどんくさかった。

　悲しいかな、勢いがついた体を支える筋力もなければ、バランス感覚もない。そのまま後ろに倒れそうになる。

　もうダメだ……そう思い、しりもち覚悟でギュッと目を閉じた時だった。

　誰かに腕を掴まれ、すごい力で引き戻される。

　えっ？と思った時にはすでに誰かわからない広い胸に抱えられていて、爽やかだけど、ちょっぴり甘い香りが私を包んでいた。

「危なっかしいな」

　その声……まさか……！

　顔を上げるとそこには、苦笑する倉田さんの顔があった。

「く、倉田さん！」

　不可抗力とはいえ、昼休み時、社員で賑わう社食フロアの廊下で倉田さんと抱き合う形になったんだ。注目されないわけがない。

　その視線に焦ってしまい思わず彼の胸を押し、離れようとした。だけどその時……。

「口紅の色……とても似合ってるよ」

　耳元で囁かれたその言葉に、心臓がドクリと大きく跳ねる。

「あ……」

　離れていく倉田さんは一瞬だけ口角を上げ笑った。でもすぐにいつものポーカーフェイスに戻り、何事もなかったように私から視線を逸らす。

　その様子を焦点の合わない目でぼんやり眺めていた。

　倉田さんは、私の口紅の色までちゃんと見ててくれたんだ……。

　熱くなった頬を手で覆うと、専務が「連絡忘れないように。いいね？」と念を押し、倉田さんと役員専用の社食に入っていった。

　すると麗美さんが、すごい形相をして私の体を揺する。

「茉耶ちん、これは一大事だよ！」

「一大事？」

「うん、もう時間がないから、続きは仕事が終わった後で話そう」




　就業時間が終わり、麗美さんに腕を引かれ連れていかれたのは会社の近くのビルに入っているお好み焼き屋さん。といっても、私が地元で食べにいっていたお好み焼き屋さんとは大違い。

　モノトーンの内装がとてもおしゃれで、落ち着いた雰囲気に包まれている。

「私、スペシャルミックス。チーズとお餅もトッピングして。茉耶ちんは？」

「じゃあ、私も同じので……」

　オーダーを済ませ、麗美さんと目が合った瞬間、怒ど涛とうの勢いで質問が飛んでくる。

「ねぇ、専務とどういう関係なのよ？　いつあんなに仲良くなったの？　もしかして、もうそういう関係？」

　話せば長くなるって答えると麗美さんは「上等よ！」って腕まくりをして身を乗り出す。

「時間はたっぷりあるから、さあ、なにもかも全部話して！」

　……麗美さん、めっちゃ怖い。まるで尋問されてるみたいだ。隠し立てをする余裕はなくなり、すべて包み隠さず正直に話した。もちろん、森山先輩には言えなかった専務の膝の上で抱き締められたことも……。

　話を聞いている間、麗美さんは鉄板の上で香ばしい香りを漂わせているお好み焼きを黙々と食べていた。しかしすべてを聞き終えると、ピタリと手を止め、悟ったように大きくうなずく。

「なるほど……それ、ギャップ効果だね」

「ギャップ……？」

「うん、第一印象が悪ければ悪いほど、その効果があるわけよ」

　麗美さんは大学で心理学も学んでいたそうで、自分の置かれた状況や環境によってどんな心理状態になるかを熱心に説明してくれたけど、小難しい専門用語の連発でイマイチよくわからない。

「えっと、もっと簡単にお願いできるかな？」

「だからさ、茉耶ちんに対する専務の第一印象は最悪だったのよ。なんの期待もしていなかった。なのに、予想以上にめっちゃ綺麗になっちゃったから衝撃を受けて心を揺さぶられたんじゃない？　それに専務が普段接している女性はみんな非の打ちどころのないパーフェクトな人ばかり。茉耶ちんみたいな、ちょっと抜けてて、なにをやらかすかわからない子は新鮮だったんだよ」

　要するに、ドジな私が珍しかったから興味を持っただけってこと？

「そうだよね……。専務は私をからかってるんだ」

「それは、わかんないよ～」

　麗美さんは意味深な笑みを浮かべる。

「専務の本気度を確かめるためにも、あれ、出しなさい」

　要求されたのは、専務が私の胸に押し込んできた名刺。鞄の中から取り出して渡すと、麗美さんの片方の眉がピクリと動いた。

「……茉耶ちん。専務、本気かもしれない……」

「えっ？」

「この名刺、社名も役職も書いてないよ。連絡先の番号は携帯番号だし、住所はきっと自宅。なんとも想ってない女に、専務ともあろう人が、簡単に自分のプライベートを晒さらすようなこと普通しないでしょ？」

　麗美さんは、これは玉の輿の大チャンスだと鼻息荒く私の手を握る。

「ちょっ……やめてよ。私、専務といるだけで緊張してまともに話せないのに」

　だけど麗美さんは「専務に電話、するんでしょ？」って当然のように聞いてくる。

「で、電話？　無理！　専務に電話なんてできません」

「でも、名刺まで頂いて失礼じゃない？　きっと待ってると思うよ～。新入社員が専務に恥かかせてもいいの？」

　そう言われると迷ってしまう。私としては静観したいところだけど、専務に恥をかかせるのは申し訳ないし、どうしたらいいんだろう。

「じゃあさ、ショートメールにしたら？　【まだ打ち合わせ中だといけないのでメールにしました……】みたいな感じで」

「そうか！　メールなら話さなくていいし」

　なんだか麗美さんに上手く丸め込まれた感は否めないが、無視するのも失礼だし、返事がなければそれでいい。連絡したってことが重要だから。

　それでも緊張していると麗美さんが私のグラスに並々とビールを注ぎ、怪しい目をしてニヤリと笑う。

「しらふでメールできないなら、飲んじゃいなよ」

　今までお酒なんてお神み酒きを舐めた程度で本格的に飲んだことなどない。でもこうなったらアルコールの力を借りるしかないと、グラスのビールを一気に飲み干した。

　苦味ときつい炭酸に思わず顔を歪めたものの、麗美さんに勧められるまま二杯、三杯と飲み進めていくうちにだんだん気分が良くなってきて、専務にメールするくらい別にどうってことないなんて思い始める。

　だから、なんの迷いもなくさくっと送信し、やれやれと思っていたのだけど驚いたことに、すぐに返信がきた。

「早っ！　もう返事きたの？　で、専務、なんだって？」

「……今、どこにいるの？って……」

　麗美さんに言われるまま、会社近くのお好み焼き屋さんにいると返したら……。

「んっ？　麗美さん、専務が今から迎えに来るって……」

「えっ！　ほんと？」

「う……ん。なんか、飲みに行こう……とか……」

　そう言ったのを最後に、私は眠気に勝てず、椅子の背もたれにもたれ掛かり、ウトウトとまどろむ。そして気がついた時には麗美さんに抱えられながらビルの前に立っていた。

「ちょっと～茉耶ちん、しっかりしなさいよ。本当にこんな状態で専務と会えるの？」

「えっ、麗美さん、専務と会うの？」

「もぉ～なに言ってんのよ～！」

　麗美さんが大きなため息をついた時、私たちの前にハザードを点滅させた黒塗りの車が停車し、運転席から倉田さんが降りて来るのが見えた。

　麗美さんが倉田さんと話をしているが、なにを言ってるのかよくわからない。

　なんとなく耳に入ってきた言葉は、倉田さんの「仕方のないお嬢さんだ」だった。




　……ううっ、頭痛い。気持ち悪い……。

　この体調の悪さは、なんなんだろう？

　眉をひそめて考えるも、思考回路が上手く繋がらなくて状況判断ができない。でも、いつもとなにかが違うということだけはしっかりと感じとっていた。

　なんだか掛布団が軽い。

　シーツの肌触りも違う。

　意識が鮮明になるにつれ、私は言いようのない不安に襲われていく。慌てて起き上がると頭がちぎれて飛んでいきそうなくらい激しい痛みが走った。

「くぅ～」

　頭を抱えながら薄目を開け、おそるおそる辺りを見渡してみてわかった。

　――ここ、私の部屋じゃない。

　夢中でベッドから這い出そうともがくけれど、体が思うように動かず見事に落下。悲鳴と共にドスンと大きな音が響く。

「……ここ、どこ？　どうして私、こんなところにいるの？」

　なぜこうなったのか……必死で思い出そうとしても頭の中は空っぽ。

　微かに残っていた記憶は、麗美さんとお好み焼き屋で飲んでいて専務にメッセージを送った後、誰かの車に乗ったってとこまで。その後のことはまったく覚えてない。

　――と、その時、部屋のドアが開き、明るい光が差し込んできて私の顔を照らす。

「よく眠れたかな？」

　こ、この声は……。

「せ、専務？」

　専務の顔を見たとたん、頭痛も吐き気も一気に吹っ飛び、動けなくなる。

　ベッドの上に腰を下ろした専務が、床にペタンと座っている私の頭をクシャリと撫で、視線をこちらに向けた。

「昨夜のこと……覚えてるか？」

　そんな風に聞かれるってことは、なにかあったんだ。

　嘘……ぜんぜん覚えてない。

　私、専務と……初体験しちゃったの？

　男の人とそういう関係になる予定など、まったくなかったから動揺して視線が泳ぐ。しかも相手は専務だ。

　羞しゅう恥ちでうろたえ、ショックのあまり意識が朦もう朧ろうとした。

　あぁ～穴があったら入りたい。いや、それだけじゃ足りない。完全に埋めてもらって、二度と出て来られないように踏み固めてほしい……。

　ところが当の専務はいたって平静。怯える私を見つめてニヤッと笑いながらとんでもないことを口にする。

「やはり覚えてないんだな。昨夜は打ち合わせが思ったより早く終わってね、マンションに帰った後に茉耶からメールがきたから、倉田に迎えにいかせたんだ」

「倉田さんに？」

　そう言われれば、倉田さんと会ったような気がする。

「車に乗った茉耶は、すぐに爆睡したそうで。呼んでも起きないから俺のマンションに連れてきて、倉田に部屋まで運ばせたんだ」

「く、倉田さんに部屋まで？　じゃあ私、ずっと眠ってたんですか？」

　それって、倉田さんに抱きかかえてもらったってことだよね？

　なんという失態……倉田さん、きっとあきれてる。

「あぁ、すぐに茉耶が目を覚ますと思って俺のベッドに寝かせたんだが、なかなか起きてくれなくてね。俺も今日は接待ゴルフの予定があって早く寝なきゃいけなかったから、倉田に任せたんだよ」

「ん？　ということは、私と専務は……なにもなかった？」

　独り言のつもりで呟いたんだけど、側にいる専務には丸聞こえだったようで「フフッ」と笑われる。

「なんだ？　もしかして俺に抱いてほしかったのか？」

「ひっ、そ、そんな……滅めっ相そうもない」

「悪いが、俺には意識のない女を抱く趣味はない。セックスする時は、俺の目を見つめて激しく乱れてほしいからな」

　目を見つめ……激しく……乱れる？

　専務にしてみれば、どうってことないセリフだったのだろう。でも、すべてが未経験の私にとってそれは未知の世界で、鼻の奥がツンとして鼻血が出そうになった。

　たまらず鼻をつまむと専務が「俺は今からゴルフに行かなきゃいけない。茉耶のことは倉田に送るように言ってあるから」と言う。

　もうこれ以上、専務や倉田さんに迷惑は掛けられない。だからひとりで帰れると言ったんだけど、専務は頑がんとして譲らない。

「倉田のことは好きに使っていい。おっと、そろそろ本部長の車が来る頃だな。それじゃ、行ってくる」

　玄関まで専務を見送ると重い足取りでリビングに戻り、改めて部屋を見渡してみる。

　このリビングって何畳くらいあるんだろう？　ベッドルームだけでも私のマンションと同じくらいの広さがあった。

　それに、なに？　この窓。壁一面がガラス張りになっていて都心が一望出来る。まるで展望台のようだ。

　眼下に広がる景色をぼんやり眺め、改めて専務と私は住む世界が違うと再確認した時、突然後ろから声を掛けられた。

「どうやら酔いは醒さめたみたいだね」

「く、倉田……さん！」

　あ～びっくりした。いつの間に部屋に入ったのだろう？　でも、よくよく考えてみれば倉田さんは専務秘書。この部屋の合鍵を持っていてもおかしくない。

「あの、昨日は迷惑を掛けてしまって申し訳ありませんでした！」

　低姿勢で謝る私を見下ろし「自分の限界は知っておくべきだね」と言われ返す言葉もない。

　専務の命令とはいえ、仕事に関係ない私のことで振り回されているんだから倉田さんが迷惑だって思うのは当然だ。それに、今日は土曜日。休みの日まで駆り出されたら誰でも怒るよね。

　反省してシュンとしていると倉田さんが私の頭をポンと叩き、キッチンに行っておもむろに冷蔵庫を開ける。

「朝食は？　なにか食べた？」

「あ、いえ、あまり食欲がなくて……」

「かなり泥酔していたからな。あれで二日酔いになっていなかったら鉄の肝臓だよ」

　やっぱり怒っているかと再びシュンとしていると、キッチンからなにかを刻む音が聞こえてきた。見れば、倉田さんが手際よく料理を作っているではないか。

「倉田さん？　なにをされてるんですか？」

「見ればわかるだろ？　鉄の肝臓のお嬢さんに朝食を作っているところだ」

「えっ、私のために？」

　軽快な包丁の音を響かせながら「朝食を抜くのは美容にもよくないからね」って言うから驚いてしまった。

　倉田さんにそんなことをさせたらバチが当たりそう。だからお気遣いなくって言ったのに、手を止める気配はない。仕方なく手伝おうとしたんだけど、私は客だから座って待っていればいいと言う。

「――どうぞ、食べて」

　目の前に置かれたのは、胃に優しそうな中ちゅう華か粥がゆ。たっぷりの野菜とトロトロの卵が入っていて鶏ガラの良い香りが昇っている。しかし、私の視線は向かいに座っている倉田さんに釘づけになっていた。

「俺の顔に、なにかついてる？」

「あ、いえ、倉田さんはお休みの日もスーツなんですね」

「これから出かけるからね、外出する時はスーツと決めてるんだ」

　なるほど……倉田さんらしい。

「それより、早く食べて。冷めちゃうよ」

「は、はあ……」

　本音を言えば、まったく食欲がなかった。だけど、せっかく倉田さんが作ってくれたのだから食べないわけにはいかない。そっとレンゲを口の中に押し込むと……。

「わぁ、美味しい！」

　あんなに食欲がなかったのに、あっという間に完食してしまった。

「ごちそうさまでした」

　笑顔で手を合わせ、前に座っている倉田さんにお礼を言おうと顔を上げた時だった。いつも無表情の倉田さんがニッコリ笑っている。

　その眩しい笑顔に動揺してしまい、これも麗美さんが言っていたギャップ効果なのかな？なんて思ってしまう。

「倉田さんも、そういう風に笑うことがあるんですね」

　つい本音がポロリと口をついて出てしまった。余計なことを言ってしまったんじゃないかと焦ったが、倉田さんが飲みかけたコーヒーを吹き出しそうになって慌てる姿を見て、その意外な反応に思わず笑みが漏れる。

「大沢さん、俺をばかにしてるの？」

「い、いえ、そんなつもりじゃなくて……。倉田さんの笑顔がとても魅力的だったから……」

　そう言った後で、男性に魅力的だなんて言葉を掛けた自分に驚く。

「大人をからかうもんじゃない」

　倉田さんは視線を逸らしたまま、私が食べ終えた食器を手に立ち上がると、一段と無愛想な声で素っ気なく言う。

「九時になったら出るから用意して」

「あ、はい」

　少しのんびりして身支度を整えたあと、倉田さんとマンションの部屋を出て一階にある駐車場に向かった。

　車に乗ってすぐ私の家の住所を倉田さんに伝えたのに、なんだか方向が違う気がする。初めは東京の地理に疎うとい私の思い違いなのかと思ったが、やっぱりなんか変だ。

　勇気を出して倉田さんに訊ねてみると私に行ってほしいところがあると言う。

「専務から、大沢さんの私服が地味なので、何着か購入してプレゼントするようにと指示があったんだ。なので、今から専務指定のセレクトショップに行ってもう」

「えっ、専務からそんな話は聞いてませんが……」

「急いでいたから言いそびれたんだろう」

「でも、プレゼントだなんて……そんなの困ります」

　正直に自分の気持ちを伝えると倉田さんが困惑気味にため息を漏らす。

「これは専務命令。断られたら俺が困るんだけどな……」

「えっ、倉田さんが困る？」

　私が断れば、倉田さんが専務に叱られるんだ……。

　そう思うとそれ以上、なにも言えなくなってしまった。

　専務からプレゼントだなんて気が引けたけど、倉田さんが私のせいで叱られるのはいやだったから……。

　大人しく窓の外を眺めていると、突然、お店もなにもないところで車が停車した。

「開店時間までまだ三十分あるから、少し寄り道させてもらうよ」

　倉田さんが車を降りて向かった先は、なぜかお寺。車の窓に張りついて倉田さんの姿を目で追うが、すぐに見えなくなってしまった。

　そして待つこと十分。倉田さんはなかなか戻って来ない。お寺でなにをしてるんだろう？　その疑問が私に車のドアを開けさせた。

　木製の大きな門を抜け境内を行くと左手に墓地があり、そこに倉田さんの姿があった。彼は微動だにせず、墓に向かって手を合わせている。それはただのお墓参りではなく、なにかを語り掛けているようにも見えた。

　しばらくの間、距離を置いて彼の姿を眺めていると、境内を竹ぼうきで掃除していた住職が私に気づき、会釈して近づいてくる。

　住職は「旦那さんは律りち儀ぎな方ですな」と彼を見つめて手を合わせていて、どうやら私を倉田さんの奥さんと勘違いしているようだ。

「今日は君きみ華かさんの月命日でしたな。毎月、忘れずよく来られますよ。あの若さで感心しますな」

　君華さんって誰だろう？と思ったが、軽くうなずいて話を合わせる。でも、それと同時に、倉田さんは妻帯者なのではという思いが頭を掠めた。

　そうだよね。倉田さんは三十歳の専務より年上っぽいし、結婚していてもぜんぜん不思議じゃない……。

　そんなことを考えながら住職と話をしていたら、倉田さんが戻って来た。

　まだ誤解している住職が、彼に「若くて可愛らしい奥さまですな」なんて言うものだから、倉田さんが絶句して目を白黒させている。

　車に戻っても彼は納得できない様子で、何度も首を傾げていた。

「どうして住職は、大沢さんを俺の妻だと思ったんだろうなぁ？」

「私が倉田さんの奥さんに似てたからとか？」

　さりげなくそう言ってみたら「それはありえない」って即答された。

　あまりにもキッパリ否定するので、私が自分の奥さんに似てるだなんて言ったから、気分を悪くしたのかなって思った。

「そうですよね。そんなのありえないですよね……」

「あぁ、俺は独身だからね」

「えっ！　倉田さん、独身なんですか？」

　自分でも驚くほど大声で叫んでいた。

「独身じゃいけないのか？」

「あ、いや、そういうわけでは……でも、本当に？」

「本当だ。結婚していたら、専務と一緒になんて暮らしてないだろ？」

「せ、せ、専務と一緒に暮らしてる!?」

　衝撃の告白にぶったまげて、また大声を上げてしまった。

「専務のマンションの玄関を入ったすぐ右側の部屋、そこが俺の部屋だよ」

「そんな……専務と倉田さんが同棲してたなんて……」

　倉田さんが私の言葉を聞きクスリと笑う。

「同棲？　俺と専務の仲を疑うなんて実に面白い。でも、残念ながら俺たちは同棲なんかじゃない。ただの同居だよ」

　トンチンカンなことを言ってしまったと後悔しきり。でも、それでわかった。専務がゴルフに出掛けた後、倉田さんが音もなく忍者みたいに現れたのは、あの部屋に住んでいたからだ。

「どうして倉田さんと専務とは一緒に住んでいるのですか？」

「前に住んでいた家は会社から離れていて、専務に急用で呼ばれても行くまでに時間が掛かっていたんだよ。それならいっそ俺のマンションに住めばいいんじゃないかって専務に言われてね。あの部屋はひとりで暮らすには広すぎるから」

　同居を希望したのは専務だったんだ。なるほどと納得してうなずき、今度は〝君華さん〟が誰なのかを聞いてみると、冗舌だった倉田さんが黙り込む。

　車内に気まずい空気が流れ、沈黙が続いた。

　あれ？　私、地じ雷らい踏んじゃった？

　調子に乗って余計なことを聞いてしまったのかも……と焦り始めた時、倉田さんがボソッと呟いた。

「君華さんは、三年前に亡くなった専務のお母さんだ」

「専務のお母さん？」

「そう、君華さんには、生前とてもお世話になったので、月命日にお参りに行ってるんだが……このことは専務には秘密にしておいてほしい」

　隠している理由が気になったけれど、なんとなく深い事情がありそうだったので、「わかりました」とだけ答える。

　そして到着したのは専務お気に入りのセレクトショップ。店内は海外のブランドを中心とした高級感溢れるアイテムばかりで、ザ・庶民の私は完全に浮いていた。

　モデルみたいな超美形の店員さんがチョイスしてくれたトップスやスカート、ワンピースにバッグなど、目が飛び出るような金額の商品が次々にレジへと運ばれていく。

　これ全部でいくらぐらいするんだろう……。

「あの、こんなに買ってもらっていいんでしょうか？」

　倉田さんが専務に叱られると悪いと思ったから今まで黙っていたけれど、合計金額は私の予想を遥かに超えている。

「気にしないで。それより、向こうのワンピースも専務が好きそうだ。あれもフィッテイングルームで試着してみよう」

　倉田さんが指差したのは、胸元が大きく開いた真っ赤なミニのワンピース。

「えぇっ！　こんなの私には絶対似合いません」

　激しく抵抗するが「それは、俺が判断する」と軽くあしらわれ背中を押される。

　どうやら、なにを言っても無駄のようだ。

　諦めた私は手渡されたワンピースを持ってフィッティングルームに向かった。

　ノロノロとワンピースを試着し、目の前の鏡を覗き込む。

「あぁ～やっぱり、ぜんぜん似合わない」

　鏡に映った自分の顔とはアンバランスなセクシーなワンピースにため息が漏れる。そこへ女性店員がやって来て、接客トークでベタ褒めしてくるから、さらに気分が滅入っていく。

　どう見ても似合ってないのに……こんな服で人前になんて出れないよ。

　胸の谷間を隠すように猫背気味の背中を余計に丸めモジモジしていると、ドアをノックする音が聞こえ、鏡に倉田さんの顔が映り込んだ。

　人間、本当に驚いた時は声が出ないということを、私はこの時、初めて知った。

　倉田さんは私の真後ろに陣取り、肩を掴んで鏡を覗き込む。その様子を見た女性店員が彼を私の恋人だと勘違いしたみたいで「彼女さん、とてもお似合いですよ」の言葉を残し、フィッティングルームを出ていってしまった。

　密室となったふたりきりの試着室。

　緊張でひと言も発せないまま、鏡に映る倉田さんの姿を凝視する。

　絡み合う視線に胸が高鳴り、体が熱を帯びていく。

　すると、肩にあった彼の手がゆっくり下りてきて私の体のラインを優しくなぞる。

　抵抗したいのに、この手を振り払いたいのに、体が硬直してピクリとも動かない。その間も倉田さんの長く筋ばった指がなにかを確かめるように動き、吐息が私の髪を揺らしていた。

「――合格だな」

「えっ？」

「間違いなく専務好みだ」

　その言葉を聞いた瞬間、なぜか虚しさを感じてしまった。

　――倉田さんは、専務のことしか考えてないの？

　その疑問は強烈な違和感に変わり、心の中で大きく渦を巻く。

「もう着替えていいよ」

　倉田さんが平然と試着室を出ていくと、いつか専務が言ってた言葉を思い出す。

『倉田は感情のない機械みたいなヤツだからな』

　入社式の日、初めて倉田さんに会った時はそんな風には見えなかったのに――。

　その後、店員さんが教えてくれたコーディネートを忘れないように必死でメモし、ようやくセレクトショップを出た。そして、三十分ほどで私のマンションに到着すると大荷物を抱え、お礼を言って車を降りる。すると運転席の窓が静かに開いた。

「今日はお疲れさま」

　そう言うと、出会って二度目の笑顔を私に向けた。

　あ……笑ってる。笑おうと思えば、ちゃんと笑えるんだ。でも、倉田さん笑うととても優しい雰囲気になるのに、もったいないな……。

「倉田さんの笑顔、本当に素敵ですよ」

　一度ならず二度までも、私は私らしくない言葉を倉田さんに投げかける。

　だって、本気でそう感じたから言わずにはいられなかったんだ。

「それはどうも。でも、大沢さんの笑顔も素敵だよ」

「えっ……！」

　冗談だとわかっていても、頬が熱くなるのを感じる。思わず視線を落とすと彼はアクセルを踏み去っていった。

　やっぱりわからない。

　氷のような冷たい目をした倉田さんと、今の優しい目をした倉田さん、どっちが本当の倉田さんなんだろう？










過去の秘密




　月曜日、津島物産。

　麗美さんとランチをした後、誰もいない談話室の隅っこで、土曜日の出来事を報告すると麗美さんは「服やバッグまで買ってもらったの？」って目をパチクリさせる。

「はい……」

「まさかあの日、専務のマンションに泊まってたとはね……。専務を狙ってる女子社員がそのことを知ったら、茉耶ちん、確実にあの世行きだね」

「……うん」

　だから森山先輩にも言えなかったんだ。

「ていうことは、茉耶ちん、専務と……寝たの？」

　興味津々の麗美さんを上目遣いで見つめて首を振る。だけど、彼女はなかなか信じてくれない。

「麗美さん、言ってたじゃない、専務は秘書課に彼女がいるって。それに私、専務といると、すごく緊張して生きた心地がしなくて……」

「なに言ってんのー？　専務と話すことさえ叶わない女子社員がわんさかいるのに、贅沢すぎる悩みだよ。それに、専務の彼女の件はあくまでも噂で、本当のところはわからないし」

　確かに専務は素敵な人だと思うけど、彼と会うたび、寿命が縮まるような気がして体に悪い。

「あの専務だもの。女のひとりやふたりや三人や四人くらいいて当然でしょ？　奪っちゃうくらいの意気込みがないと専務の彼女にはなれないよ。専務のこと、好きなんでしょ？」

「あ……」

　麗美さんに専務のことを猛プッシュされてるのに、なぜか私の頭に浮かんだのは、倉田さんの顔。

「いい？　待ってるだけじゃダメ！　積極的にいかないと！」

「でも、こんな私が専務と釣り合うはずないよ」

　そう言う私の額に麗美さんのデコピンが炸さく裂れつし、怖い顔で睨まれた。

「れ、麗美さん、痛い……」

「どうしてそう思うの？　専務が茉耶ちんに気があるのは確かなんだよ！　……茉耶ちんさぁ～、恋したくないの？」

「えっ？」

「大企業の専務だから茉耶ちんが躊ちゅう躇ちょするのはわからないでもないよ。だけど、好きな相手だったらこんなチャンスはないと思わない？　恥ずかしいとか、そんなこと言ってないで自分の気持ちに素直にならなきゃダメだよ」

「麗美さん……」

「せっかく可愛くなったんだもん。中身も変わらなきゃ……！　人生一度っきりなんだからさ」

　私を諭す麗美さんの目がキラリと光る。それが照明の光に反射したものではないってことは鈍感な私でもすぐにわかった。

　麗美さんの突然の涙に戸惑い、なにも言えないでいると、麗美さんが自分のスマホを差し出す。

「これ、見て……」

　囁くような小さな声。

　言われるがまま、スマホの液晶に視線を落とすと、以前の私と同じくらい地味な女の子の写真が表示されていた。

「これ、誰だと思う？」

「麗美さんのお友達？」

　すると麗美さんは寂しそうな目でフッと笑い、衝撃的な言葉を口にする――。

「これね、私なの……」

「えっ？　これが……麗美さん？」

　彫りが深く、顎あごのラインがシャープな麗美さんとは対照的に、スマホの女の子はエラが張った目の細い団子っ鼻。どう見ても別人だ。

「もぉ～、冗談はやめてよ」

　笑いながら麗美さんの背中を軽く叩くけれど、彼女はいつになく真剣な眼差しで私を見つめている。そのただならぬ様子に心臓が大きな音を立てた。

「……まさか、本当に？」

「うん。これはね、高校生の頃の写真。私、昔はこんな顔だったの。性格も暗くて友達もいなかった。そんなだから、男子だけじゃなく女子からもいじめられて、本当に辛かったんだ。当時のことを思い出すと、今でも泣きそうになるよ」

「麗美さんが？　そんなの……信じられない。それに、この写真と麗美さんの顔はぜんぜん違うし」

　つい出てしまった戸惑いの言葉。でも麗美さんは「ほんとだよ」と浅い笑みを浮かべ、スマホを手に取ると画面を凝視する。

「みんなにブスってばかにされて悔しくて、悲しくて……。だから努力はしてみたんだよ。メイクしてみたり流行りのファッションを取り入れてみたり。でも、そんな私を友達はぜんぜん似合わないって余計ばかにした。その時、決めたの。全部変えて、私を笑った子たちに負けないくらい綺麗になってやるって」

「――変える？」

「そう、整形だよ」

　麗美さんの決断を聞き、どんな言葉を返せばいいのかわからなかった。そしてなぜ彼女がそのことを私にカミングアウトしたのか、それもわからなかった。

　言葉もないまま、数秒間の沈黙が続く。

　すると麗美さんが、まるで私の心の中を見透かしたようにその理由を話し出した。

「茉耶ちんを見てるとね、高校時代の自分を思い出すんだよ。だからかな、茉耶ちんのこと、ほっとけなくて……。でもね、茉耶ちんは私とは違う。だって、もともと可愛いから私みたいに整形する必要なんてないんだもん。それならさ、もっと自信を持ってよって言いたいの。少なくても茉耶ちんは、私より恵まれてるんだから」

「あ……」

　そのことを伝えるために麗美さんは、私に辛い過去を打ち明けてくれたの？

「茉耶ちんは私の大切な友達だから、もっと自分を出して、素直になってほしい」

　いつものように明るく笑う麗美さんを見て、友情がこんなにも温かくてありがたいものなのだということを初めて知った。今まで友達らしい友達がいなかった私にとって、それは驚きでしかなかった。

「でもね、結局、外見なんて関係なかったのかもしれない。自分に自信を持ったことで引っ込み思案だった私が社交的になれたから、要は気持ちの持ちようかもしれないね」

「うん」

「けど、整形したことは後悔してないし、今でも正しい選択だったと思ってる。だから誰になんて言われたって気にしないよ」

　誇らし気に胸を張る麗美さんの瞳がキラキラと輝いて見えた。

「だからね、茉耶ちんに、私なんか……とか、自分を卑ひ下げするような言葉は使ってほしくないの」

　――胸に響く重い言葉だった。そういえば、倉田さんにも同じようなこと言われたな……。そして、その言葉が、心の奥底に封ふう印いんしてきた辛い過去を呼び起こす。

　麗美さんになら話してもいいよね……。

「麗美さん、私ね、昔からすごい人見知りで、誰かに見られるだけで緊張して上手く喋れない子供だったの」

　――私がこんなに人目を避けるようになったのは、小学生の頃。母親の愛情が悪いほうに転がって、そうなってしまったんだ。

　母親は東京生まれの東京育ち。大学を出た頃、ちょうど世の中はバブル景気で浮かれていた。就職したばかりの母親もご多分に漏れずしょっちゅう夜遊びをしていたのだけど、ある夜、ナンパ男たちに絡まれてしまったという。

　男たちと口論になり強引に車に乗せられそうになった時、登場したのが後の夫となる私の父親だった。

　父親は実家の農業を継いでいて、その日は農業組合の親睦旅行でたまたま上京していたそうだ。

　――母親が言うには、運命の出会いだったらしい。

　普段から肉体労働をしている父親に都会のひ弱な男たちが勝てるはずもなく、その勇ましい姿に母親はひと目惚れ。後先考えず父親を田舎まで追いかけていき、押しかけ女房になった。

　でも母親はバブル熱から覚めないまま田舎に嫁いだから、外見も中身も派手なまま。ボディコン姿で農協に顔を出し、周囲からイケイケ姉ちゃんと呼ばれ近所でも有名だったとか……。

　そして、娘の私が産まれると私にまでＤＣブランドの服を着せ、幼稚園に入る頃には、二時間もかけて有名なヘアサロンに通うようになる。ふわふわパーマでつねに発表会に出るような格好だった私は、クラスメイトの中でやたら目立っていた。

　そして、小学校の入学式。

　張り切った母親は、パーマヘアの私にメイクまでして入学式に出席させたんだ。もちろん頭のてっぺんからつま先までブランド服で統一されていた。

　当然、私は浮きまくり、子供たちのみならず保護者や先生にまで白い目で見られるようになってしまった。

　そしてきわめつけが、授業参観の時の母親の格好だった。他の子の親は畑仕事の合間に顔を出しているから作業着のようなラフな服を着ているのに、母親は真っ赤な口紅に真っ赤なネイル。茶髪のソバージュで、ラメ入りの網タイツまで履いていた。

　もちろん母親に悪気はない。私が自慢できるような綺麗で若々しい母親像を目指し、気合いを入れてきたんだろう。

　でも、それからの学校生活は地獄だった。

　同級生だけではなく上級生にまで取り囲まれ、暴言を浴びせられるようになったのだ。そんな風だから友達になってくれる子はひとりもいない。

　私がこんな扱いを受けるのは、目立つから……。そう思った私は泣いて母親にブランド服なんて着たくないと訴えたが、私を羨んでいるだけだと一笑され取り合ってくれない。

　どんどん人間嫌いになり、家に引きこもるようになった私を心配した祖母と父親が、ようやく近所の洋品店で地味な服を買ってくれたのだった。

　祖母の見立てだから古臭い感じがしたけれど、その日以来、暴言などのいじめはなくなり、私は学んだんだ。

　目立たなければいじめられることはないと――。

「……それ以来、極力目立たないようにして生きてきたんです」

　震える声で呟くと、麗美さんが優しい笑顔で私の手をギュッと強く握ってくれた。

「茉耶ちんも辛かったね……」

　うなずきながら微笑む私に、麗美さんが強い口調で言う。

「私は過去の辛かった出来事が今の原動力になってる。だから当時の悔しさを忘れないように昔の自分の写真を残しているけど、茉耶ちんはもう、過去は忘れたほうがいい。これからは目立っても誰も茉耶ちんをいじめないよ！　いっぱいおしゃれしていいんだよ！」

「麗美さん……」

「だからさ、専務のことが好きなら諦めないで！」

　好きなら……か。

　麗美さんは私が専務を好きだという前提で話をしているけど、正直、専務に対する気持ちが恋だという自覚は、ない。

「……でも、専務といるとすごく緊張して……楽しいというより苦しいんです」

「苦しい？　ドキドキするってこと？」

「はい、なんて言ったらいいのかな……血圧が急上昇するって感じで……」

　その言葉を聞いた麗美さんが「それが恋でしょ」ってケラケラ笑う。

　麗美さんの気持ちはすごく嬉しかったけど、なんか複雑な心境だ。

「自分の気持ちに素直になるの。いい？」って麗美さんに強い口調で念を押された直後、私のポケットの中でメッセージアプリの着信音が鳴った。

　スマホを取り出すと液晶に表示されていた名前は〝津島専務〟。

「れ、麗美さん、どうしよう……専務からメッセージがきた」

　うろたえる私に麗美さんは落ち着き払った声で「すぐ返事して。会う約束するんだよ」と耳打ちしてくる。

　麗美さんは私のことを思ってそう言ってくれるんだ。その気持ちに応えなくちゃ……そう思った私は小さくうなずいてアプリを開く。

【茉耶、実は今、出張で仙台に来てるんだ。来週の月曜には帰れると思うから、火曜の夜に会えないか？】

　なんと、専務のほうからお誘いが……。私は麗美さんの手前【はい】と返したけど、スマホを閉じると急に不安になってくる。

　この緊張が来週まで続くと思うと、なんだか憂鬱で仕方なかった。




　――そして、専務との約束の日。

　いよいよ今日だと思うと朝からキリキリと胃が痛くて、落ちつかない。そんな状態のまま受付に行くと、森山先輩が私の様子に気づいたのか、すぐに声を掛けてきた。

「大沢さん、なんか顔色が悪いわよ」

「はぁ……、体調は良いんですが、気分的にちょっと……」

　ため息をつく私を見た森山先輩が拭き掃除をする手を止め、眉を吊り上げて凝視してくる。

「まさか……男関係？　相手は専務じゃないでしょうねぇ～？」

　その通りだったけど、森山先輩にはとても言えない。だからその勘ぐりはキッパリ否定した。けれど、先輩はなにか怪しんでいるようで、掃除をしている私の後ろにピッタリくっついて離れようとしない。

「ねぇねぇ、言いなさいよ～！　私、ここの社員のことならだいたいわかるから力になれると思うわよ」

　これはなにか質問しないと収まりそうにない。そうかといって社内に麗美さん以外に親しい知り合いはいないし……そう思った時、頭に浮かんだのが倉田さんの顔だった。

　掃除を終えて、森山先輩とカウンター内に移動すると辺りを見渡し、身を屈める。

「実は、専務秘書の倉田さんのことなんですが……」

「倉田課長ですって？　なるほど……専務とは、まったくタイプが違うけど、負けず劣らずのイケメンだし、さしずめ、専務が眩まばゆい光を放つ太陽だとすれば、倉田課長は漆しっ黒こくの闇を淡く照らす月ってところね。どこかミステリアスで、大沢さんが大人の雰囲気に惹かれるのもわかる。でも、悪いことは言わないわ。あの人はやめておきなさい」

「え!?」

　今までニヤニヤしていた森山先輩の顔が急に真顔になる。

「倉田課長のこと教えてあげるけど、誰にも言っちゃダメよ」

　なんだか話の流れが思わぬ方向に進んでいく。

「あのね、倉田課長が津島物産に入社したのは、十三年前。だから今年で三十五歳ね。縁故枠で入社したにもかかわらず、わずか数ヶ月で退職してアメリカの大学院に留学しちゃったのよ」

「えっ？　退職って……。今、津島物産にいるじゃないですか？」

「話を最後まで聞きなさい。いい？　倉田課長はね、ここを辞めた十年後、つまり今から三年前にまた津島物産に入社して専務の秘書になったのよ」

　再入社？　出戻りってこと？

「縁故枠で入社したのに簡単に辞めて、また平気な顔で戻って来たんだもの。快く思わない人はたくさんいたわ。それに、いくら留学経験があって英語が堪能だとしても異例の昇進。不透明な部分が多すぎるのよ。今は専務に気に入られてるみたいだから誰もなにも言わなくなったけど、当時はいろんな噂が流れたの」

　その噂はどれも根も葉もないものだったが、ひとつだけ今でも囁かれている話があるそうだ。

　それは、倉田さんが津島物産に取引を中止されて一家心中した、下請け会社の社長の息子で、悲劇の一家の唯一の生き残りらしいということ。

　実際、三十年前にそんな事件があったそうだ。

「倉田課長は自分の家族を津島物産に殺されたって思っていて、復讐のためにこの会社に就職したんじゃないか……ってね」

　あの倉田さんが？　そんな、まさか……。

「でも復讐するなら、どうして津島物産を辞める必要があったんですか？　ずっと会社にいたほうが、その、報復のチャンスがあったんじゃ……」

「まぁ普通に考えたらそうかもしれないわね。でも、倉田課長は津島物産に入社して気づいたんじゃない？　こんな大企業を相手に一社員の自分にいったいなにができるんだろうって」

「現実を思い知らされたから、倉田さんは津島物産を辞めたと？」

「そう。津島物産と対等に戦える力を手に入れるためにね……。ここを辞めた後の彼の経歴を知れば、あなたもなるほどって思うはずよ。倉田課長は留学したって言ったでしょ？　なんと、そこでＭＢＡを取得してるわけ」

「ＭＢＡですか？　倉田さん、すごい……。でも、あの、それが復讐とどう関係あるんですか？」

「大沢さんったら鈍感ね～。そんな優れた経営学を学んだってことは、彼は経営のプロなのよ」

「倉田さんが経営のプロ……」

「それに、ここにきて社長が世襲制度を廃止し、自分の後継者は実力のある者に～なんて言い出したのも引っ掛かる」

　続けて森山先輩は、倉田さんが秘書課を希望したのも会社の内情を探るためだと断言する。

「倉田課長は自らの明めい晰せきな頭脳で津島物産を乗っ取るつもりなのかもしれないわ！　成功すれば、最高の復讐が果たせるんだもの！」

　ドヤ顔で持論を展開している森山先輩には悪いけれど、それは、ちょっと飛躍しすぎている。

「私はそんな風には思えませんが……」

　やんわりと否定するが、森山先輩はブンブンと首を振る。

「あの表情をよーく見てみなさい。クスリとも笑わないじゃない。きっと復讐のことで頭がいっぱいで、人間としての感情なんて失くしちゃったのよ」

　確かに倉田さんはミステリアスな人だけど、そんなことを企むような人じゃない。

　それに、私には笑顔を見せてくれたもの。とっても素敵な笑顔を……。

　困惑する私に構わず、森山先輩はさらに妄想を炸裂させる。

「この事実を専務は知らないのよね。社長の座を奪おうとしているのが最も信頼している秘書だと知ったら、きっとショックを受けるはず」

「は、はぁ……」

「専務に教えてあげたいけど、私の言うことなんて信じてもらえそうにないし。あぁ～、なんてかわいそうな専務なのかしら」

　森山先輩が切なそうにため息をついた時だった――。

「なんで俺がかわいそうなんだ？」

　えっ？　この声は、まさか……。

　ふたりしておそるおそる振り返ると……そこには、カウンターに両肘を付き、爽やかな笑顔で私たちを見つめる専務がいた。

「専務、い、いつからそこにいらっしゃったんですか？」

「んっ？　今来たとこだけど？　で、俺がかわいそうってどういうこと？」

「それはその……いつもお忙しそうですし、大変だなって思いまして……」

　必死に平静を装う森山先輩だったが、その笑顔は完全に引きつっていた。

「俺のことを心配してくれるとは嬉しいね。でも、そんな心配は無用だよ」

　そう言った専務が微笑み、「茉耶が癒いやしてくれるからな」なんて、サラッと爆弾発言してくれるから、今度は私の顔が引きつる。

「茉耶が……癒して……くれる？」

　森山先輩は呆然と立ち尽くし、私は脱力して固まる。その間も専務はまるで子猫をあやすように私の顎を人差し指で撫で、目尻を下げて笑っていた。

　そして「じゃあね、茉耶。今夜楽しみにしてるよ」とトドメのひと言を残しカウンターから離れていった。

　専務の後ろ姿を見つめながら、あぁ……終わったって心の中で呟き、横目で森山先輩の表情を盗み見ると、思った通り、顔を真っ赤にしてワナワナ震えていた。

　ヤバイ！　そう思った時にはすでに手遅れで、私の体は壁に押しつけられていた。これが、噂の壁ドン？　人生初の壁ドンの相手が森山先輩だとは思わなかった。

「おーおーさーわぁ～っ！　ねぇ、茉耶ってなによ？　癒してくれるってなによ？　今夜、専務となにすんのよ？」

　うわっ……前と同じ展開だ。

「そそそ、それは……あの～」

　しどろもどろになりながら誤ご魔ま化かしていると麗美さんが猛ダッシュで駆けてくるのが見えた。

「あぁ～ギリギリ間に合った。すみませーん、電車が遅れて……って、森山先輩、茉耶ちんになにするつもりですか!?」

　どうやら麗美さんは、森山先輩が私にキスしようとしてると勘違いしたようだ。

「ばっかじゃないの？　なにが悲しくて大沢さんを襲わなきゃいけないのよ。いいから専務のこと全部白状なさい！」

　前回はなんとか誤魔化せたけど、今回はどう考えても無理。

　当然、血の雨が降るだろうと覚悟していたが、麗美さんが間に入ってくれたせいか、森山先輩は冷静に私の話を聞いてくれていた。

　真っすぐ前を見据えたまま微動だにしないその様子におびえつつ話を終えると、森山先輩がようやく口を開く。

「まさか、つい最近までダサダサで地味子だったあなたに負けるとはね……。でも、これで木村も振られたってわけだから良しとするか……」

「えっ？　木村さん？」

　麗美さんと声を揃えてリピートする。

「秘書課の木村瑞みず貴きは私の同期なの。私、木村が大嫌いなのよ。あの娘が専務と噂になってるって聞いた時は、悔しくて悔しくて……。だから、余計にムキになってたのかもしれない」

　麗美さんが言ってた、専務と噂になってた秘書課の女性っていうのは木村さんのことだったんだ……。私が初めて専務室に行った時、すごい目で睨んできた人。

　森山先輩曰く、木村さんは学生時代、タレント事務所に所属してモデルとして活動していたそうで、入社当時から秘書課の中でも目立つ存在だったという。

　その木村さんが専務室の役員受付になってからは、専務の出張に同行したり、プライベートでもしょっちゅう食事に行ったりしていたらしい。

　森山先輩と木村さんは入社式で些細なことで喧けん嘩かして以来、ことあるごとに衝突してきた犬猿の仲。

　そんな木村さんが専務と付き合っていると聞いた森山先輩は落胆し、一度は会社を辞めようとさえ思ったそうだ。けれど、このまま尻尾を巻いて去るのは自分のプライドが許さないと思い直し、専務を奪ってやろうと決心したという。

「……すごい執しゅう念ねんですね」

　そんな決断、絶対私にはできない。

「でもね、専務を目の前にするとアピールどころかぜんぜん話せなくて……。でも、負けは認めたくない。正直、そんな自分にうんざりしてたのよ」

　こんなに弱々しい森山先輩を見たのは初めて。よほど、その木村さんに負けたくなかったんだな。

「専務が選んだ相手があなたってのは意外だったけど、今頃、木村がショックを受けていると思うと……、なんか腹の底から嬉しいわ。あーははははは！」

　豪快に笑っていた森山先輩だったが、すぐに真顔になり、私の両肩をガシッと掴む。

「いい？　専務をしっかり掴まえておくのよ！　木村に取られるようなことがあったら、大沢さんのこと、本気で恨むからね」

「そ、そんな……」

「そうだよ。茉耶ちん、ファイト！」

　麗美さんまでそんな。一難去ってまた一難だ……。




　午後六時。

　仕事が終わった私は、専務との待ち合わせ場所の地下駐車場に向かう。

　駐車場に入るガラス扉を押した時、ふと、ガラスに映り込んだ自分と目が合った。

　改めてその姿を眺めてみれば、入社した当時とはなにもかもすべて違っていて、まるで私じゃないみたいだ。

　ふんわりカールした髪にクラシカルなデザインの膝丈のワンピース。そう、あのセレクトショップで買ってもらった中の一着だ。この服は唯一、私が自分で選んだ服。

　オフホワイトとブラウンという少し地味な色使いだけど、どこかレトロな雰囲気で、高めのウエストにあるふたつの大きなくるみボタンが可愛い。

　母親がこの姿を見たら間違いなく泣いて喜ぶな、なんて考えて苦笑いを浮かべると黒塗りの車が現れ、車から降りてきた倉田さんが専務の乗っている後部座席のドアを開けた。

「どうぞ乗って」

　相変わらずの無表情で、倉田さんがなにを考えているのかまったくわからない。

　車に乗ってすぐ、専務にプレゼントのお礼を言ったのだけど、その声は上擦っていて動揺してるのが丸わかり。

　麗美さんの気持ちに応えるためにも、この性格を変えなきゃと思ったけど、そんなに急には変われないよね……。でも、なにか話さなくてはと考え、「今からどこに行くのですか？」と訊ねてみたら、専務が「まずは食事だな」なんて言うから、てっきりどこかのお店に行くものだと思ってた。ところが数十分後、車は専務のマンションの駐車場に入っていく。

　えっ？　マンション？　いきなり専務の部屋とは……どうしよう。

　緊張感いっぱいで専務の後に続きエレベーターに乗ると倉田さんも一緒だったからホッとする。

　倉田さんがいてくれるなら安心だ。でも私と専務を部屋まで送った後、どっか行ってしまったら？

　倉田さん、お願いだからどこにも行かないで、と心の中で叫びながら前を歩く彼の広い背中にすがるような視線を向ける。

　すると、カードキーでドアのロックを解除した倉田さんが部屋の中に入り、玄関でスリッパを並べると私と専務に一礼してそのまま部屋の奥へと歩いていく。

　あぁ良かった。倉田さんここにいてくれるんだ。

　安あん堵どしてリビングに行くと、エプロンをした倉田さんがカウンターキッチンの向こうで忙しく動き回っていた。

　えっ、どういうこと？

　立ち止まり倉田さんの動きを目で追っていたら、専務がダイニングテーブルの椅子を引きながら笑みを浮かべる。

「倉田の料理は絶品だからな。その辺のレストランで食べるより、よっぽど旨い」

　確かに倉田さんが作ってくれた中華粥は美味しかったけど……。

　専務が注いでくれたシャンパンにひと口だけ口をつけると、倉田さんが「フレンチは好き？」って聞いてきた。

「フレンチってフランス料理のことですか？　私、そんなの今まで食べたことがなくて……マナーとかもわからないし……」

「へぇ～、茉耶はフレンチを食べたことがないのか。今の時代に、そんな子もいるんだな」

　専務が笑うから恥ずかしくて下を向くと倉田さんが「ここはレストランじゃないんだから、マナーなんて気にしないで好きに食べればいい」と言ってくれた。

「あ、はい。それじゃあフレンチいただきます」

　部屋に着いてからの倉田さん、優しいな……。

　しかし、フレンチとはどんな料理なのか……、出てくるまで不安だった。けれど、ジャガイモの冷製スープとやらも、トマトのキッシュとやらも、目が飛び出るくらい美味しくて、とくにメインの牛フィレ肉は山椒のソースが本当に絶品だった。こんなの生まれて初めて食べた……。




「倉田さんってシェフだったんですか？」

　せめてものお礼にとお皿洗いを手伝いながら聞いてみると、「ただの趣味かな」とサラッと流される。

「でも、あんな手の込んだ料理を出してくれるなんて……。ぜったいに普通の人にはできませんよ」

「それは、大沢さんが来ると聞いていたから、昨日のうちに下ごしらえをしておいたんだよ」

「えっ、私のためにわざわざ？」

　思いもよらぬ言葉に驚き、グラスを持つ手が滑る。まずいと思った時にはすでに手遅れで、私の足元にガラスの破片が飛び散っていた。

「す、すみません！」

「大沢さん、怪け我がするからそのまま……動かないで」

　倉田さんが片付けてくれるって言ってくれたけど、そういうわけにはいかない。慌てて屈んで割れたガラスを拾おうとしたが、動揺していたのと手がまだ濡れていたのが災いしてガラスの破片を滑らせてしまった。

「あっ」

　人差し指の先が鮮せん血けつに染まり、じわじわと広がっていく。するとリビングのソファでくつろいでいた専務が突進してきて血相を変えてカウンターキッチンの中を覗き込んだ。

「おい、今割ったのは、バカラのシャンパングラスじゃないだろうな？」

　取り乱す専務を見て血の気が引いていく。

　そう、私が割ってしまったのは、まさしくそのバカラ。

　なんでもこのシャンパングラスは、専務就任時に、お世話になった方から贈られた大切なペアグラスだったらしい。

　謝らなくちゃと思ったが、専務がすごい剣幕で怒るから声が出せない。すると倉田さんが立ち上がり、専務に向かって深々と頭を下げた。

「申し訳ありません。手が滑ってしまいました」

　このままでは倉田さんが悪者になってしまう。本当のことを伝えなくちゃと立ち上がろうとしたんだけど、倉田さんがなにも言うなと小さく首を振って目配せする。

　――倉田さん、どうして？

「どんくさいヤツだな！　ったく、気分が悪い。シャワーを浴びてくるから、ちゃんと掃除しとけ！　それと倉田な、同じものを弁償しろよ」

　リビングの扉が大きな音を立てて閉まると私は倉田さんの足にすがり、何度も詫びた。

「すみません……。専務を怒らせてしまいました」

「そんなに謝らなくても大丈夫だよ」

「でも……」

　再び前にしゃがんだ倉田さんがおもむろに私の手首を掴み、切ってしまった人差し指を見つめる。

　幸い、深い傷ではないけれど、まだ少し血がにじんでいた。

「専務を怒らせてしまったことより、今はこっちのほうが心配だ……」

　そう言った倉田さんは躊躇することなく人差し指をパクリとくわえた。

　えっ……ええっ？　う、嘘……。

　私の人差し指は倉田さんの温かい口内で彼の舌に包まれ、チュッチュッと吸われる。

　やだ……、なに？　このゾクゾクする感覚。

　涙で潤んだ目を見開き、ただただ、無言で人差し指をくわえた倉田さんを見つめていた。

　普段なら男性と目を合わすことすらできないのに、彼から目を逸らすことができない。

　そして解放された人差し指は丁寧に消毒され、絆ばん創そう膏こうがきつめに巻かれる。

「あの……やっぱり私、専務に本当のことを言ってきます」

　このまま倉田さんが誤解されたままじゃ、申し訳ないもの。

　しかし、ソファから立ち上がろうとした私の肩を倉田さんが押し戻す。

「グラスの件は、大沢さんが料理を褒めてくれたお礼みたいなものだから」

「お礼？」

「あぁ、だから俺が割ったことにしておいてほしい……いいね？」

　優しい笑みを浮かべる倉田さんだったが、専務がリビングに戻ってくるとまた鉄仮面みたいないつもの無表情に戻っていた。

「では、私は自室で食事を頂きますので失礼します」

　私をチラッと見た倉田さんがトレーに載せた料理を持ち、専務に一礼してリビングを出ていこうとしている。

　……倉田さん、行っちゃうの？

　専務とふたりきりになるのが不安で、その背中を引き留めたいという衝動に駆られるが、この場でそんなことができるはずもなく、絆創膏が巻かれた人差し指をギュッと握り締める。

　その後、私と専務はリビングのソファに場所を移し、いろんな話をした。そうとはいっても、喋っているのはほとんど専務で私はひたすら相あい槌づちを打っているだけ。

　アルコールが入りすっかり機嫌が良くなった専務はさらに冗舌になり、今夜は泊まっていけと言う。

「でも、明日は仕事ですし……専務も出張から帰ったばかりでお疲れではないですか？」

　やんわりお断りしたつもりだったのに、専務は「もうそろそろいいだろ？」と囁いて、強引に私の肩に手を回した。

「あ……」

　専務の涼しげな瞳が一変、眼光鋭く野獣のような目で私を凝視する。その瞬間、背筋にゾクリと冷たいものが走り、言いようのない恐怖を感じた。

　いや……。

　自分でもわからないなにかが私の体を強張らせ、気づけば、力一杯、専務を突き飛ばしていた。

　ソファから転げ落ちた専務の姿を見て我に返り、慌てて床に飛び下りて何度も頭を下げるも、専務の怒りは収まらない。

「いったい俺を誰だと思ってる？　こんな屈くつ辱じょくは初めてだ！」

「す、すみません」

「俺を拒絶するなんて、何様のつもりだ。こんな不愉快なことはない」

　舌打ちをした専務がプイッと顔を逸らし、寝室に向かって大股で歩き出す。

　……せっかく倉田さんが庇ってくれたのに、結局、専務を怒らせてしまった。

　ただ不思議なことに、悲しいとか寂しいとかそんな気持ちはまったくなかった。

　どうしてだろう？　今でも専務は素敵な人だと思う。それに、私のためにいろいろ良くしてくれたから感謝もしてる。

　けれど、もうこれで専務に誘われることはないと思うと心の底からホッとして、ふーっと緊張が解けていく。

　そして冷静になった頭で、専務に嫌われた私がここにいる意味などあるんだろうかと考える。

「……帰ろう」

　ローテーブルの上を片付けて、専務の飲んだワイングラスを洗い、リビングを後にした。そして、玄関先でパンプスを履こうとした時――。

　玄関横のドアが静かに開いて淡い光が廊下に漏れ広がる。

「あ、倉田さん……」

「眠れないの？」と聞かれたけれど、私はその言葉より、彼の姿に反応していた。

「倉田さんが……パジャマ着てる！」

「いきなりなにを……。普通、寝る時はパジャマだろ？」

「そうですけど、スーツ以外の倉田さん見たことなかったから……。それに、オールバックじゃないし」

　いつもきっちりスーツを着こなしている彼の胸元が少し開けていて、それだけでもドキッとするのに、サラサラの黒髪から覗く艶っぽい目で見つめられたら……。

「俺がスーツを着て寝ているとでも思っていたの？　相変わらずおかしなことを言うね」

「だって、倉田さんっぽくないから……」

　倉田さんはプッと吹き出すと、ドアを全開にして「入る？」なんて言うから戸惑ってしまった。

「でも、専務がいますし、いけませんよ」

「大丈夫。専務はアルコールを飲んで一度眠ったら、絶対に朝まで起きないから。さぁ、入って」

　一瞬、迷ったけど、倉田さんがそう言ってくれるのならと彼の横をすり抜け、部屋に入った。

　八畳ほどの部屋はとてもシンプルで、ベッドの横に小さなパソコンデスクと椅子があるだけでガランとしていた。

「この部屋に人が来ることを想定していなかったからね、ソファもなにもないんだ。適当にベッドの上にでも座って」

　言われるままベッドに腰を下ろし、ソワソワと辺りを見渡しているといきなり倉田さんが核心に迫ってくる。

「それで、こんな時間に帰ろうとするなんて、専務と喧嘩でもしたの？」

「……喧嘩というより、専務を突き飛ばしてしまって……。たぶん、もう嫌われたと思います。だから帰ったほうがいいかなと」

　うつむき気味にそう言うと、倉田さんはすべてを理解したようにフッと笑い、私の頭を軽く撫でた。

「専務を拒んだ女性は、君が初めてだ」

「え～！　あぁ……すみません」

「どうして謝るの？　俺は褒めたつもりだったんだけどねぇ」

「えっ？　褒めた？」

　彼の意外な言葉に目を丸くする。

「打算的に専務に近づいてくる女性はたくさんいる。だから専務に迫られて拒否する女性なんてこの世にいないと思っていたのに、大沢さんみたいな人間がいたとは結構な衝撃だよ」

　衝撃と言うわりには表情はいつもとまったく変わらない。倉田さんらしいなと思い、クスッと笑った時だった――。

「わっ……」

　前屈みになった倉田さんが私の背中で両腕を交差させる。

「嘘……でしょ？」

　意表を突かれ、なにがなんだかわからない。大きく目を見開き、呆然としていたが、すぐに体がカッと熱くなり全力疾走したみたいに、心臓がすごい勢いで動き出す。

　でもなぜだろう……。彼の腕を振り払うことができない……。

　さっきは専務を思い切り拒否してしまったのに、今、私は拒むことなく温かい倉田さんの体に包まれ、薄い綿のパジャマ越しに聞こえてくる規則正しい彼の心臓の音を聞いている。

　どのくらいそうしていたんだろう……倉田さんが私を抱き締めたまま小声で呟く。

「……抱かれることが怖い？」

「えっ？」

『抱かれる』だなんていきなり言われたからさすがに動揺して彼の体を押し返してしまった。だが、反対に押し戻され、体が重なるようにベッドに倒れ込む。

　両手首を掴まれ、自由を奪われた上、上半身に倉田さんの重みを感じると再び心臓が暴れ出す。

「男は、怖いものじゃないよ。なんなら、俺が教えてもいいんだが……」

　教えるって……嘘……倉田さん、本気なの？

　この状態だけでもいっぱいいっぱいなのに、そんなこと言われたら……。

　まばたきするのも忘れ、間近に迫る妖艶な瞳を凝視していたのだけど、なぜか倉田さんはすぐに目を逸らし「冗談だよ」と言った。

「冗談？」

「あぁ、冗談だ」

「そ、そうですよね。あの、もう私、失礼します」

　慌ててベッドから起き上がり、部屋を出ようとした私の背後から倉田さんの声がする。

「専務を怒らせたまま帰るつもり？」

　その言葉に足を止め、首を左右に振った。

「きっと、謝っても許してはくれません」

　しかし倉田さんは断言する。

「大丈夫。泊まっていけばいい。明日になったら専務の機嫌は直ってるよ。専務のことを一番知っている俺が言うんだから間違いない」

「でも……」

　それでも渋っていると倉田さんが諭すように言う。

「専務を怒らせたまま帰るのは得策じゃない。今、大沢さんが帰ったら、きっと専務の怒りは収まらない。そうなったら、仕事もしにくくなるだろ？」

「あ……」

「専務がなにか言ってきたら、俺がなんとかする。だから心配いらないよ」

「でも、そんなことしたら、また倉田さんが専務に怒られるかも……」

　私の心配をよそに、倉田さんは「そんなのいつものことだ」とニッコリ笑う。その笑顔を見てたら、なぜか従ったほうがいいような気がして、素直にうなずいていた。その後、倉田さんにゲストルームに案内されベッドに入ったけれど、瞼まぶたを閉じると倉田さんに抱き締められた時の光景が蘇ってきて、なかなか寝つけなかった。










なんちゃって探偵と我が家の危機




　翌日。

　昨夜は、あれからほとんど眠れなかった。

　倉田さんとあんなことがあったからちょっぴり気まずくて、朝になったらどんな顔をして彼に接すればいいんだろうとあれこれ考えていたのに、倉田さんの方はいたって普通。意識していたのは私だけかと思うとちょっぴり寂しくなる。

　そして、専務はというと、朝起きてきた時点では、まだ仏頂面だったけれど、倉田さんがとてもいい香りのコーヒーを入れ、穏やかな口調でなだめてくれたのですっかり機嫌が直り、私が謝るより先に専務のほうから、昨夜は酔っていたせいでひどい態度を取ってしまったと謝ってきた。

　さすが専務の秘書。何事もなく済みホッとした。




「あ、そこの交差点で止めてください」

　会社の最寄り駅の手前で車を降ろしてもらおうと、運転席の倉田さんに声を掛けると、専務は「止まらなくていい」と驚くことを言う。

「専務、ダメです。一緒に出社したら変に思われます」

「変に思われたらまずいのか？」

「それは、専務にご迷惑が掛かりますし……」

「俺はぜんぜん構わない。茉耶はなにか困ることでもあるのか？」

　ある！　大いにある！

　専務と一緒に出社なんてしたものなら、専務ファンの女性社員を全員敵にまわすことになるもの。それに、私と専務は付き合っているわけじゃないし……。

　困り果てていると、私の気持ちを察してくれたのか、倉田さんが「このまま地下駐車場に向かいましょうか？」と声を掛けてくれた。しかし専務は、強い口調でその申し出を却下する。

「その必要はない！」

　そうこうしていると、車はもう会社のビルの前に到着していて、車から降りた専務が躊躇ためらう私に向かって右手を差し出してくる。

「さぁ、降りて」

　ただでさえ出社途中の社員が立ち止まって注目しているのに、私が専務専用の社用車からひょっこり顔を出したものだから、さぁ大変。

「おぉ」という男性社員の低く唸るような声と、「いやぁー」という女性社員の悲鳴にも似た叫び声が入り混じり、玄関前は軽くパニック。

　でも、一番動揺していたのは、間違いなく私。

「専務、やはり、駐車場に向かったほうがいいかもしれませんね」

　倉田さんが振り返り、再び口を開くが、専務は「倉田はもういい。行け！」と怒鳴ると車のドアを閉めてしまった。

　私は走り去る車を目で追いながら、ため息をつき、まるでコソ泥みたいに背中を丸め専務の後ろをチョロチョロついていく。すると案の定、周りから心ない言葉が漏れ聞こえてきて、想像はしていたもののいたたまれなくなる。

「ちょっと、あの子、受付に配属された新人でしょ？　入社したばかりなのに、もう専務に取り入ったの？　清純そうな顔をして、したたかな子ね」

「どこが清純よ。男好きみたいな顔してるじゃない。私、ああいうタイプが一番嫌いだわ」

　――子供の頃と同じだ。目立つことをすれば、必ず暴言を浴びせられる。だから地味に生きてきたのに……また同じことの繰り返しだ。

　すると専務がエントランスのど真ん中で振り返り、私に向かって「昨夜は楽しかったよ。じゃあ、また泊まりにおいで……」なんて言うから顔がん面めん蒼そう白はくで立ちすくむ。

　あぁ……専務、どうしてそんなことを言うの？

　泣きそうになりながら歩いていく専務の後ろ姿を見つめていると、突然後ろから腕を掴まれ強い力で引っ張られた。

　振り向いた先にいたのは怖い顔をした森山先輩と驚いた表情の麗美さん。

　そのままふたりに両腕を掴まれ、受付カウンターまでずるずると引っ張られていく。そして鬼のような形相の森山先輩に、壁に体を押さえつけられた。

　その様子から察するに、森山先輩はかなりご立腹だろうと身構えたんだけど、口から出たのは意外にもお褒めの言葉。

「大沢さん、よくやったわ！」

　どうやら森山先輩の宿敵、木村さんもさっきの光景を目撃していたようで、彼女の悔しそうな顔を間近で見ることができて感激したと、早口でまくし立てる。

「そうですか……木村さんがいたんですか。ぜんぜん気づきませんでした」

　喜んでいる森山先輩には悪いけれど、ちょっぴり胸が痛む。

「ラララ～、今日は朝から気分がいいわ～」

　その後の森山先輩は超ご機嫌で、普段なら私たち新人に任せるパソコン入力作業なんかも鼻歌混りにこなしていた。けれど、来客が途絶えると、突然なにかを思い出したように顔を上げる。

「あっ、でも……木村が専務に振られたことを根に持って、倉田課長側についたら厄やっ介かいよね」

　森山先輩、また言ってる……。

　私はあきれていたけど、麗美さんは森山先輩の言葉にガッツリ食いついた。その真剣なリアクションに気を良くした森山先輩は、得意げに倉田さんの黒い噂を話し出す。

「実は今日は新情報もあるの。私、昨日、人事部の男性社員と合コンしたんだけど、その時に聞いたのよ。専務が仙台に出張に行ってる間に、倉田課長と山崎常務がホテルのティーラウンジで、会ってたって」

　山崎常務って、社食でランチをごちそうしてくれた、あの優しいおじさんのことだよね。

「それがなにか？」

「もぉ？　大沢さんは鈍感ねぇ～。専務と山崎常務は次期社長の座を争っているライバル同士でふたりは犬猿の仲。それなのに、常務と専務秘書の倉田課長がわざわざホテルで話しているだなんておかしくない？　それに、いつも専務の出張に同行してる倉田課長が、今回に限って同行しなかったってのも引っ掛かる……。これは絶対になにかあるわね」

　森山先輩は探偵よろしく、自信満々に自分の推理を述べ始めた。

　曰く、密かに社長の座を狙っている倉田さんは、万が一、自分が社長になれなかった時のことまで考えて常務を利用することにした。そして常務が社長になった暁あかつきには、自分を専務に引き上げてもらおうと企て、その交換条件として専務側の情報をリークしているんじゃないか……。

　小説や企業ドラマにありがちなストーリーだけど、あの倉田さんがそんなことをするだろうか。だって、倉田さんは、専務のマンションで何度も私を庇ってくれたし、ぜんぜん利己的な人じゃないもの。

「それと、大沢さんは専務が倉田課長を信頼してるって言うけれど、そう簡単にボロを出すわけないじゃない。従順な部下だと見せかけて、腹の中では専務を蹴落とすチャンスを窺っているのよ」

　すっかり森山先輩に洗脳された麗美さんが真剣な表情でゴクリと唾を呑み込む。

「それは……復讐のために？」

「そう……。亡くなった家族の無念を晴らすことが、生き残った自分の使命だと思っているのかもしれないわね」

　どんどん大きくなる森山先輩の話に、もはや若干引いている自分がいた。

　ただ倉田さんが津島物産に復讐するって噂は嘘だとしても、もし本当に、倉田さんが一家心中の生き残りだったとしたら……。そう思うと気の毒でならない。

　家族を一度に失った倉田さんは、どんな思いで今まで生きてきたんだろう。きっと、私には想像もできないくらい辛い人生だったんだろうな……。

　倉田さんの噂で盛り上がっているふたりをため息交じりに眺めていたら、森山先輩が急にニヤリと怪しい笑みを浮かべた。

「倉田課長の話はここまでにするとして、ねえ大沢さん。あなた、もしかしたら……もしかするかもよ？」

　なんのことかと訊ねると、「専務と結婚よ！」なんて言うから、ぶったまげてしまった。

　どんなに否定しても、森山先輩は、今まで専務と一緒に出社した女性社員はいなかったのだからその可能性は大きいと譲らない。

「ねぇ、谷本さん、あなたはどう思う？」

　話を振られた麗美さんも大きくうなずき、さっき秘書課に郵便物を届けに行ったら、そこでも今朝の一件は話題になっていたと目を輝かせる。

「あの専務がプライベートな女性関係を職場でオープンにするなんて信じられないって、みんな驚いてました。茉耶ちん、このまま順調にいけば、本当に社長夫人になっちゃうかもよ～」

「私が……社長……夫人？」

　そんなのありえないってブンブン首を振ると、前屈みになった森山先輩が低い声で呟く。

「専務が無事、社長に就任できれば……の話だけどね」

　またそれか……と苦笑すると、急に麗美さんが大声を上げる。

「あぁっ！　茉耶ちん、実は秘書課でもうひとつ妙な噂を聞いたのよ」

「妙な噂？」

　麗美さんはもったいぶるように私と森山先輩の顔を交互に見つめ、口を開いた。

「今年の縁故枠で採用された新入社員の中に、大物代議士の紹介で入社した人がいたらしいの。津島物産はその代議士に毎年献金していて、なにやら深～い繋がりがあるみたいでね……」

「ふうん。でも、それが私とどういう関係があるの？」

「以前、茉耶ちん言ってたでしょ？　自分は議員の紹介でここに入社したって。だから、その大物代議士の紹介で入社したのが茉耶ちんじゃないかなって思ったのよ」

「はっ？　私が大物代議士の紹介？」

「そう！　その代議士に忖そん度たくして、人事は茉耶ちんを会社の顔である受付に配属したんじゃない？　だから怒っていた専務の態度もコロッと変わったってわけ。どう？　私の推理、完璧でしょ？　そんなすごい人が知り合いだなんて、茉耶ちんの実家って大地主だったりして……」

　ここにももうひとり、探偵がいた。

「あのね、麗美さん、私の親が頼んだのはうちの地元の町会議員だよ」

「えっ……町会議員？」

「それに、実家はごくごく普通の農家で大地主でもなんでもないから」

　自分の推理が外れて残念そうに爪を噛む麗美さんに、黙って話を聞いていた森山先輩が冷めた視線を向ける。

「谷本さん、あなた、まだまだひよっこね」




　けれどそれから二日後……事態は思わぬ方向に進んでいく。

　出社時間が過ぎ、人影まばらなエントランスに恰かっ幅ぷくのいい男性が現れた。男性の後ろには秘書らしきふたりの若い男性もついている。

　今日初めての来客に森山先輩が素早く立ち上がり、爽やかな笑顔で一礼した。

「宮みや川がわ先生、おはようございます」

「山崎常務はおるかね？」

「はい、宮川先生がお見えになりましたら、すぐにご案内するよう言われております。どうぞこちらに……」

　森山先輩がカウンターを出て役員専用のエレベーターホールへ案内しようとした時、その宮川先生が私のネームプレートを食い入るように見つめ「案内はこの人にお願いするよ」と言った。

「しかしその者はまだ新人でして。失礼があってはいけませんので……」

　けれど宮川先生は森山先輩が言い終わる前に「いいからそうしてくれ」と重ねる。

　えっ、なんで私？

「……かしこまりました。では、大沢さん、宮川先生を山崎常務室までご案内してちょうだい」

「は、はい」

　私が会釈すると宮川先生は小さくうなずき、おつきの男性たちにはここで待つようにと声を掛け歩き出した。

　慌てて彼の前に立ってエレベーターホールまで来たけれど、背中に感じる鋭い視線にすっかり動揺してしまい、階数のボタンを押し間違えてしまう。

「どうした？　大丈夫かね？」

「……はい。失礼しました……」

　上昇していくエレベーターの中、無言で前を見据えていると宮川先生のほうから話し掛けてきた。

「君、同期入社の小お沢ざわ真ま代よを知っているかね？」

　唐突な質問に頭の中はパニック。必死で記憶をたどるが、その小沢真代という人物をまったく思い出せない。

「申し訳ございません……同期の新入社員は本社だけでも百人以上おりまして……」

「知らないと？」

「あ、はい、申し訳ございません」

　深く頭を下げたのと同時に、エレベーターの扉が開く。ここで会話はいったん途切れたが、常務室の前に立った時、宮川先生が再び口を開いた。

「小沢真代というのはね、私の姪っ子なんだよ。津島物産とは付き合いがあるから就職の面倒を見てもらったんだが、真代は受付を希望していると伝えたはずなのに、どういうわけか他の部署に配属されてね……。まぁ、真代より優秀な人が選ばれたのなら仕方ないと思っていたんだが、真代が納得いかない人物が受付になったと泣き付いてきたんだよ。――それで、大沢君はどこの大学を出ているのかね？」

「は……私は、城きず浦うら女じょ子し大だいですが……」

「城浦？　聞いたことのない大学だな」

「はぁ……」

「真代は小学校からずっと有名私立なんだがねぇ……」

　蔑さげすむような宮川先生の視線に耐え切れず、早くこの場を去りたくて常務室のドアを素早くノックした。

　……なんかすごく疲れた。

　役員室が並ぶ広い廊下を重い足取りで歩きながらため息をつく。

　本来であれば、その小沢さんって人が受付になるはずだったんだ……。

　そう思った時、ハッとした。

　あの宮川先生って、麗美さんが言ってた大物代議士なんじゃないか。つまり、代議士の紹介で縁故入社したのは小沢真代って人？　もしそうなら、どうして私なんかが受付に配属されたんだろう？

　その理由がわからず、首を捻る。

　もしかしたら今頃、宮川先生は山崎常務に自分の姪っ子を受付に異動させるよう頼んでいるかもしれない。そうだとしたら私はもう受付にはいられない。

　やっと仕事にも慣れ、森山先輩とも仲良くなれたのに、残念だな……。

　受付に戻り、聞いてみるとやはり、宮川先生は有名な国会議員だった。

「森山先輩、そして麗美さん、私、他の部署に異動になるかもしれません。短い間でしたがお世話になりました」

　神妙な顔で頭を下げるも、ふたりは不思議そうに顔を見合わせる。

「なにそれ？　ちゃんと説明しなさい」

　さっきの宮川先生との会話を話すとふたりはまた、顔を見合わせ納得したように大きくうなずいた。

「……なるほどね。オオサワマヤとオザワマヨ。ふたりの名前って似てるし、人事で配属の書類を作成する時に手違いがあったのかもしれないね」

　麗美さんがそう言うと森山先輩が「いくらなんでもそれはないでしょう」と苦笑する。

「ちゃんと個人のデータを元に、本人の希望を加味して配属を決めるのよ。……でも、仮に間違っていたとしても、役職者の異動とはわけが違うから、それほど問題視されなかった可能性はあるわ。とりあえず、入社して三ヶ月間は研修期間だし、その後に入れ替えもできるでしょ？」

　さすがは森山先輩。そういうことかと納得する。

「ところで、谷本さんは小沢真代を知ってるの？」

「はい、知ってますよ。いけすかない自己中な女です」

「えっ！　麗美さん小沢真代さんと親しいの？」

　驚いて声を上げると麗美さんがあきれたようにうなだれる。

「なに言ってんの？　茉耶ちんだって知ってるでしょ？　ほら、研修最終日に配属先が発表された時、茉耶ちんが受付になったことを愚痴ってた髪の長い女がいたじゃない。あれが小沢真代よ」

「えぇっ！　あの人が!?」

　仰天していると、麗美さんが急にフリーズして「謎が解けた！」って目を見開く。

「専務は茉耶ちんに激怒した後、正しい配属をしたと思っている人事部長からオオサワマヤは宮川先生の姪だって報告を受けたのよ。いくら専務でも、そんな事情なら無下に異動させるわけにはいかないでしょ？　それなら少しは受付の人間らしくなるようにって、茉耶ちんを変身させた――」

　麗美さんがニヤリと笑うと、森山先輩も怪しい笑みを浮かべた。

「なるほど。専務は今でも大沢さんを宮川先生の姪っ子だと思い込んでるってことね」

「専務も次期社長の座が危ういって危機感を持ってるみたいですし、できるだけ味方を増やしたいんじゃないですか？」

　麗美さんの説明を聞き、森山先輩のテンションはマックス！

「専務は姪っ子を使って、宮川先生を自分の味方につけようとしてるって言いたいのね？　ほほーっ、さすが谷本さん、ひよっこながら、有名大学を主席で卒業してるだけのことはあるわ」

　麗美さんの話はあくまでも想像だけど、それが本当なら、私は小沢真代さんと間違えられて専務に利用されてるってことになる。

　でも、そう考えればすべて納得がいく。私みたいな田舎者を専務が本気で好きになるなんてやっぱり、ありえないもの。

　宮川先生がそのことでクレームを入れにきたってことは、今頃、専務の耳にも入っているはず。そうなったら専務も利用価値のない私のことなんか見向きもしなくなるだろうし、今の状況から抜け出せるかもしれない。

　うん、きっとそうだ。宮川先生の姪じゃない私はもう用なしだ。




　そう思ったのだけど……。

「茉耶、おはよう」

　専務は今日もイケメンスマイルを残し、颯爽と受付の前を横切っていく。

「専務、とくに変わったとこないわね」

「……ですね」

　宮川先生が来社してからもう一週間になる。事情を知った専務に相手にされなくなると思っていたのに、彼の態度が変わることはなかった。

　すると麗美さんが思案顔で言う。

「茉耶ちんさぁ、宮川先生の姪っ子じゃないってバレる前に専務とさっさと婚約しちゃえば？　そうすれば、めでたく社長夫人になれるじゃない」

　豪快に笑う麗美さんの言葉にドキッとして、あの夜を思い出す。そして今日何度目かのため息をついた。

　もう専務に相手にされないと思っていたから安心していたのに、今度、そういう雰囲気になったらどうすればいいのか……。

　こうなったら、私の口から専務に事実を伝えて誤解を解くしかない。このまま宮川先生の姪だと思われていたら、いつまで経っても専務から解放されることはないのだから。




　そして、終業時間の午後六時。

　定時と同時に、麗美さんはヨガのレッスン、森山先輩は合コンだそうで、ふたりとも疾しっ風ぷうのごとく去って行った。私はひとり、帰り支度を始める。

「……私も帰ろう」

　そう独り言を呟いた時、帰宅する社員の波に逆らうように背の高い男性がふたりエントランスに入ってきた。

「あっ……」

　近づいてくる足音の主は、無表情の倉田さんと笑顔の専務。

　うおっ！　なんというグッドタイミング。私が宮川先生の姪ではないことを伝える絶好のチャンスだ！

　いつまでもこんなウジヴジしていちゃダメだ。そうじゃないとまた流されて専務のマンションに行く羽目になる。今度もしもふたりっきりになったとしたら……。想像しただけで冷や汗が出る。

　覚悟を決め顔を上げれば専務の後ろでタブレットを眺めていた倉田さんと目が合い、その瞬間、私の覚悟はさらに強固なものになった。

「専務、お話があります！」

　私の上擦った声に驚いた専務が目をパチクリさせ、倉田さんも何事かと首を傾げる。

「専務は、国会議員の宮川先生を知っていますよね？」

「もちろん知ってるよ。津島物産は宮川先生に大変お世話になっているからね」

「では、その宮川先生の姪御さんが今年、津島物産に入社したのも知っていますよね？」

　少し間があり、専務は「あぁ」と答えたが、その目はなにかを警戒しているみたいに鋭く光っていた。

「し、真実をお伝えします。私は、宮川先生の姪ではありません！」

　とうとう言ってしまった。これで私が利用価値のない女だってわかったはず……。

　肩で息をしながら専務を見つめると彼は不思議そうな顔をして「そんなこと、言われなくても知ってるよ」と答えたんだ。

「ええ～っ！　知ってたんですか？」

「なにかと思えば、そんなばかばかしいこと……」

　ばかばかしいって、私は大真面目だったのに……。

　すると無表情だった倉田さんが突然、肩を揺らして大爆笑するから、あ然としてしまう。

「なるほど、そういうことか……。大沢さんは、専務が君のことを宮川先生の姪御さんだと勘違いしている。そう思ったんだね。そして宮川先生の姪御さんだから専務が大沢さんを好きになったんじゃないかと疑った」

「はあ……」

「こんなことを言ったら失礼だが、稚ち拙せつで浅はかな考えだね」

「なっ……」

　倉田さんに思い切りばかにされ、ショックでぐうの音も出ない。それより、自分が疑われていたと知った専務はさぞかしご立腹だろうとびびりまくっていたけれど、予想に反してまったく怒っていなかった。

「なかなか面白い推理だな」そう言って鼻で笑っている。

「…………」

　完全に意気消沈して縮こまっていると、受付カウンターの上に置いてあった私のプライベート用のスマホが鳴り出した。

「わわっ！　お、お母さん!?」

　ふたりに断って慌てて電話に出ると、母親の大きな声が脳天を貫き鼓膜が破れそうになる。たまらずスマホを耳から遠ざけるが、母親の放った言葉に驚いて再びスマホを耳に押し当てた。

「え!?　今、なんて言ったの？」

『だからぁ～、茉耶の会社の前にいるんだけど～』

「会社の前って……お母さん上京して来たの？」

　見ると、エントランスのガラス扉にへばりついて、中を覗き込んでいる派手な格好をした女性がいた。

　真っ赤なラメ入りのひらひらワンピースに大きな鳥の羽根がついたツバ広帽。もう外は薄暗いのにやたらとデカいサングラスを掛けている。

　一段と派手になってるじゃない……。私のお母さんは、いったいなにを目指しているんだろう……。

　言葉を失い、呆然と母親を見つめていると専務が後ろからひょっこり顔を出して「もしかして、あの人が茉耶のお母さん？　ずいぶん、ファショナブルな方だね……」と微妙な表情をする。

　推測するに、専務もそれ以外の褒め言葉が思い浮かばなかったのだろう。そんな専務の後ろでは、倉田さんが完全に固まっていた。

　私はふたりに頭を下げるとエントランスを全力疾走し、ガラス扉を勢いよく開けた。

「お母さん、どうしてここに？」

　すると母親がサングラスをずらして、声を張り上げた。

「うっそー！　茉耶ったらどうしちゃったの？　めっちゃ可愛いじゃない。こんなに変わったってことは、まさか……彼氏ができたとか？」

「話せば長くなるから……とにかく外に出て話そう」

　母親の背中を押してビルから出ようとしていたら、突然背後から「自分が茉耶さんの彼氏です」という声がした。

「ゲッ！　専務！」

「お母さま、初めまして。茉耶さんとお付き合いさせて頂いております。津島貴志と申します」

「お付き合いって……」

　オロオロする私の横で、母親、しばし呆然――。専務の顔を見つめて放心状態だ。

　そんな母親に向かって、専務がいきなりとんでもないことを言い出した。

「せっかくお会いできたので、こちらにいる間にご一緒にお食事でもいかがでしょう？」

　えっ！　専務とお母さんが一緒に食事？

　専務は倉田さんにスケジュールを確認すると「明日の夜のご予定は？」と母親を誘う。

　ちょっと待って！　それは私が困る。

「いえ、母は明日の朝早くに帰ると思いますので、また次の機会にということで……」

　母親の腕を掴んで逃げるように玄関の扉を押したのだけど、母親が余計なことを言ってくれる。

「いやん！　貴志君がせっかく誘ってくれたんだもん。ごちそうしてもらう～」

　なにが『ごちそうしてもらう～』よ！　それに、初対面なのに専務のことを貴志君だなんて……。

　けれど私の心配をよそに、倉田さんを含めた三人で待ち合わせの相談を始めてしまい、結局、明日の夜に食事をすることになってしまった。専務は機嫌よくエレベーターホールへと歩き出し、その後ろ姿を見つめていた母親が首をひねる。

「ねぇ、茉耶、貴志君って苗字が津島だったよね？　津島物産となんか関係あるの？」

「……うん、社長の息子で専務だよ」

「津島物産の社長の息子？　それ、本当!?」

　さすがの母親も驚いたのか、動揺しているようだった。でもすぐに嬉しそうな笑顔を見せる。

「どう？　東京で就職してよかったでしょ？　お母さんに感謝しなさい！」

　誤解している母親に事情を説明しようとしても興奮冷めやらぬ母親はまったく聞く耳を持たない。

「でも、本当によかったね。これでお母さんも安心して眠れるわ。茉耶には、私のせいでいやな思いいっぱいさせちゃったからね……」

「えっ!?」

　私は勝手に決めつけていた。

　能天気で誰がなんと言おうと我が道を爆進する母親には、私の辛い気持ちなど理解できないだろうって。……でも、母親は気づいてくれていたんだ。

「……気にしてくれてたの？」

「当たり前でしょ？　茉耶は私の可愛いひとり娘なんだから……このまま一生、誰とも付き合わず、結婚できなかったらどうしようって内心、心配していたのよ。でもね、茉耶が引っ込み思案になった原因を作っちゃったのは私だし、私がなにか言ったら、また茉耶を傷つけることになるんじゃないかって思ってさ。だから、せめて茉耶が変われるきっかけだけでも作ってあげられたらってね……」

「だから私を東京に？」

「そうよ！　東京にはいろんな人がいるし、チャンスもいっぱいあるもの」

　母親は「これでひと安心」と高らかに笑う。その笑顔を見てふと思う。

　ずっと一緒に暮らしてきたのに、こんな風に母親と本音で話したことがなかったなって。それはきっと私が母親を避けていたから。

　母親の気持ちも知らないで、ずっと恨んでた。

　ごめんね……お母さん。

　でもこれ以上、この話が続いたら泣いちゃいそう……。母親に涙を見せるのが気恥ずかしくて強引に話題を変える。

「それで、お母さんはなにしに東京に来たの？」

「んっ？　まぁ、いろいろとね……」

　その質問をしたとたん、嬉しそうに笑っていた母親の表情が曇る。

「なにそれ？　わざわざ来たんだから言ってよ」

「もぉ～しつこいなぁ～。今日は六時間も電車に揺られて東京に出て来たから疲れてるのよ！　お風呂に入ってサッパリしたいから早く茉耶の家に帰ろ？」

　もう、勝手なんだなぁ。でもだいたい想像はつく。どうせ、おばあちゃんと喧嘩でもして飛び出してきたんだろう。ふたりは普段は仲がいいけど、喧嘩すると激しいからな……。

　それから母親と自宅に帰り、久々一緒に夕飯を食べた。お疲れ気味の母親がお風呂に入ると、私は母親の眠る場所を確保すべく、ローテーブルを部屋の隅っこに寄せた。するとその上に置いてあった母親のスマホが鳴り出す。

　反射的に覗き込んだ画面に表示されていた名前は〝かずや〟。

　〝和かず也や〟は、父親の名前。母親は漢字変換するのが面倒で平仮名で電場番号を登録しているのだろうと思い、「お父さんからの電話だから、私が出るよ」と浴室の母親に声を掛けて通話ボタンをタップした――。

　けれど、聞こえてきた声は、父親の声じゃなかった。おまけに、その正体不明の男性は猛烈に怒ってる。

「あの……どちら様……」

『姉さん、なに考えてんだよ！』

　えっ？　姉さん？

『今、母さんに姉さんのことを聞いたよ。勝手にど田舎の男と結婚するって家を飛び出して、二十年以上なんの音おと沙さ汰たもなく音信不通だったのに、突然現れて金を貸してくれってどういうことだよ！　それも、二千万って……そんな大金貸せるわけがないだろ？　とにかくそういうことだから、もううちには連絡してこないでくれ！』

　電話は一方的に切られた。

　母親のスマホを握り締めて混乱した頭を整理する。

　母親は父親との結婚を反対されて家出同然で実家を飛び出して来たから、それ以来、東京の家族とは連絡を取ってないと言っていた。

　そして、確か母親には五歳年下の弟がいたはず。私は会ったこともなければ名前すら知らなかった。けれど、おそらく、電話の相手は母親の弟だ。

　〝かずや〟とは父親ではなく、母親の弟のかずやさんのことだったんだ……。

　それよりもお金ってどういうこと？

　叔父さんは二千万とか言っていた。実家にそんな大金を借りてどうするつもりだったの？　父親やおばあちゃんは知っているのだろうか。

　母親に対する不信感が最高潮に達した時、バスルームのほうから鼻歌が聞こえてきた。

　のんきに鼻歌なんか歌っちゃって……。

「ちょっと、お母さん！　二千万ってなによ？」

　頭を拭きながら部屋に戻ってきた母親がピタリと止まり、珍しく真顔になる。

「茉耶……二千万のこと、どうして……」

「さっきの電話、叔父さんからだった。私とお母さんの声を間違えたみたいでいきなり、二千万は貸せないって言われたの。ねぇ……、そんな大金どうするつもりだったの？」

　しかし母親は、苦虫を噛み潰したような表情をするだけでなにも答えてくれない。母親のそんな様子を目の当たりにして、これは本当に一大事なのではと背筋に冷たいものが走る。

「ねぇ、困ってることがあるなら言って？」

　すがる思いで母親の肩を揺すると黙り込んだ母親の濡れた髪から小さな滴がこぼれ落ち、私の手の甲の上で弾けた。それを日焼けした母親の指がそっと拭い、観念したように話し出す。

「うちにはね、借金があるのよ……」

「嘘……。だって、私が大学に入った時、余裕があるから奨学金は借りなくていいって言ってたじゃない」

「嘘じゃないの。でもね、借金があるのはうちだけじゃない。他の農家でも多かれ少なかれ借金はある。それが普通……なんだけどね」

　母親はひとつ大きなため息をつき、実家を頼ることになった理由を話してくれた。

　――私が大学に入学した頃、実家の農業はそれなりに順調だった。

　おかげで奨学金に頼ることはなかったのだけど、翌年、予想外の出費が生じた。トラクターと精米機が相次いで壊れ、信用金庫と農協から借り入れをすることになってしまったのだという。

　悪いことは続き、その年の夏の異常気象で収穫前の米や野菜が大打撃を受けた。その年はなんとか乗り切れたけど、二年後の夏、今度は大型台風が直撃してハウスが飛ばされてまた出費。

　そこに私の授業料の支払いが重なり、また借り入れをする。いつの間にか借金が膨らみとうとう三千万を超えてしまった。

　なんとか毎月の支払はしてきたんだけど、それも苦しくなり、おばあちゃんのつてを頼って信用金庫のほうはローンの支払い期間を延ばしてもらい、とりあえず利子だけを払い続けていた。

　けれど……その信用金庫の支店長とお母さんが喧嘩してしまって、借入金二千万円をすべて返済するよう迫られたという。

「支払いの期日が今月末だから、もうどうしようもなくて……」

「それで、疎遠だった東京の実家にお金を借りに来たの？」

「まぁ、そんなとこ。私のせいでこんなことになったから、なんとかしなくちゃって思ったのよ。でも、見事に断られちゃった」

　寂し気に笑う母親がやけに小さく見え、胸が締めつけられる思いだった。そしてその借金の一部が私の大学資金だったことがなにより辛かった。

「どうしてもっと早く言ってくれなかったの？　言ってくれたら大学なんか辞めて働いて、少しでも返済に協力できたのに……」

「ばかね～。茉耶を頼ろうなんてこれっぽっちも思ってないわよ。それに、大学はちゃんと卒業してほしかった。これは、お父さんもおばあちゃんも同じ考えだったから。でもね……」

　急に黙り込んだ母親がキャリーバッグから大きな白い封筒を取り出し、私の前に置く。

「茉耶に彼氏がいるってわかったから、見せずに帰るつもりだったんだけど……」

　なんだろうと思いながら封筒の中を覗くと、へちゃむくれた四十代後半くらいのおじさんの写真が入っていた。

　んっ？　この人誰？

「うちの借金のことを知った美み津つ子こ姉さんがね、これを持ってきたのよ」

　美津子姉さんというのは、お父さんの姉で隣町に住んでいる私の伯母だ。

「美津子伯母さん、なんの目的でこれを？」

「茉耶にね……お見合いさせろって」

「お、お見合い？　私が？」

　この写真の男性は、美津子伯母さんのかかりつけ医の息子で、彼も医師らしい。美津子伯母さんが受診した時に息子の再婚相手を探していると聞き、私の話をしたら一度会いたいと言われたそうだ。

「この縁談が上手くいけば、借金を肩代わりしてくれるんじゃないかって……」

「嘘でしょ？」

「この話を聞いた時、お父さんとおばあちゃんとで家族会議を開いたの。でね、茉耶が自力で結婚相手を見つけるなんて不可能だって結論が出たのよ。それならお見合いするのもいいんじゃないかって……」

　それって、私のためだと言いつつ、医者と結婚させて借金をチャラにしようってことじゃないの？　家族がそれで助かるならと思わなくもないけれど、なんだか複雑な心境だ。

「東京の実家に断られたら茉耶にお見合いの話をしようと思ってたんだけど、茉耶にはイケメンの彼氏がいるってわかったし、この話はなかったことでいいよ」

「でも借金はどうするの？　今月末には二千万円を払わなきゃいけないんでしょ？」

「まぁね、その時は覚悟決めるから……。茉耶はなにも心配しなくていいからね」

　覚悟決める？　母親の言葉が妙に心に引っかかり、その意味を聞いてみたんだけど、母親は引きつるように笑うだけでなにも答えてはくれなかった。

　それが余計に私を不安にさせた。










驚愕のトントン拍子




　昨夜はさすがに眠れなかった。

　それは母親も同じで、何度も寝返りを打っては、ため息をついていた。

　目が覚めたらすべて夢だった……なんてことにはならないだろうか。そんな微かな期待を込めて瞼を閉じたんだけど……現実は変わらない。

　私と母親はあえて昨夜のことには触れず、朝食を済ませて出掛ける準備をしていた。

　でも、ひとつだけ、どうしても母親に聞きたいことがあったんだ。

「お母さん、なにが原因で信用金庫の支店長と喧嘩したの？」

「えっ？」

「借入金を全額返済しろだなんて、ちょっと喧嘩したくらいで普通、そんなことにはならないでしょ？」

　しかし母親は、慣れた手つきでつけまつ毛をつけながら「あの支店長、性格悪いのよ！」って唇を尖らせるのみ。

「まぁ、今さら理由を聞いたところで、どうにもならないことだけど……」

　諦め気味に呟くと、私は財布から二万円を取り出して、念入りに口紅を引いている母親の前に置いた。

「なによ、これ？」

「お母さんも久しぶりに東京に帰って来たんだから行きたいところあるでしょ？　このくらいしか出せないけど、楽しんできて」

「茉耶……」

「じゃあ、私、そろそろ出るから……戸締まり忘れないでね」

　精一杯の笑顔を母親に向け、合鍵を手渡して部屋を後にした。




　津島物産、総合受付。

　朝の掃除を終え席に着くと森山先輩がまた、宮川先生の姪っ子の件で熱く持論を展開し始めた。あれは私たちの勘違いだったと説明しながらも、頭の中は実家の借金のことでいっぱい。そうしていると、森山先輩はもうひとりの疑惑の人物、倉田さんについて話し出す。

「考えてみれば、倉田課長もかわいそうな人よね。突然家族を全員失ったんだもの。あんな風に無愛想になるのも仕方ないのかもね」

　その言葉を聞いた瞬間、母親が言っていたあのセリフを思い出し、最悪の状況が頭に浮かんだ。

『その時は覚悟決めるから……』

　あぁ……まさか……、覚悟を決めるってそういう意味だったの？

　完全にパニックになり、スマホを握り締めカウンターを出て一階のトイレに急ぐ。

　母親が話してくれないのなら、父親に聞くしかない。トイレに誰もいないのを確認して実家に電話を掛けた。

　母親にすべてを聞いたと伝えると父親は沈んだ声で『そうか……』とだけ呟き、少しの沈黙の後『お母さんを責めないでやってくれ』って言った。

『まぁな、うちも悪かったんだ。お前を採用してくれた信用金庫に不義理してしまったんだから……』

　母親が喧嘩した信用金庫って、私が就職するはずだったあの信用金庫だったの？

『向こうもうちとは長い付き合いだからって茉耶を採用してくれたのに、それをギリギリになって一方的に断ったんだ。そりゃあ、いい気はしなかっただろう』

「円満に解決したんじゃなかったの？」

『お前には言いにくいけれど、円満ではなかった。それに、何度も理由を聞いてくる支店長にお母さんが、こんな田舎の信用金庫よりも、ずっといいところに就職が決まったからなんて言ったから、支店長が激怒しちまってな……』

　嘘……。私の就職が喧嘩の原因だったなんて……。

『お母さんも責任感じたみたいで、東京の実家に金を借りに行くって言い出したんだよ。でも、ダメだったみたいだな』

　だからお母さんは喧嘩の理由を聞いた時、なにも言わなかったんだ……。

『それで、お母さんから聞いたと思うが、その……見合いの件なんだが、無理にとは言わないが、もし茉耶に少しでもその気があるなら……』

　父親はそこまで言って黙り込んでしまった。きっとそれは、父親の本意じゃなかったから。それでも言わなければならない気持ちを考えると、辛くて胸が張り裂けそうになる。

「……お見合い、考えてみる」

　そう答えるのが精一杯だった。

　父親も母親も追い詰められている。このままじゃ本当に最悪な事態になりかねない。

　突然、突きつけられた現実に体が震え、さまざまな思いが頭を駆け巡る。

　私が決断すれば家族は助かるんだ。家族を助けられるのは私しかいない。

　けれど、そのためには、私はあの写真の男性と結婚しなきゃいけない。そうなったら、当然、会社も辞めて親しくなった皆ともさよならして……。

　……そして……倉田さんとも……。

　なによりも大切な家族を守りたいと思っているのに、倉田さんともう二度と会えなくなると思うと寂しくて切なくて……、堪えていた涙がポロポロとこぼれ落ち、とめどなく流れる。

　しかし、どんなにここにいたいと願っても、どんなに泣いても、この危機的状態ではお見合いを決断するしか道はなかった。




　顔を洗ってなんとか受付に戻ったけれど、まだ体の震えが止まらない。

　森山先輩と麗美さんはそんな私を見て体調を崩したのだと思った様子で、代わる代わる丸めた背中を擦ってくれる。

「茉耶ちん、どうしたの？　お腹の調子悪いの？」

　するとそこに、倉田さんから私に電話がかかって来た。

　胸に抉えぐられるような痛みが走り、再び視界がにじむ。

　できれば電話には出たくなかった。倉田さんの声を聞いてしまったら、せっかくの決心が揺らいでしまいそうだったから。でも、今日は食事会どころではない。ちゃんと謝って断らないと……。

　店を決めるため母親の好物を聞いてきた倉田さんに、覚悟を決めて声を絞り出す。

「すみません……食事会は、キャンセルしてください」

『キャンセルって……どういうこと？』

「すみません。本当に……すみません」

　これが限界だった。声が震えてそれ以上、喋ることができない。倉田さんがまだなにか言おうとしていたけど、構わず「通話終了」をタップして涙を拭う。

　その様子を見ていた森山先輩が心配そうな顔で私の肩を叩く。

「大沢さん、大丈夫？　なんだったらもう帰っていいわよ」

　そうだよね。これじゃ仕事にならない。無理しても迷惑を掛けるだけだ。

　ふたりに何度も詫び、総務部のデスクへ向かおうとエレベーターを待っていたら、隣の役員専用のエレベーターの扉が開き、降りてきたのは、今、一番会いたくないと思っていた倉田さん。

　彼は涙で潤んだ私の目を見ると、驚いたように一瞬、動きが止まる。でもすぐにいつものポーカーフェイスに戻り、この涙の理由を聞いてきた。

「あ、あの、……すみません」

「謝る必要はない。俺の質問に答えて」

　そんなこと言われても、倉田さんに家の事情を話すわけにはいかない。ひと言「調子が悪いので帰ります」とだけ言ってその場を離れようとした。けれど、彼に手を掴まれ役員専用のエレベーターに押し込まれる。

「なっ、放してください」

　しかし、抵抗虚しくエレベーターは下降を始め、地下三階で扉が開くと、倉田さんに腰を抱えられたまま誰もいない廊下をつれられていく。

　倉田さんが立ち止まったのは書類保管庫のドアの前。薄暗い部屋の中に入ると蒸し暑い空気が肌に纏わりつき、インク独特の匂いがした。

「一方的にキャンセルと言われても困る。それは、大沢さんが泣いていることとなにか関係があるのか？」

　倉田さんが後ろ手でドアを閉め、強い調子で問い詰めてくる。でも私は彼の顔を見ていると辛くなり、思わず目を伏せた。

　同時にやっと倉田さんの心の痛みが理解できたような気がして……今までの自分の言動が彼を傷つけていたんじゃないかと不安になる。

「倉田さん、すみませんでした」

「謝ってくれなんて言ってない。俺はキャンセルの理由を聞いているんだ」

「いえ……。私、倉田さんに、笑顔が素敵だとか、もっと笑ったほうがいいとか言ったけれど、あんな辛い過去があったら笑えませんよね」

「は？　……いったい、なんのことを言ってるんだ？」

「倉田さんの、亡くなられたご家族のことです。ある日突然、納得いかない形ですべての家族を失ったら、どんなに辛くて悔しいか……自分も同じ立場になりかけて、やっとその気持ちがわかりました。だから、本当にすみませんでした！」

　涙を堪えながら深々と頭を下げると、頭上から「妙なことを言うな」って声がする。

「君の話を整理すると、大沢さんが自分の家族を納得いかない形で失いそうだから俺の気持ちが理解できた。そう言っているように思えるんだが……」

　あ……これ、言わなくてもいいことだった。

　焦る私を見た倉田さんの顔色が変わり、眉を吊り上げ迫ってくる。

「どうして大沢さんが家族を失うことになるんだ？　もしかして、お母さんになにかあったんじゃ……」

「あ、いえ、母はピンピンしてます」

　のらりくらりと話をはぐらかしていたが、とうとう倉田さんが痺しびれを切らした。

　突然私の肩を掴み、ぐっと顔を近づけてくる。

「倉田さん、放して……」

「いや、理由を言うまで絶対に放さない」

　私の家の事情なんて、倉田さんに話すことじゃないとわかっているけど、彼の真剣な表情を見ていると弱い心が顔を覗かせる。

「困っていることがあるなら、なにか力になれるかもしれない。遠慮しなくていいから話しなさい」

「倉田さん……」

　そんな優しい言葉を掛けられたら、私……。

「なにかあったんだね？」

　戸惑いながら「はい」と答えると、やっと解放され、そのままヘナヘナと床に崩れ落ちる。倉田さんも私を追うように床に膝をつき私の背中に手を置く。

「では、話してもらおうか」

　コクリとうなずき、実家の借金を返すため、私がお見合いをしなくてはいけなくなったと事情を説明した。

　倉田さんは腕組みをし、しばらくうつむいたままなにか考えているようだった。

「そういう状況ですので、食事会はキャンセルしてください」

　座ったまま倉田さんに一礼し、立ち上がろうとしたんだけど、倉田さんが私の腕を掴み低い声で言う。

「大沢さんの家の借金は、俺がなんとかする」

「な、なんとかって……？　倉田さん、冗談はやめてください」

「冗談なんかじゃない。その二千万円の借金は、俺が立て替えて支払う」

　呆気に取られていると倉田さんがジャケットのポケットからスマホを取り出し、どこかに電話を掛け始めた。

「あ、倉田です。今現在、私が保有している株をすべて売却してください」

　株を売却って……倉田さん本気なの？

　慌てて倉田さんのスマホを奪い取り、大きく首を振る。

「倉田さん、ダメです！　なんの関係もない倉田さんに迷惑掛けられません」

「関係ならある。大沢さんの家族のことじゃないか」

「でも、私は倉田さんとはなにも……ただ同じ会社に勤めているってだけです」

　そうだよ。そんなつもりで話したんじゃないもの。倉田さんに甘えることなんてできない。

　頑なに拒否すると、なにを思ったか、彼が急にニッコリ笑う。

「……それだけの理由じゃダメか？」

　その笑顔はとても優しくて素敵な笑顔だった。

「倉田……さん」

「誰もやるとは言ってない。貸すだけだ。できる範囲で返済してくれればいい」

　嘘……信じられない。

「倉田さんは津島物産の社員なら、誰にでもこうやってお金を貸すんですか？」

「冗談はやめてくれ。借金のある社員全員に金を貸していたら破産する」

　優しい笑顔がまたいつものあきれたような笑みに変わる。でも、彼の口から出た言葉は嫌味ではなく、慈愛に満ちたひと言だった。

「大沢さんだから助けたいと思った」

「あっ……」

　その言葉を聞いた瞬間、彼の部屋で抱き締められた時のことが思い出され体の芯が熱くなるのを感じた。

「しかし、大沢さんは不思議な人だ……」

「私が……不思議？」

「あぁ、君といると心の底から笑える」

「笑えるって……」

「俺はもう何年も心の底から笑ったことなどなかった。おそらく、これからもそうだと思っていた。でも、大沢さんといると本気で笑えるんだよ。それだけじゃない。俺は感情を表に出すことも苦手だったが、気づけば怒りをあらわにしたり、あきれたりと心のままに振る舞えた。……とにかく大沢さんの思考は理解不可能。君はとんでもないことを言い出すからね。とても刺激的だよ」

　それって、褒められてるの？　それともけなされてるの？って、一瞬、困惑したが、よくよく考えてみると……。

「私も……同じです」

「んっ？」

「今までの私は目立つのがいやで、自分の感情を表に出さず、気持ちを押し殺して生きてきました。けれど倉田さんが相手だと心が解放されたみたいにホッとできて。なんだろう……、倉田さんといるとすごく楽というか、素の自分でいられるんです」

　自分でも驚くくらい堂々と倉田さんを見つめる。すると彼の手がスッと伸びてきて、私の頬に触れた。そして手の平で頬を包み長い指がゆっくり唇をなぞる。

　触れられた部分が一瞬にして熱を帯び、ドクンと跳ねた心臓の音が脳天まで響き渡った。

「大沢さん……」

　妖艶な眼差しが私を凝視し、徐々に倉田さんの顔が近づいてくる。

　あ……。

　自分でも気づかぬうちに瞼を閉じていた。

　このまま倉田さんの唇を受け入れてもいい――。そう思っていたのに……。

　彼は私の唇を避けるように肩に顎を乗せると掠れた声で呟く。

「早くお母さんに連絡しなさい。そして、もう見合いする必要はなくなったと言うんだ」

「…………」

　倉田さんはキスするつもりなどなかったんだ……。

　そのことに気づき、期待していた自分が恥ずかしくて堪らない。

　私ったら……ほんと、ばかだ。

　羞恥で火照った頬を隠すように横を向き、制服のポケットからスマホを取り出して母親に電話をする。返済のめどがついたと伝えると、いつもの耳をつんざくような母親の声が聞こえてきた。

『えぇーっ！　お金を貸してくれるって人がいた？　それ本当なの？』

「うん、だからもう心配しなくていいからね。お父さんにも教えてあげて」

『ありがとう、茉耶、本当にありがとう。すぐお父さんに電話するね』

　母親の喜ぶ声を聞き、私も安堵する。そして倉田さんに、借りたお金はなにがあっても必ず返済すると頭を下げた。

「役に立ててよかったよ。でも約束してほしいことがある。俺が大沢さんの家の借金を肩代わりしたということは、専務には内密にしてほしい……」

「はい。わかりました」

「では、今夜の食事会はキャンセルはなしということで……いいね？」

「あ、はい……」

　借金さえ返せれば、一家心中の心配もないし、お見合いする必要もない。すべて倉田さんのおかげだ。でも、正直、食事会は気乗りしなかった。

　だって、あの母親が専務に会ったらなにを言い出すかわからないもの。けれど、倉田さんにここまでしてもらって断るわけにもいかず……。

　複雑な気持ちで倉田さんを見上げると、彼が最後に私に言っておきたいことがあると言う。

「はい、なんでしょう？」

「大沢さんがさっき言っていた俺がある日突然、納得いかない形で家族を失った……というアレだよ。そんな噂があるっていうのはもちろん知っていた。でも、あまりにも突拍子もない話だから否定する気も起こらず、ほっといたんだが、君のように本気で信じる人がいると知って気が変わった。ハッキリ言う。俺の家族は一家心中などしていない」

　倉田さんはそう断言したが、私はまだ半信半疑だった。

「本当ですか？」

「疑い深いな。俺の母は亡くなったが、父はまだ健在だ。よって、俺が一家心中の生き残りという噂はデマだ」

「えっ！　そうなんですか？」

「なんだったら、父に事情を説明して大沢さんに会ってもらってもいいんだが……どうする？」

　ひぃ……っ、そんな失礼極まりないことできるわけがない。

「けけけ、結構です！　信じます。信じますからお父様にはご内密に……」

　というか、それは私にではなく、森山先輩に言ってほしい。




　それから私たちは蒸し暑い書類保管庫を出て、ふたり並んで廊下を歩いていく。エレベーターの扉の前に立つと倉田さんが大事なことを忘れていたと言って母親の好物はなにかと聞いてきた。

「あ、母が好きなのは、お肉ですが……」

「わかった。じゃあ、最高級の肉を用意してもらおう」

　その言葉を聞き、倉田さんの本心が見えたような気がした。

　倉田さんがうちの借金を肩代わりしてくれたのは、専務のため……。倉田さんは私が専務と上手くいくことを望んでいるんだよね。

　もしかして、倉田さんは私のことを……なんて一瞬でも勘違いした自分が恥ずかしい。

　その時、私が乗る一般社員用のエレベーターが先に到着したので、お礼を言って乗り込むと扉が閉まる直前、不意に顔を上げた倉田さんが、なにか言いたげに唇を動かした。

「なんですか？」

　聞き返すも、倉田さんは躊躇うように眉を寄せ、喉の突起を上下させる。が、覚悟を決めたように切れ長の目を大きく見開いた。

「大沢さん、どうやら俺は……」

「えっ？」

「……いや、なんでもない」

　倉田さんが口をつぐむと同時に扉が閉まり、エレベーターは高速で上昇していく。

　私は点滅する数字を眺めながらさっきの倉田さんの言葉を何度も繰り返し呟いていた。

『大沢さん、どうやら俺は……』

　その続きはなんだったんだろう？




　午後七時。

　母親と私、そして専務と倉田さんは、ホテル最上階の鉄板焼き店にいた。

　母親は、借金の件が無事解決して嬉しかったのだろう。ひとり異様にテンションが高く、席に着くなり専務にあれこれ質問を始める。

「それで、どちらが先に好きになったの？」

「それはおそらく、私のほうだと思います。イメージチェンジした茉耶さんを見て衝撃を受けましたからね」

「もう、お母さんったら、専務に変なこと聞かないで」

「あ～ら、いいじゃない。親としては気になるところだわ」

　終始ご機嫌でＡ５ランクのブランド牛をパクついていた母親だったが、突然顔を上げ、妙にかしこまって専務に深々と頭を下げた。

「私ったら、興奮して大事なことを言い忘れていたわ」

「大事なことですか？」

「ええ、このたびは、私たち家族のために資金援助してくださって本当にありがとうございました。いよっ、さすが津島物産の専務！　太っ腹！」

　専務はフォークとナイフを持ったままキョトンとしていたが、私と倉田さんは目を合わせ絶句。

　この時、私は初めて自分のミスに気づいた。お金を貸してくれたのが誰なのか……それを母親に伝えていなかったってことを――。

　私の周りでそんな大金を貸してくれそうな人は、専務しかいない。きっと母親はそう踏んだのだろう。

　慌てて話題を変えようとしたが、テンションの上がった母親の口はもう誰にも止められない。

「いくら茉耶の彼氏だって言っても、結婚が決まったわけじゃないのに、うちの借金を立て替えて払ってくれるなんて、普通の人にはできないことでしょ？」

　あぁ……言ってしまった！　こんなことなら食事会の前にちゃんと説明しておくんだった。

　しかしもはや後の祭り。一段と冗舌になった母親が借金に至るまでの経緯をベラベラと喋り出し、言わなくてもいい私のお見合いのことまで打ち明ける。

「茉耶には立派な彼氏がいるんだから、お見合いはしなくていいって言ったんですよ。でもね、今だからぶっちゃけるけど、茉耶が津島物産の専務とお付き合いしてるって聞いた時、もしかしたら貴志君が力になってくれるんじゃないかって期待してたのよ。あ、ほんの少しだけね」

　な、専務に向かって、なんて図々しいことを言ってくれるの？

「ちょっとお母さん、そんなこと考えてたの？　私には暗い顔で覚悟を決めるなんて言ってたから、一家心中するんじゃないかと思って本気で心配してたのに……」

　だが、真剣に家族の身を案じていた私の思いを母親は笑い飛ばす。

「一家心中～？　借金なんかでどうして死ななきゃいけないのよ？　覚悟を決めるっていうのは、いざとなったら家も田畑も手放して、また一から出直すってことよ」

「えっ？　そういうことだったの？」

　私が思っている以上に、うちの家族はポジティブだった。

　〝覚悟〟の意味がわかって安心したけれど、まったく悪びれる様子もなくケラケラ笑う母親に、今度は苛立ちを覚える。

「でも、現に貴志君が助けてくれたじゃない。茉耶は、こんなに男気のある人に好かれて本当に幸せ者ね」

　母親の勘違いに専務が動揺しているのがハッキリわかり、生きた心地がしなかった。それに、倉田さんとの約束もあっさり破ってしまった。

　チラリと倉田さんを見れば、眉間にシワを寄せて難しい顔をしている。

　もうどうしていいかわからない。妙な汗が吹き出してきて全身汗だく。それなのに母親ときたら、ベリーレアの肉を頬張り満面の笑顔。

「貴志君のおかげでまた頑張れるわ。お肉も最高。本当にありがとう」

「え、えぇ……そうですね」

「あ～美味しかった！　じゃあ私、ちょっとトイレ行ってくる～」

　ひとりで喋りまくっていた母親が席を立ち、一瞬にして私たちのテーブルが静まり返る。

　なんとも言えない空気が漂い、私と倉田さんはひたすら下を向いていた。すると専務が静かにナフキンで口を拭い、低い声で呟いた。

「……どういうことか説明してくれ」

「あの、それは……」

　慌てて口を開くと倉田さんが私の言葉を遮り立ち上がる。でも、専務にはすべてお見通しだった。

「借金を立て替えると言ったのは、倉田、お前だな？」

「はい」

「ずいぶん、勝手な真似をしてくれるじゃないか？」

「申し訳ありません」

　言い訳もせず謝る倉田さんの姿を見ているとどうしても、黙っていられなかった。

「違うんです。倉田さんは悪くありません。倉田さんは私の家の借金のことを知って助けてくれたんです。私が母にちゃんと説明していなかったから専務にいやな思いをさせてしまって……、本当にすみません」

「茉耶、俺は君を特別な女性だと思っている。それなのに、茉耶は俺になんの相談もなく倉田を頼った。非常に不愉快だ」

　すごい形相で睨みつけられなにも言えなくなった私を、今度は倉田さんが庇ってくれる。

「大沢さんを責めないでください。専務に報告せず、自らの判断で借金の肩代わりを決めた私のミスです」

　しかし私と倉田さんがお互いを庇かばえば庇うほど、専務の怒りは増していく。

「ふたりは、いつからそんなに親しくなったんだ？」

「親しいだなんて……私と倉田さんは、別に……」

「もういい。茉耶の家の借金は俺が払う。倉田は出しゃばるな！　いいな」

「はい……」

　倉田さんは冷静にうなずいていたけど、私は動揺を隠し切れず、手に持つフォークが震えカタカタと皿を鳴らしていた。

　そこへ母親がトイレから戻ってきて私たちの会話はいったん、途切れる。

　その直後、専務がとても穏やかな笑顔で母親に話しかけた。

「お母さま、実は大切なお話があるんです」

「あら、なにかしら？」

「先ほどの借金の件なんですが、それは結納金として受け取って頂けないでしょうか？」

　……結納金？

　私の手からフォークが滑り落ち、真っ白なテーブルクロスの上で鈍い音を立てた。

「貴志君、結納金って、まさか……」

「そうです。私は茉耶さんと結婚したいと思っています。ですから、立て替えさせてもらった借金は結納金として納めて頂きたい」

　専務と私が……結婚？

　衝撃が強すぎて、座ったまま腰を抜かしてしまった。それは倉田さんも同じだったようで言葉を失い、呆然としている。でも、母親だけは違っていた。

「それはつまり……、お借りしたお金は返さなくていいってこと？」

「はい、お母さまが茉耶さんとの結婚を許してくださるなら」

「許す！　許すに決まってるじゃない！　なんの問題もないわ。お父さんには私が言っとく。あぁ、茉耶が貴志君みたいな素敵な男性と結婚だなんて夢みたいだわ～」

　母親が専務の手を取って大喜びすると専務も満足気に微笑む。

「では、明日にでもそちらの口座に約束の金額を振り込みます。これで婚約成立ですね」

「うんうん、成立よ！」

　わけがわからないうちにとんでもない展開になってしまった。そして私の意に反して、結婚話はトントン拍子に進んでいく。

　専務はお盆休みにでも正式に結婚の挨拶に行くと申し出ると、私にも自分の実家に挨拶に来てほしいと言った。

「ちょっ……ちょっと待ってください！　私が専務の実家にだなんて、ご家族が納得されるはずがありません」

「大丈夫。なにも心配いらない。茉耶なら親父も祖父も大歓迎だよ」

　いや、それ以前に専務とは付き合ってすらいないのに……。

　対面に座っている倉田さんにすがるような視線を向けるが、彼は口を真一文字に結び、一点を見つめたまま微動だにしない。

　倉田さん……もしかして怒ってるの？

　借金を肩代わりしたことは絶対に専務に言うなと言われてたのに、私のせいで専務にバレてしまったから？

　倉田さんに謝りたい。でも、専務がいてはなにも言えない。

　倉田さんを怒らせてしまったことへの焦りと不安、そして、突然降って湧いたような専務との結婚話。

　その後はなにも喉を通らず、胃がキリキリ痛むばかり。自分のマンションに帰った後もその痛みはやまず、布団にもぐりこんでしまった。




　翌日。

　朝早く母親が帰るのを見送ると、私は憂鬱な気持ちで会社に向った。

「ええーっ！　専務と婚約したぁ～？」

　森山先輩と麗美さんには、いろいろ心配をかけたから報告しなくてはと思い、昨夜のことを話したが、さすがのふたりも展開の早さについていけないって感じだ。

「はい、母と専務が勝手に話を進めてしまって……。私も戸惑っているんです」

「それにしても、倉田課長は災難だったわね。大沢さんを助けるつもりが専務の逆げき鱗りんに触れてしまったってことか……。あなたと倉田課長がふたりで勝手に決めちゃったから、嫉妬して焦ったのかもね」

　森山先輩はそう言って笑うが、私はぜんぜん笑えない。

　倉田さんとの約束を破って彼の好意を無にしてしまった。

　本当は昨夜のうちに電話して謝りたかったけど、倉田さんの携帯番号は会社から支給されたスマホに登録してある。それを昨日に限って受付に忘れてきてしまったのだ。

　とにかく早く倉田さんに謝りたくて、電話を掛けようとしたが、そのたびに来客や外線の応対が立て込み、気づけばもうお昼前。やっと受付が静かになったので今だ！と思って倉田さんに電話すると、一段と不愛想な声で要件を聞かれた。

　やっぱり怒っているんだ……。

「あの、できれば会って話したいんですが……」

　倉田さんに迷惑掛けたんだもの。直接会って、ちゃんと謝りたい。

　倉田さんが昼休みなら時間が取れると言うので、あの書類保管庫で会う約束をした。

　昼休みになり、緊張しつつ書類保管庫のドアを開けると倉田さんはもう来ていて、私は彼に駆け寄り、母親のことを全力で詫びる。

「あぁ、そのことか……。まぁ、バレてしまったものは仕方ない」

　てっきり怒っているものだとばかり思っていたから、倉田さんのサバサバした態度に少し拍子抜け。

「すみませんでした……。結果的にはあんなことになってしまいましたが、倉田さんには感謝してます。ありがとうございました」

　深々と頭を下げると、私の前に立った倉田さんが妙なことを言い出した。

「いや、礼を言わなきゃいけないのは、俺のほうだよ」

「えっ？」

「実は、今さらだが、昨日の一件で、気づいたことがあってね」

「…………」

「俺は今まで多くのものを失ってきた。だから、失うことに慣れていたし、なにに対しても執着しない主義だから、一度失ったものを取り戻そうなどと考えたこともなかった。しかし、どうやらそんな俺にも、失いたくないものができたようだ」

「失いたくないもの……ですか？」

「そう。俺が失いたくないもの……わかるか？」

　神妙な顔をしている倉田さんを見上げ「さぁ？」と首を捻った時だった。突然、彼が私の肩を押す。

「えっ？　な、なに？」

　壁に押しつけられ、身動きがとれない。大きく見開いた目だけを動かし、倉田さんを見上げれば、囁くようなとても小さな声が聞こえてきた。

「俺が失いたくないもの……それは……大沢さん、君だ」

　倉田さんが失いたくないものが……私？

　予期せぬ告白に頭の中が真っ白になり、完全に放心して天井を見上げる。でも、彼と密着している胸だけは、ありえないくらい大きく高鳴っていた。

「心臓の音……すごいね」

「そ、それは、倉田さんが変なこと言うから……」

　そうだよ。いきなり失いたくないなんて……。どんな顔をしていいのかわからないし、なんて言っていいかもわからない。

「変なこととは失敬な。俺は大真面目に言ったつもりだけど？」

「あ……」

　さらに加速する心臓の音に加え、湯気が出そうなくらい体が熱くなるのがはっきりわかった。

　ゴクリと唾を呑み込むと倉田さんがゆっくり体を離し、真剣な眼差しで私を見つめる。

　その時、いつもきっちりバックに流している前髪がハラリと落ち、それがやけに色っぽくて心がざわめいた。

「悪いことは言わない。専務との婚約は解消するんだ」

「解消って……倉田さん、本気で言ってるの？」

「本気だ。今ならまだ間に合う」

　当然、その理由を聞いたのだけど、倉田さんが「それは……」と言い掛けたところで、密着した体からスマホの着信の振動が伝わってきた。

「残念ながらタイムオーバーだ。専務が呼んでる」

「えっ……」

「もう戻らないと。この続きは近いうちに、また……」

「ちょっと待ってください。理由を聞かせてください」

　しかし倉田さんは足早に書類保管庫を出ていってしまい、結局、なにも聞けなかった。

「倉田……さん」

　薄暗い部屋にひとり取り残された私は、壁にもたれ掛かったまましばし呆然と彼が出ていったドアを見つめていた。

　なにもかも衝撃的すぎて、すぐには頭の整理がつかない。

　倉田さんは私が専務と結婚することを望んでいたんじゃないの？

　それなのに、専務と婚約を解消しろってどういうこと？

　それに、私を失いたくないって……。

　事情はわからなかったけど、倉田さんに、失いたくないと言われたことは素直に嬉しかった。その言葉を思い出すだけでまた心臓が暴れ出し、体が熱く疼うずくような感覚を覚える。

　専務との婚約を解消したい。でもそれは簡単なことじゃない。

　私はどうすればいいんだろう……。




　週末、日曜日。

　朝から抜けるような青空。眩しい日差しを受け、ベランダで洗濯物を干しているとスマホが鳴り出した。

「あ……専務だ」

　複雑な気持ちで液晶を見つめれば、無意識に吐き出される大きなため息。

「はい……」

『茉耶、休みの日に悪いが、今から俺の実家に来てくれないか？』

「えっ！　今からですか？」

『あぁ、俺はちょうど実家にいるんだよ。茉耶のところに迎えの車を行かせたからもうすぐ着くと思う。じゃあ、よろしく』

　専務はそれだけ言うと一方的に電話を切ってしまった。

　今からって……そんなの突然言われても困る。

　どうしていいかわからず、動揺して部屋の中をウロウロ歩き回っていると『専務との婚約は解消するんだ』という倉田さんの言葉が頭の中で響いた。

　そうだ。婚約は破棄してもらわないと……。でも、借金のこともあるし、なんて言って断わればいいの？

　焦っていたら、ふとあることに気づく。

「迎えの車ってことは、倉田さんが来てくれるんだ。そこで相談してみよう！」

　メイクをし、落ち着いたグレーのスーツに着替えて部屋を出るとソワソワしながらマンションの前で倉田さんが来るのを待った。

　ところが数分後、黒塗りの車が到着したのだけど、その車は、いつも専務が乗っている車ではなく、よりグレードの高いドイツ車。そして後部座席のドアを開けてくれたのは、見たこともない白髪の運転手だった。

　これって社長の社用車だよね？

　ということは、倉田さんは専務と一緒に専務の実家にいるってこと？

　混乱しつつも車に乗り込み、運転手さんに倉田さんが専務の実家にいるか確認してみると……。

「専務秘書の倉田さんでしたら、四し国こくに出張だそうですよ」

「し、四国？」

「なんでも、香ほん港こんから大切なお客様がいらしたそうで、その方が日本の温泉に興味があるらしく、通訳兼接待役として行ってるみたいです。なので、私が急きゅう遽きょ、呼ばれたんですが……。専務秘書なのに、そんな仕事もするんですねぇ」

　そんな……倉田さんがいないなんて……。全身の血がサーッと引いていくのがわかり、完全にパニック。

　そうこうしていると時代劇に出てくるような白壁の塀が現れ、大きな門の前で車が止まった。出迎えてくれた専務が待ちかねたように素早く車のドアを開け、私の手を引っ張る。

「よく来たね。さぁ、降りて」

「あの、専務……また日を改めてというわけにはいきませんか？」

　しかし専務はその言葉を笑い飛ばし、私の手を引いて門の中に入っていく。

「親父に茉耶のことを話したら、すぐに会いたいって言い出してね、ちょうど親父のスケジュールが空いていたから家に招待しようってことになったんだ」

「でも、いくらなんでも急すぎて……」

「仕方ないだろ？　親父は忙しいんだ。今日を逃したらいつになるかわからない。なあに、ちょっと挨拶するだけだ。そんなに気構えなくても大丈夫だよ」

　ぜんぜん、大丈夫じゃない。倉田さんもいないのに、どうしたらいいんだろう。

　私の心配をよそに専務はさらに歩く速度を上げ、広い庭を突っ切っていく。そして、目の前に現れたのは、〝お屋敷〟という言葉がピッタリ当てはまる大きな日本家屋の玄関。

　扉を開けるとまるで高級旅館のような贅を尽くした空間が広がっていて、真正面には巨大な日本画が飾られている。おそらく著名な画家の作品なんだろう。

　そして、私を出迎えてくれた着物姿のお手伝いさんが案内してくれたのは、だだっ広いお座敷。

　料亭のような広い和室に通されると静かに襖ふすまが開き、現れたのは入社式に壇上で挨拶をしていた男性――社長だ。間近で初めて見た！

「急なことで申し訳ない、大沢茉耶さん。貴志の父の津島康やす弘ひろです」

　一気に緊張が高まり、頭の中は真っ白。それでも挨拶しなくてはと口を開くが上手く喋れず、言葉はカミカミだ。

　動揺して落ち着かない私を見て社長がクスリと笑う。

「せっかくだから、昼食も食べていってください」

　社長直々にそんなこと言われたら「はい」と言うよりほかない。

「しかし、貴志が結婚相手に選んだ女性が大沢茉耶さんだったとはねぇ……驚いたよ」

「えっ……!?」

　まるで私を以前から知っているような社長の口ぶりに違和感を覚える。

　社長が私を知ってるなんてありえない。だって社長はいつも社用車で地下駐車場に降り、受付を通らずそのまま役員専用のエレベーターで社長室のフロアへと直行する。会ったことは一度もないはずだ。

「では、さっそくで申し訳ないが、父に会ってもらえますか？」

「お父様……ですか？」

　戸惑う私の肩を叩き、専務が立ち上がる。

「俺の祖父、つまり津島物産の会長だよ」

「へっ!?」

　会長だなんて、そんなの聞いてないよ！　それに、私は婚約を解消してもらおうと思っているのに、会長にまで会ってしまったら本格的に断れなくなっちゃう。

「あの、社長……お話があるのですが……」

　勇気を振り絞り、社長に声を掛けたのだけど「父に会った後で伺いましょう」と軽く流されてしまった。

　途方に暮れ、不安な気持ちを抱えたままふたりの後に続き座敷を出て、日の光が差し込む明るい廊下を歩いていく。すると社長が振り向き、小声で教えてくれた。

「父は三年前に心臓を悪くしてね。最近は足のほうも弱ってきた。しかし、頭のほうはしっかりしていますからね」

　聞けば、会長は九十二歳の今でも会社の経営に携わっているそうだ。

「そろそろ引退してゆっくりしてくれればいいんだが、本人がまだやる気満々でね……まったく、困った人だ」

　苦笑いを浮かべた社長が立ち止まり、障子を開けると白髪の老人が大きなベッドの上で体を起こし、美味しそうにシュークリームを食べていた。

　大企業の会長らしからぬ姿につい顔がほころんでしまう。

「父さん、この方が貴志の婚約者の大沢茉耶さんだよ」

　社長が声を掛けると会長が眉間に深いシワを寄せ、身を乗り出して私の顔をじっと覗き込む。

「大沢……茉耶さん？」

「は、はい。初めまして……大沢茉耶と申します」

　慌てて挨拶をすると会長の手から食べかけのシュークリームがポトリと転げ落ちた。

「あぁ……君が、大沢茉耶さんか……」

　会長まで私を知ってるような口ぶりだ……。

　混乱する私を会長が凝視している。その目は爛らん々らんと輝き、鬼気迫るものがあった。が、すぐに殺気立った視線は優しい眼差しに変わり、どういうわけか会長の目からは涙が溢れ出る。

　しわくちゃな手で顔を覆い背中を震わせている会長。社長はその背中をさすりながら、私のほうに視線を向けた。

「茉耶さん、父はあなたと会えたことが嬉しくて泣いているんですよ」

「そんな……信じられません」

　そう呟き小さく首を振ると、嗚お咽えつを繰り返していた会長が顔を上げ、涙に濡れた顔で私を見つめる。

「大おお原はら小隊長が会わせてくださったのかも知れんなぁ……。長生きして本当に良かった」

「大原……小隊長？」

　大原は母親の旧姓だ。と言っても、私は母親の実家とはまったく交流がなかったから、母親の実家に大原小隊長という人がいるかどうかはわからない。

　でも〝小隊長〟って、いつの時代の話なんだろう？

　疑問が次から次へと湧き、自分がここになにをしに来たのかを忘れそうになる。

「あの……その大原小隊長とは、どなたのことなんでしょうか？」

　不思議に思い訊ねると、今まで黙っていた専務が口を開いた。

「大原小隊長とは、茉耶の曾祖父の大原源げん治じさんのことだよ」

「私の曾祖父って……ひいおじいさん？」

「あぁ、俺の祖父は大原源治さんに命を助けられたんだ。大原源治さんが祖父を助けてくれなかったら、今頃、親父も……そして、俺もこの世にはいない。いや、それだけじゃない。津島物産も存在しなかった。津島家にとって大原源治さんは大恩人なんだよ」

「ひいおじいさんが……大恩人!?」

　会長が涙を拭いながらコクリとうなずく。

「あのお方は、自分の命を犠牲にして、このわしを助けてくれたんじゃ……」

　そう切り出した会長が遠い目をして過去の出来事を語り始める。




　――時は昭和二十年。第二次世界大戦終戦の年。

　二十歳の若者だった会長はフィリピンの激戦地にいた。会長が所属していた小隊の隊長が私の曾祖父、大原源治だったそうだ。

　会長たちは敵の司令部を攻撃するよう命令を受けたが、戦況は厳しく敵軍に追い詰められていた。食料も銃弾も底を尽き、山中をさまよう日々が数日続いた早朝。敵軍の襲撃を受け、仲間が次々に倒れていく。

　もうここまでかと、死を覚悟した会長は敵軍に突っ込もうとしたらしい。その時、会長の腕を掴んだのが曾祖父の大原源治だった。

　曾祖父は、まだ若い会長に犬死にはするなと諭し、逃げろと言ったそうだ。しかし会長はそれを断り銃剣を構え、駆け出そうとした……。

　すると真っ青な空にいくつもの黒い物体が飛んでくるのが見え、それが近くに落下するとすさまじい爆発音と共に土つち煙けむりが舞い上がり、なにも見えなくなった。

　それが手りゅう弾だと気づいた時には、周りにいた部隊の仲間は無残な姿で倒れ息絶えていたという。

　けれど、会長だけはかすり傷ひとつ負っていなかったそうだ。

「わしの体を庇うように覆い被さっていたのが、大原小隊長だったんじゃよ」

「では、その時、私のひいおじいさんは……」

「うむ、大原小隊長は虫の息でわしに言った。必ず生きて日本に帰れと……。そして真っ赤に染まった手に握り締めていた写真をわしに手渡し、息絶えたんじゃ。その写真に写っていたのは、小隊長の奥方とご子息だった……」

　一度も会ったこともない、顔も知らないひいおじいさんだけど、遠い異国でさぞ無念だったろうと思うと胸が張り裂けそうになる。

　その後、終戦を迎え、日本に帰国した会長は、自宅に帰るより先にひいおじいさんの家を探し訪ねた。

　会長が話すひいおじいさんの最後を神妙な顔で聞いていたひいおばあさんは、話を聞き終えると深く頭を下げ、会長を責めることなく、生還を喜んでくれたそうだ。

「わしは恨まれて当然の人間。しかし奥方は恨み言をひとつ言わず、実に立派だった。さすが、大原小隊長の奥方じゃ」

　それから会長は事業を起こし、必死で働いた。そして少しでもひいおばあさんの力になれればと金銭面で支援しようとしたが、ひいおばあさんは決してお金を受け取ろうとはしなかった。

「その日の食べるものにも困っていたはずなのに、頑なに拒否されてな……」

「ひいおばあさんは、どうして受け取らなかったのですか？」

「奥方はプライドの高い女性でな、自分は施しを受けるほど落ちぶれてはいないとおっしゃっていた」

　それでも会長はひいおばあさんのところに通い、自分にできることはないかと迫った。すると、ひいおばあさんは言ったそうだ。

　もし自分が死んだ後、子供や孫が困るようなことがあったら、その時は助けてやってくれと……。

「その言葉を最後に、奥方とご子息はわしの前から姿を消したんじゃ……。まだなんの恩返しもしておらんかったから必死で行方を探したが、なかなか見つからず、ようやく探し当てた時には奥方は亡くなられていてな」

　そして、すでに成人し、結婚していたひいおばあさんの息子、つまり、私のおじいさんは訪ねてきた会長にこう言ったそうだ。

　あなたのお気持ちは十分伝わっております。亡くなった母も感謝しておりました。ですからもう自分たちのことは忘れてくださいと……。

　結局、会長はなにもできず後悔は残ったまま。

「じゃからわしはご子息に、もし、なにかあったら真っ先にわしを頼ってくれと伝えて別れた。しかし、それからご子息からはなんの音沙汰もなく、元気でおられればいいと案じておったんじゃが……。今から三、四十年ほど前になるか……。今度はそのご子息が亡くなられたと連絡があり、慌てて通夜に駆け付けたんじゃが、そこでわしは衝撃を受けた」

　会長が衝撃を受けた理由、それは、遺族席に座っていたセーラー服姿の少女を見たから。

「その娘さんは、大原小隊長の奥方に生き写しでな。わしはその娘さんのことが気になり、通夜が終わった後に声を掛けてみたら、やはり亡くなられたご子息の娘さんじゃった」

　えっ、その娘ってもしかして……お母さん？

　意外な形で会長の話に母親が登場してきたから驚いてしまったが、これはまだ序章にすぎなかった。

「わしはその娘さんに名刺を渡して、なんでも相談に乗るからいつでも訪ねて来てくれと言ったんじゃ。すると今年の初めにその娘さんが来てくれてな」

「うちのお母さんが……!?　会長のところに行ったのですか!?」

　会長は嬉しそうに満面の笑顔で何度もうなずく。

「うむ。娘さん……つまり茉耶さんのお母さんじゃな、自分の娘の就職の件で相談したいことがあると言うてな。わしは初めて大原小隊長のご家族に頼ってもらえたことが嬉しくて仕方なかった」

　ちょっと待って！　娘の就職の件って？

　私は町会議員の紹介で津島物産に入社したんじゃなかったの？

「……えっと、確認したいのですが、私が津島物産に就職できたのは、母が会長にお願いしたから……なのでしょうか？」

「その通り。娘さんはできれば受付にと希望されたので、そのように指示しておいた」

「私が受付に配属されたのは、母の希望？」

「そうじゃ。こんな容易なことではなく、もっとほかに望みはないかと聞いたんじゃが、娘さんはそれだけで十分だと言われてな」

　なるほど……宮川先生の姪ではなく、私が受付に配属されたのには、そういう事情があったから。確かに会長の指示なら誰も逆らえない。

「しかも大原小隊長の血を引くお嬢さんとわしの孫が結婚することになるとは……貴志は頼りないヤツじゃと思っていたが、このことに関しては褒めてやらねばならんな。でかしたぞ！　貴志」

　得意げに私の肩を抱く専務に、このことを知っていたのかと訊ねるとニッコリ笑ってうなずいた。

「いつから……、私が、大原源治のひ孫だと知っていたのですか？」

「茉耶を受付で初めて見た後、なぜ君が受付に配属されたのか人事部の部長に確認したら、会長の指示だと言うのですぐに倉田に調べさせたんだ」

「倉田さんに？　じゃあ、専務も倉田さんも初めから知っていたんですね？」

「そういうことだな」

　知っていたのに、ふたりともなにも言ってくれなかったのは……なぜ？

　疑念にかられる私を置き去りに、ここでも結婚話がトントン拍子に進んでいく。でもそれは、私が大原源治のひ孫だからだよね？

　納得いかなかったが、「結婚式にはなにがあっても出席する」と嬉しそうに笑顔を見せる会長の前ではなにも訊けず、ましてや、婚約を解消してほしいなんて、とてもじゃないけれど言える状況ではなかった。

　そしてその複雑な思いは、帰り際、専務が言ったひと言でさらに強くなる。

「親父がなんだかんだ言っても、津島物産の実権を握っているのは祖父だからな。これで俺は間違いなく社長になれるよ」










暴かれた野望と確かな愛




　翌日。

　ベッドから出た私は、ぼんやりとした頭で昨日のことを思い出していた。

　まさか津島物産の会長と母親の実家との間にあんな関わりがあったなんて……。そして、そのことを知らなかったのは私だけ。周りの人たちはみんな知っていたんだ。

　専務と別れてすぐ、母親に電話をして就職の件を確かめてみると、『そうよ』と平然と認めた。

　母親曰く、私に会長のコネだなんて言ったらびびってしまって津島物産には行かないと言うに決まってる。だから秘密にしていたと。

　……確かに、その通りだ。

　そしてもうひとつ、気になっていたことがあった。

　会長に褒められた時の専務の嬉しそうな顔と、『これで俺は間違いなく社長になれるよ』という言葉。

　それになんとなく会長は専務を認めていないような口ぶりだった。

　専務は会長に気に入られるために私と婚約したんじゃないか？

　考えれば考えるほど、そうとしか思えなく、どうしても真実を知りたいという気持ちが強くなっていく。

　だからそのことを確かめたくて夜に倉田さんに電話したけれど、まだ仕事中なのか、留守電になってしまう。【聞きたいことがあります。至急連絡をください】とメッセージを送ったけれど、朝になっても返信はなかった。




　不安な気持ちを抱えたまま会社に行くと、カウンターに一風変わったお客様がやって来た。

　そのお客様は私も知っている有名な女性ファッション誌の記者で、専務に取材をするのだと言う。

　なんの取材だろうと思いつつ専務室まで案内すると、専務自らが取材陣を笑顔で迎え入れた。

「あ、ちょうどよかった！　大沢君も中に入って」

「えっ？　私もですか？」

「あぁ、君も一緒に取材を受けてくれ」

「しゅ、取材？　でも、私は勤務中ですし……！」

「いいから、これは専務命令だ」

　取材なんてとんでもないと思ったが、そう言われたら従うしかない。記者の人たちの後に続き、しぶしぶ専務室に入る。わかっていたことだけど、倉田さんの定位置に彼の姿はなく、それだけで無性に寂しさを感じた。

　ため息を漏らし視線を上げれば、専務が記者の質問に笑顔で答えている。

　企画の内容は、将来有望なイケメンの特集だそうで、総合商社の御曹司であり、次期社長と言われている専務がこの特集のトリを務めることになっているらしい。

「それでは、写真撮影をさせて頂きますね」

　カメラマンがカメラを構えると、専務が振り返って私を呼ぶ。

「彼女は自分のフィアンセなんですよ。一緒に撮ってもらっていいですか？」

「えっ？　この方が津島専務のフィアンセ!?」

　記者のテンションが一気に上がる。

「津島専務が婚約したってことは、まだ公にはされてませんよね？　もしよろしければ、今回の特集でサプライズ発表させて頂けませんか？」

「ほぉ～！　それは面白い提案ですね。ぜひ、そうしてください」

　ちょっと待って。雑誌で発表だなんて……嘘でしょ？

　私は露骨にいやな顔をしたが、記者は断然乗り気だ。

「津島専務のハートを射止めた女性がどんな方なのか、読者も興味あると思いますよ」

　専務は私を隣に座らせ、記者の言葉に大きくうなずいている。

　このままでは本当に私まで雑誌に載せられてしまうと思い必死で断ると、記者は「後で掲載を断ってもいいから、簡単にお話と写真だけでも……」と懇願。専務には「写真を撮るくらい構わないだろ？　それに、雑誌に俺たちの仲睦まじい姿が掲載されれば、祖父もきっと喜ぶよ」とまで言われ、なにも言えなくなってしまった。

　結局、私も取材を受けることになり、戸惑いながら専務とのこれまでについて答えていくと、女性記者がキーボードを打つ手を止め、興奮気味に言う。

「それって、まさしく現代のシンデレラですよね。素敵！」

「シンデレラ……？」

　その言葉がさらに私を憂鬱にさせる。

　倉田さん、どうしてこんな時に出張に行っちゃったの？

「では、最後におふたりが笑顔で見つめ合っているところをお願いします」

　カメラマンのリクエストに応じて笑顔を作ろうとするが、顔が引きつってなかなか笑えなかった。そして記者が取材を終え部屋から出ていくと、専務がデスクから取り出したパンフレットを私に差し出してくる。

「明日、結婚式場を見に行く」

「け、結婚式場？」

「なるべく早く式を挙げたいからな」

　そんな……。このままだと本当に専務と結婚しなきゃいけなくなる……。

　焦りと不安で心が押しつぶされそうになるが、式場のパンフレットをギュッと握り締め、うつむくことしかできなかった。




　そして、次の日。

　やっぱり、このままではいけないと思った私は式場の見学を断ろうと、意を決して専務室に向かった。

　だけど……。

　専務に「式場は社長が懇意にしているホテルで、連絡も済んでいるから顔を出さないわけにはいかない」「深く考えるな。ただ見にいくだけだ」とまくし立てられ、結局、都内の高級ホテルに行くことになってしまった。

　見るだけ……。専務はそう言っていたのに、ウエディングドレスの試着を勧められ、式で出される食事や引き出物の相談。そして今はホテル専属のウエディングプランナーに、チャペルを案内され説明を受けている。

「実際の挙式の装飾を再現しています。どうぞ、ごゆっくりご覧ください」

　式を挙げるカップルのために生花で飾られた深紅のバージンロード。そして目の前にはクリスタルでできた十字架が七色の光を放ち輝いていた。

　まさに永遠の愛を誓うにふさわしい場所。ため息が出るくらい素敵だ。そんなチャペル内を言葉もなくグルリと見渡していると専務が「ここでいいよな？」ってニッコリ笑う。

「あの、見学するだけだったんじゃ……」

「言っただろ？　なるべく早く式を挙げたいって。祖父も年だしな。いつどうなるかわからないし、俺も週明けから忙しくなる。のんびり式場見学なんてしてられない。ここに来る前に茉耶の実家に電話して、ご両親の日程も確認しておいたんだ。親父のスケジュールもあるし、とりあえず十月に式の予約を入れておこうと思ってな」

　……実家にまで電話したの？　私になんの相談もなく勝手に結婚の日取りを決めてしまうなんてひどい！

「専務……私はまだ、この結婚をお受けするとは言ってないのですが……」

「は？　今さらなに言ってんだ？　茉耶は俺の家に挨拶に来て、二千万円もの結納金を受け取ったじゃないか。どう考えても婚約成立だろ？」

　それを言われるとなにも言い返せなくなる。

「今度そんなことを言ったら許さないからな！」

　専務の強い口調に驚いて口ごもるが、専務に対する疑念はさらに深くなっていく。




　そして、険悪な雰囲気のまま専務とホテルの前で別れ、タクシーに乗った時だった。ようやく倉田さんから電話が掛かってきた。

『ずっとスマホの調子が悪くてね、大沢さんからのメッセージを今見たんだよ。悪かった。それで、至急の用とは？』

　あぁ……倉田さん。

　彼の声を聞いた瞬間、嬉しさと安堵で涙が溢れ出す。

　気持ちが高ぶり、なにから話していいのかわからない。とりあえず、専務の実家に行ったことと、今、ホテルの結婚式場を出てタクシーに乗ったところだと伝えた。すると倉田さんが今から会えないかと語気を荒げる。

「今から……倉田さんはどこですか？」

　待ち合わせ場所を聞いてすぐに向かうと即答し、運転手に行き先変更を告げた。




　タクシーを降りて、人混みの中に倉田さんの姿を見つけた瞬間、私は夢中で駆け出していた。

「倉田さん……」

　やっと会えた彼の腕を掴み、込み上げてくるものを必死で堪える。

「専務は社長になるために私を利用しているのですか？」

　震える声で訊ねると倉田さんが小さくうなずいた。

「気づいたようだね……」

　彼のそのひと言で私の疑惑は確信に変わる。

「以前、大沢さんは専務に、宮川先生の姪と大沢さんを間違えたんじゃないかと言ってたよね。あの話を聞いた時、正直、焦ったよ」

「えっ……」

「宮川先生は関係なかったが、専務が社長になるために大沢さんを利用している……それは当たっていたからね」

「あぁ……」

　倉田さんは、私と専務が初めて受付で顔を合わせた後、なにがあったかを話してくれた。




　――人事部の部長に私が受付に配属された理由を聞いた専務は、なぜ会長が私みたいな一社員の人事に口出ししたのかが気になり、倉田さんに調べるよう指示した。

　そして倉田さんは山崎常務からその理由を聞き出した。

「常務にですか？　実の孫である専務も知らないことをどうして常務が？」

「社長が一番信頼しているのは常務だからね。会長から大沢さんのことを頼まれた社長は、常務に任せたんだよ」

「一番って……。それじゃやっぱり、専務は社長に信頼されてないってことですか？」

　倉田さんが少しだけうつむき、苦悩の表情を見せる。

「残念だが、社長も会長も、専務は経営者としては未熟だと思っている。だから専務は会長の信頼を得ようと大沢さんに近づいた。そして……そうしたほうがいいと提案したのは、俺だ」

「えっ？」

　すべての始まりが倉田さんだとわかり、愕がく然ぜんとする。

「俺は専務の秘書だからね。専務に津島物産の社長になってほしいと思うのは当然のこと。だから、そう提案したんだよ」

　けれど専務は『どうしてあんなこけし女と俺が付き合わなきゃいけないんだ』と激怒したそうだ。

　そこで倉田さんは、『大沢茉耶を専務好みの女性にします』と宣言して受付にやって来た。そして、私は倉田さんに連れられ美容院に行くことになる――。

「想像以上に美しくなった大沢さんを見て、専務が興味を示した。これでふたりが付き合えば、俺の作戦は成功……そう思った」

「でも、倉田さんが専務の秘書だからって、どうしてそこまで……？　専務が社長になったら、倉田さんにもメリットがあるんですか？」

　今まで私の質問に即答してきた倉田さんが急に黙り込み、頭をもたげる。

「俺が得することなどなにもない。ただ、俺はなんとしても専務を社長にしたかった。専務を社長にすることが俺の使命だと思っていたから……」

　そして倉田さんは、私と専務が結婚すれば、会長はきっと専務を後継者として認め、次期社長に指名するだろうと言った。

「しかし大沢さんが騙だまされたまま結婚し、後にこのことを知ったら、その時のショックはどれほどのものか……そう思うと黙っていることができなくなったんだ」

　私を利用しようと言い出したのは倉田さんだけど、今では私の身を案じ、専務を裏切ってまで正直に真実を話してくれている。その気持ちはありがたかった。

　でも、これでハッキリした。

　専務が見ているのは私じゃなく津島物産の社長という輝かしい未来。

　そうだとしたら、社長になる夢を叶えたとたん、私は彼には必要のない人間になってしまう。

　そして倉田さんは、あの借金の肩代わりの一件以来、専務が私と倉田さんの仲を疑い出したとため息をつく。

「大沢さんと書類保管庫で会ったあの後、俺は専務に急きゅう遽きょ出張を命じられたんだよ。香港から来るクライアントの接待に同行しろとね」

「えっ？」

「大沢さんの話を聞いて、やっと理由がわかった。専務は俺を大沢さんから引き離したかったんだよ」

　倉田さんのそのひと言でハッとする。

「じゃあ、私を専務の実家やホテルの結婚式場に連れていったのも、倉田さんが出張でいないタイミングを狙ってのこと？」

「おそらく……」

　……専務は倉田さんに邪魔される前にすべてを決めておきたかったんだ。だからあんなに事を急いでいた。

「言い訳ではないが、初めは大沢さんが専務と付き合うのは、君のためにもいいことだと思っていた。次期社長となる男性を拒む女性などいないと思っていたからね。だが、君は違っていた。そして、結果的に大沢さんを苦しめることになってしまった……」

「倉田さん……」

「大沢さんを騙していた俺がこんなことを言うのはおかしいかもしれないが、どうか自分の幸せを一番に考えて決断してほしい」

　私の肩に手を置いた倉田さんが苦悩の表情を見せる。そんな彼を真っすぐ見つめ心の中で自分に問いかけていた。

　私の幸せ……。私の幸せってなんだろう？




　数日後。

　あれから〝私の幸せとはなにか？〟、そのことをずっと考えていた。明確な答えが出たわけじゃないけど、ひとつだけわかっていることがある。そんな打算的な結婚の先に幸せが待っているなんてとても思えない。少なくても愛のない専務との結婚では幸せになれない。

　すると仕事が終わる直前、専務から食事に行こうとメッセージが入った。そのメッセージに返信をして、私は決心したんだ。自分の幸せのために専務との婚約を破棄しようと……。




　待ち合わせの地下駐車場に行き、倉田さんが運転する黒塗りの車に乗り込むと専務行きつけの高級中華料理店に向かう。

　まるでフレンチレストランみたいな白を基調にしたシックな雰囲気の店内。次々に運ばれてくるアワビのステーキやフカヒレの姿煮など、高級食材をふんだんに使った料理が所狭しと並べられ、専務はご満悦だ。

　でも、私は時々倉田さんと視線を合わせては逸らすという行為を繰り返し、なかなか箸が進まない。そして専務が食事を終えトイレに立った時、倉田さんと向き合う。

「大沢さんの幸せがなにか……答えは出た？」

「……はい」

「そうか。じゃあ、俺は席を外そう」

　倉田さんが個室から出ていくと私は膝の上の両手をギュッと握り締め、ひとつ大きな深呼吸をした。

　トイレから戻って来た専務は倉田さんがいなくなったことなど気にも留めず、仕事のことを熱く語り、自分が社長になったら会社の悪しき風習を変えていくんだと力説している。

「歴史がある会社だからな、いろいろ難しいところはあるが、このままでは時代に取り残される。やっと改革の時が来たんだよ。還暦を過ぎた古い考えの連中には退陣してもらって若い力を入れないと……」

　その言葉を聞き、なんだかとても悲しくなった。

　そんな立派な理想があるなら、私を利用しようなんて考えず、正々堂々と会長にそう言えばいいのに……。

「あの、専務、お話があるんですが……」

「俺に話？」

　膝がガクガク震えるくらい緊張していた。でも、言わなきゃダメだと自分に言い聞かせ、専務を見つめる。

「……専務は、私が大原源治のひ孫じゃなくても結婚しようと言ってくれましたか？」

　微笑んでいた専務の顔から笑顔が消えた。

「なぜ、そんなことを聞く？」

「なぜって……専務は私が大原源治のひ孫だと初めから知っていたんですよね。だから興味を持ってくれた……」

「……なるほど。いつも間の抜けたことを言う茉耶が、今日はやけにまともなことを口にするな」

　紹しょう興こう酒しゅを一気に飲み干し、冷めた視線を私に向ける。

「専務は私を利用して社長になろうとしていますよね？　そんな結婚、間違ってます！」

「ほーっ、偉そうなことを言ってくれるじゃないか」

　専務に睨まれ一瞬怯むが、ここで引き下がるわけにはいかない。固く目を閉じ震える声でお願いした。

「私と……別れてください」

「別れる？　本気で言ってるのか？　田舎の娘が津島物産の社長の妻になれるんだぞ？　それだけで十分だろ？　心配するな。金はあるんだ。それなりに幸せにしてやるよ」

　やはり専務はそんな風に思っていたんだ。わかっていたはずなのに、面と向かって言われると悲しくて涙がポロポロとこぼれ落ちる。

　それなりの幸せなんて……。そんなのいらない。

　専務は私の涙を見ても顔色ひとつ変えず、面倒くさそうにため息をつく。

「もう両家の了承も得たんだ。今さらお前がゴネたところで状況はなにひとつ変わらない。それに、破談にするなら結納金も返してもらわないとな。借金まみれのお前の実家に、そんな金用意できるのか？」

「あ……」

「お前たち貧乏人は、貧乏人らしく俺の言うことを聞いていればいいんだよ。そうすれば、一生、何不自由することなく裕福な暮らしができる。そうだろ？」

　ひどい。私はなにを言われても構わないけれど、両親をばかにされるのは耐えられない。

　私が知っている爽やかな笑顔の専務はもういない。ここにいるのは、自分の野望のためなら人の気持ちなんてこれっぽっちも顧かえりみない冷酷な男だ。

「ゆ、結納金はお返しします！　すぐに全額というわけにはいきませんが、必ずお返しします！」

　立ち上がってそう怒鳴ると個室を飛び出していた。もちろん二千万という大金を返せる当てなどなかった。でも今は専務と別れたい。どんなことがあっても別れたい。その一心だった。

　店を出ると倉田さんが入口の横に立っていて、私の腕を掴み「話は済んだのか？」と心配そうな顔をする。

「別れてほしいとは言いました……。でも……」

　倉田さんの顔を見たら張り詰めていた糸が切れたみたいに全身の力が抜け、声さえも掠れて言葉にならない。そんな私の頭を抱え自分の胸に押し付けた倉田さんが低い声で呟く。

「専務が出した条件は？」

　倉田さんにはわかっていたんだ。専務が素直に別れを受け入れることなどないってことを……。

「専務は、婚約を破棄したいなら結納金を返せとか、できもしない条件を出してきたんじゃないのか？」

「あ……どうしてそれを？」

　驚いて顔を上げた私に、彼は淡々とした口調で言う。

「やはりそうか……専務が言いそうなことだ。いいだろう。結納金は俺が用意する」

　さすがに倉田さんにそこまでしてもらうのは悪いと思い、返事に困る。

「もともと、大沢さんに貸すつもりでいたんだ。それに、もう大沢さんが給与振り込みに使っている口座に二千万を送金してしまったからなぁ」

「ええっ！　私の口座に二千万を？」

　倉田さんは私に専務の本心を話したあと、私が専務と別れることを選べば、こうなるだろうと予測して、翌日すぐにお金を振り込んだという。

　なんて人なんだろうと思い、呆然と倉田さんを見つめると「それで大沢さんを失わずに済むなら安いものだ」なんて言うから胸が熱くなる。

　ありがとう、倉田さん。本当に、ありがとう。倉田さんに迷惑を掛けることになってしまったのは申し訳ないけど、これで専務との婚約を解消できる。

　そして倉田さんは私に、二千万は預金小切手に替えてひとりで専務に返しに行くようにと伝えた。

「俺が関わっているとわかれば、専務は金を受け取らない可能性がある。そうなると厄介だからね。できるか？」

「……はい」

「大丈夫。大沢さんはきっと幸せになれる……」

　なんの根拠もない言葉だった。どうして倉田さんにそんなことがわかるんだろうって不思議に思う。

「専務が出てくる前に帰ったほうがいい」

　倉田さんはそう言うと、素早く車道に身を乗り出しタクシーを止めてくれた。

　タクシーに乗り込むとき、さっきの言葉の意味が気になって聞いてみると、ドアが閉まる直前、彼が微笑みながら、けれどキッパリと言ったんだ。

「俺が――幸せにする」

「えっ？」

「言ったはずだ。大沢さんを失いたくないと――」

「倉田……さん」

　彼の名を呟いたのと同時に車のドアは閉まり、倉田さんはいつもの鉄仮面みたいな無表情に戻っていた。私は窓ガラスに張りつき、彼を凝視する。

　本気なの？　ほんとに倉田さんが私を幸せにしてくれるの？

　嬉しかった。今まで生きてきて、こんなに胸が締め付けられるほど嬉しい言葉を聞いたことはない。

　タクシーが走り出し、倉田さんの姿が視界から消えても前を向くことができず、目に焼き付いた彼の残像を、瞬く街明かりに重ねていた。




　翌日。

　仕事を終えた私は専務に大事な話があると電話し、倉田さんから言われた通り、二千万円の預金小切手を持って専務室に向かった。

　緊張気味に専務室に入り、大きなデスクの前に立って一礼すると専務は怪け訝げんな表情で私を見上げる。

「俺になんの用だ？」

「や、約束のものを持ってきました」

　震える手でデスクの上に預金小切手を置き、再び頭を下げると専務は私をチラッと見て小切手を手に取った。

　するとみるみるうちに顔が強張り、眉が吊り上がっていく。

「これは……！」

「専務が返せと言った結納金です。全額お返しします」

　不穏な空気が流れ、沈黙が続く。私は緊張で立っているのが精一杯。

　一刻も早くこの場を去りたい。もう限界だ……。

　たまらず「約束は守りました！　これで婚約は解消してください！」と叫ぶと専務室を飛び出していた。

　終わった……。これで専務とは結婚しなくていいんだ……。

　早く倉田さんに報告したくて、もつれる足でエレベーターに飛び乗る。そしてそのまま会社のビルを出て駅まで走った。しかし、電車に乗り込んだ後もなかなか体の震えは止まらず、呼吸が荒くなっていく。




　倉田さんと待ち合わせをしているのは、会社から離れた高級ホテルのラウンジ。高級車が連なる車寄せを抜けて、ホテルの中に入って行くと左手にソファが並ぶラウンジが見えた。その一番手前に座っていたのは……。

「あぁ……倉田さん」

　優しい笑顔が私を待っていてくれた。

　夢中で駆け寄り、人目も気にせず飛びつく私を倉田さんは難なく受け止め強く抱き締めてくれる。

「ちゃんと婚約を解消してほしいって言えたか？」

　泣きそうな顔でコクリとうなずくと倉田さんは優しい笑みを浮かべ、「ひとりでよく頑張った。褒めてあげないとな」そう言って私の頭をクシャリと撫でた。

　でも、ホッとしたのもつかの間、呼吸がさらに荒くなり、どんなに息を吸い込んでも苦しくて目の前の倉田さんの顔が霞かすんでいく……。

「くら……た……さん」

「大沢さん？　おい、どうした？」

「く、苦しい……」

　大きく肩で息をしながら倉田さんにもたれ掛かったのは覚えてる。でも、そこから先の記憶は、ない――。




「んんっ……」

　重い瞼を開けると見覚えのない真っ白な天井が見え「ここは……どこ？」と呟くと頭上から「ホテルの部屋だよ」という倉田さんの声が聞こえてきた。

「えっ？　ホテルの部屋？」

　ぼんやりしていた頭は一気に覚かく醒せいしたが、なにがどうなってホテルの部屋にいるのかがわからず、慌ててベッドから飛び出して辺りを見渡す。

　私がいたのは、ブルーでまとめられた、モダンでおしゃれなだだっ広い部屋。そこに私がさっきまで寝ていたキングサイズのベッドが鎮座していて、目の前の大きな窓からは高層ビル群が一望できる。

「な、なにここ……すごい部屋……」

「あぁ、この部屋はロイヤルスイートだからな」

「ロ、ロイヤルスイート？」

　今までも、そしてこれからも庶民の私にはまったく縁がないと思っていた高層階にあるロイヤルスイートと聞き、思わず興奮してしまった私は、部屋の中を駆け回り、すべてのドアを開けて中を確認する。

「うわっ！　倉田さん、見てください。ここ、ジムまである」

　黙って私の様子を窺っていた倉田さんが「それだけ飛び跳ねることができるなら、もう大丈夫だな」と苦笑いを浮かべた。

「あ、そうでした。私、どうしちゃったんだろう……」

「過呼吸になって、ラウンジで倒れたんだよ。専務相手にやり合ったんだ。相当なストレスだったんだろうな」

　倉田さんは私をベッドの縁に座らせ、背中を擦ってくれる。

「確かにすごく緊張したけど、倉田さんがいてくれたから勇気が出ました。でも二千万円のことは、本当にすみません」

　改めて結納金のことを詫びると、ふとあのことが思い出された。

「あの、実は、気になっていたことがありまして……」

「んっ？　なに？」

「書類保管庫で倉田さんとうちの借金の話をした後のことです。私がエレベーターに乗った時、倉田さんなにか言いかけましたよね？　『大沢さん、どうやら俺は』って。その続きはなんだったのですか？」

「ほーっ、あの時、言ったことを覚えていたのか？」

「あの、えっと～、別にいいんですけどね。途中だったから続きがちょっと気になっただけで……」

　それは嘘。ほんとはすごく気になっていた。

　ドキドキしながら倉田さんの言葉を待っていたら、彼が私の肩を抱き、囁くように言ったんだ。

「――大沢さん、どうやら俺は……君を好きになってしまったようだ。そう言うつもりだった」

「あ……」

　私を……好き？

　初めて言われた〝好き〟に動揺してしまい、また過呼吸になりそうだった。

　でもあの時、その言葉を聞けていたら、私はきっと専務との食事会を断っていた。そんな気がする。

「……私もです。私も倉田さんのことが……」

　でも、そこまで言いかけて次の言葉が出てこない。

　ただひと言〝好き〟と言うだけなのに、そんな言葉を口にしたことがなかったから堪らなく恥ずかしくて、喉の奥のほうで〝好き〟がモゾモゾ蠢うごめいて出てきてくれない。

　そうこうしていると倉田さんが不意に私の前髪をかき上げ、額にそっと唇を押し当ててくる。

「あっ……」

「……俺のことがなに？」

　額に感じる柔らかくて温かい感触に体中が甘く痺れ、心が大きく揺さぶられた。

　そして、額から彼の唇が離れると私たちの視線は自然に絡み合い、再びなにかに引きつけられるようにお互いの顔が近づいていく――そして、フワリと唇が重なった。

　あぁ……これが、キスなんだ……私のファーストキス……。

　倉田さんの唇は思っていた以上に柔らかく、慣れた感じで私の唇を弄もてあそぶ。そうかと思えば、息が止まりそうなくらい激しく貪るようなキスで私を翻ほん弄ろうした。

「……そろそろ、さっきの続きを聞かせてくれないか？」

　ほんの一瞬唇が離れると彼は私の〝好き〟を催促してくる。

　だから次に唇が離れた瞬間、勇気を出して「……す、きっ……倉田さんが大好き」と初めて正直な気持ちを言葉にした。

　生まれて初めて、男性に好きって言っちゃった……。

「焦じらすだけ焦らして……値打ちのある『好き』だな」

　倉田さんはそう言うと満足気に微笑み、また私の唇を塞ぐ。

　長いキスが終わると倉田さんは「倒れるくらい辛い思いをさせて悪かった」と強く抱き締めてくれた。

「いえ、私が優柔不断だったから専務に押し切られてあんなことに……。でも、倉田さんのおかげてすべて解決しました。本当にありがとうございました」

　抱かれたままペコリと頭を下げると倉田さんが首を振り、すべて自分のせいだとため息を漏らす。

「俺が専務に大沢さんを利用しようと言わなければ、君にこんな辛い思いをさせずに済んだのに……」

　苦悩に満ちた彼の表情を見ていると、どうして倉田さんは、そこまでして専務を社長にしたかったんだろうという疑問が湧いてくる。前に聞いた時は、専務秘書だから当然だって言っていたけど、なんだかそれだけじゃないような気がして……。

　その疑問を口にすると、倉田さんは「大沢さんを巻き込んでしまったんだから、話すべきなのかもしれないな……」と真顔で呟いた。

「教えてください」

　私の言葉にうなずいた倉田さんが「少し長くなるが……」と前置きして語り出す。

「専務は表面上、俺を信頼しているように振る舞っているけれど、本心は違う。俺を憎んでいるんだ」

「専務が、倉田さんを憎んでる……？」

「あぁ、専務がこの世で一番憎いのは、おそらく……俺だろうな」

「なぜ？　どうして専務は倉田さんを憎んでいるのですか？」

「それは、俺が専務の兄だから……。津島貴志と俺は実の兄弟なんだよ」

　倉田さんと専務が……兄弟？　まさか、そんな。

　衝撃的な告白にまばたきするのも忘れ、倉田さんの顔をまじまじと見つめる。

「俺には、生まれた時から父親がいなかった。いわゆる母子家庭ってやつだ」

　倉田さんの母親には結婚を約束していた男性がいたのだけど、その男性の親に結婚を反対され、お母さんは泣く泣く身を引いたそうだ。

「どうして結婚を反対されたのですか？」

「俺の母は銀座でホステスをしていて、世間体が悪いと言われたんだ。母は、病弱な両親を抱え、治療費のために夜の仕事をしていたと聞いている」

　倉田さんが、母親の若い頃を知る人に聞いた話によると、普段の母親は華やかな銀座で働いているようにはとても見えない、地味で目立たない女性だったが、ひとたびお店に出ると銀座一と言われるほどの美しい女性だったそうだ。

　そんな母親がいる店に、会社の接待でたまたま倉田さんの父である津島物産の現社長が来店し、美しく控えめなお母さんに惹かれたという。

「ふたりは結婚を約束したが、それが会長の耳に入って大反対された。時を同じくして、入院していた祖母に手術が必要になったんだが、母は莫大な手術費用が払えず困っていたそうだ。そこに、会長が資金援助をすると言ってきたんだよ」

「……それじゃあ、倉田さんのお母さんは、愛する人を諦めて、家族のために？」

「あぁ……」

　しかし、別れた後に妊娠していたことに気づく――。

「それが、倉田さんですか？」

「……そう、母は父に妊娠した事実を告げず、俺を産んだ」

　そして倉田さんが三歳になった時、突然見知らぬ男性がやって来て倉田さんは母親から引き離された。わけがわからぬまま連れていかれた家で待っていたのは、母親と同じくらいの年齢の美しい女性。

　その女性は、倉田さんに言ったそうだ。『今日から私があなたのママよ』と……。

　幼かった倉田さんは戸惑い、自分の家に帰りたいと泣き続けた。

　そんな倉田さんを女性は抱き締め『ごめんね。許してね』と何度も詫びたそうだ。

「俺を引き取ったのは父だった。いや、正確には俺の母との結婚を反対し、両親を別れさせた祖父だった」

「あ、その祖父って、会長？」

「そう。会長は母が子供を産んだことを知っていて、父に俺の存在を話し、引き取るように命じたんだよ」

「でも、倉田さんのご両親を無理やり別れさせたのに、どうして急に倉田さんを引き取る気になったのですか？」

「父は母と別れてすぐ、会長の秘書だった女性と結婚していたんだが、なかなか子供に恵まれなかったんだ。このままでは津島物産の跡継ぎがいなくなると心配した会長が、唯一の孫である僕に白羽の矢を立てたというわけだ」

　つまり倉田さんのお母さんは、一度ならずも二度までも、大切な人を奪われたということ。お母さんの気持ちを考えると胸が痛くなる。

「あの会長がそんなひどいことをする人だったなんて……。信じられない」

「会長も必死だったんだろう。跡継ぎがいなくなるということは津島物産にとっても大問題だからね。しかし幼い俺には大人の事情など理解できず、母と引き離された悲しみで周りの大人に心を開くことはなかった。でも、ひとりだけ、俺が心を許した人がいた」

　それが社長の妻、君華さんだった。君華さんは倉田さんをまるで我が子のようにかわいがってくれたそうだ。

「子供ができないということだけでも辛いのに、夫がかつて愛した女性の子供を育てなければならない。普通なら耐えられないことなのに、君華さんは文句ひとつ言わず、俺を育ててくれた」

　しかし、ようやく倉田さんが津島家に馴染んできた頃、君華さんが妊娠する。生まれたのは男の子。その瞬間、倉田さんは厄介者になってしまった。

「生まれた男の子が、専務……」

「そういうことだ」

　専務が産まれると今まで優しくしてくれていた親戚の人たちは態度を豹ひょう変へんし、口を揃えて跡取りは本妻の息子である専務にすべき、倉田さんを実母の元に返せと言い出した。

　会長も同じ意見だったけれど、倉田さんを返すことに大反対した人がいた――それは、社長と君華さん。

「君華さんは、自分が子供を産んだせいで俺が追い出されることになったと思ったんだろう。泣きながら会長にすがり、今まで通り、俺を自分の息子としてここに置いてほしいと懇願したんだ」

　君華さんのおかげで倉田さんは引き続き津島家で暮らせることになったのだけど、それ以来、倉田さんは自分を大切に思ってくれている君華さんには迷惑は掛けられないと、ひたすら頑張った。

　勉強でもスポーツでもつねにトップでいなければならない。優等生でいることが使命。そうやって自分自身にプレッシャーをかけてきた。

　だが、そんな優秀な兄を持った弟は、兄と比べられて卑屈になっていく。

「俺は、君華さんの喜ぶ顔が見たくて必死だった。でもそれは結果的に、貴志を追い詰めることになってしまったんだよ。貴志は小学生になった頃から徐々に反抗的になり、学校でもたびたび問題を起こすようになってね」

「専務がですか？」

「あぁ。とくに君華さんには反発していたな。実の子供の自分より俺を可愛がっていると思ったんだろう。母親を取られた……そんな風に感じていたのかもしれない」

　そして、倉田さんが超難関の高校に入学が決まり、家族でお祝いをしていた時、突然専務が暴れ出し、倉田さんに殴り掛かってきた。

「君華さんの子供じゃない俺が君華さんを母と呼び、この家にいるのはおかしい。津島の跡継ぎは自分だから出ていけと……」

　社長は烈れっ火かの如ごとく怒り、君華さんは泣き崩れた。そしてその様子を見ていた会長が倉田さんに言ったそうだ。

　津島家を壊すような人間は、この家を去れと――。

　社長と君華さんは反対したが、倉田さんは津島の家を出る決心をした。

　このまま自分がここにいれば、みんなを不幸にする。弟のために、ここを出ていこうと。

　倉田さんは再び実母の元で暮らすことになる。

　しかし、心のどこかで、自分は母親に捨てられたんじゃないかと思っていた。けれど、母親は倉田さんが戻ったことをとても喜んでくれ、またかつてのような母子の生活が始まった。

　けれど、ささやかな幸せも束の間、倉田さんの母親は病に侵され余命いくばくもない状態であることがわかる。

「短い間だったけれど、母とふたりで過ごせてよかったと思っているよ」

「……倉田さんのお母さんは、倉田さんを手放したことを後悔していなかったのですか？」

「さぁ、それはどうだろうな。でも、母は俺が津島の家に行ったほうが幸せになれると思って父に俺を託したと言ってたし、俺をここまで立派に育ててくれた父と君華さんに感謝していると涙を流していたからね。でも俺は、どんなに貧しくても母と一緒にいたかったな……」

　目を細めた倉田さんのまつ毛が微かに震えている。きっと倉田さんは君華さんを慕いながら、心の奥底では母親を求めていたんだ。

　そして母親が亡くなった後、社長から家に戻ってくるよう言われたが、それを断って学校の寮に入った。

　これで津島の家とは縁が切れたと思っていたが、大学の卒業を間近に控えた二月、会長から連絡があって津島物産に入社しろと言われたそうだ。

「会長から……ですか？」

「そう、いずれ貴志が津島物産に入社する。その時、弟をしっかり支えられるように準備をしておけと言われてね」

「倉田さんを追い出しておいて、そんな勝手な……」

　当然、倉田さんはその申し出を断った。けれどその後、君華さんから連絡があり、津島の籍は抜けても倉田さんは社長の息子なのだから、津島物産で頑張ってほしいと乞われて心が揺れた。

「君華さんの頼みでは断れないからね」

　結局、倉田さんは津島物産に入社し、身分を隠して必死で働いた。

　そして君華さんに久しぶりに会いたいと呼ばれ、津島家で食事をすることになったのだけど、倉田さんが来ることを知らされていなかった会長が厳しく叱責したそうだ。

『津島家を出たお前がどうしてここにいる？　この家の敷居をまたぐことができるのは津島の者だけだ』と。

　やはり自分はここにいてはいけないと思い、席を立つと、君華さんが悲痛な表情で謝ってきた。

　津島物産に入社することを勧めた自分が間違っていた。もう倉田さんに辛い思いをさせたくないから会社を辞めてもいい、自由に生きていいと……。

　自分のアパートに帰る道すがら、倉田さんはなぜか涙が止まらなかった。当時の倉田さんにはその涙の理由がわからなかったのだけど……。

「今ならその理由がハッキリわかる。俺は、会長に認めてもらいたかったんだよ。貴志だけを可愛がる会長に、自分も同じ孫だと認めてほしかった――」

　そして倉田さんは津島物産を辞め、海外に留学した。

「アメリカで十年生活して、もう日本には帰ることはないだろうと思っていたんだが、山崎常務から電話があってね」

「えっ、どうして常務から？」

「前にも話したと思うが、山崎常務は社長が一番信頼している人物。常務にはプライベートについてもすべて相談していたんだよ。だから俺のことも承知していた」

　山崎常務からの電話は、君華さんが余命宣告されたという驚愕の内容だった。倉田さんは急いで日本に舞い戻り、君華さんが入院している病院に向かった。

「俺は自分を責めたよ。まだ君華さんになんの恩返しもしていなかったからね。それからは毎日、専務の隙を見計らって病院に通った。貴志に知られたら来るなと言われるのは明らかだったからね」

　そして、最期の時が訪れる。

「ちょうど俺が病院にいる時に君華さんの容体が急変して息を引き取ったんだよ。君華さんは亡くなる直前、俺の手を弱々しく握りながら言った。『貴志を頼む』と……それが最期の言葉だった」

「専務を……頼む？」

「その言葉を聞いた時、俺は再び津島物産に戻ろうと決意した。君華さんから受けた恩を返すため、津島物産に戻って全力で貴志を支えようと……」

　その申し出に社長は喜んでくれたが、専務は違っていた。一度辞めた人間を再び雇うなどありえないと納得しなかった。それでも倉田さんが諦めず頼み込むと、専務は無謀な条件を出してきた。

　それは、専務の言うことには絶対服従。なにがあっても専務を優先し、専務が社長になるまでは、自分が兄であるということを忘れて尽くすこと。それができれば入社を認めるというものだった。

「――そんな無茶な条件を呑んだのですか？」

「もちろん呑んださ。俺は貴志を社長にすることが君華さんへの恩返しだと思って、ずっと今まで尽くしてきたからね」

　あぁ……だから倉田さんは一生懸命だったんだ。

「今までその気持ちが揺らいだことは一度もなかった。だが、大沢さんに出会って俺の気持ちは大きく揺れた」

　倉田さんの瞳が熱を帯びやるせない吐息が漏れる。

「初めは君と貴志が結婚するようにと手を尽くしてきたが、徐々にそれが苦痛になってきたんだよ。大沢さんが貴志の誘いを拒否しマンションを出ようとしいてた時、本当は君を帰してあげたかった。……いや、本心はベッドに押し倒した時、あのまま大沢さんを抱いてしまいたかった。しかしそれは許されないことだったから……」

　天井を見上げ、ため息を漏らす彼を見て私の心は乱れた。

「専務を裏切ってしまったこと……本当に後悔していませんか？」

　おそるおそる聞いてみると倉田さんは「後悔はしていない」と笑顔で首を振る。

「大沢さんは俺に人を愛するということを教えてくれた。すべてを捨てても愛し抜きたいという気持ちを……だから後悔なんてしないよ」

　倉田さんがこんなに情熱的な人だったなんて。

　胸がいっぱいで言葉にならない。だから、そっとベッドの上の彼の手に自分の手を重ねる。すると、倉田さんが「さっきの母と父の馴れ初めを聞いてなんとも思わなかった？」と訊ねてきた。

　初めはなんのことかわからなかったけど、改めて思い返してみてハッとする。

「私と倉田さんのお母さん……似てる？」

「そう、大沢さんと母は似ている……。地味で目立たない存在だったということも、実は美しい女性だったということも。そして、家族のために自分を犠牲にすることをいとわなかったというところもね」

「あぁ……」

「今思えば、入社式で大沢さんを見た時、妙に心がざわついたのは、親しみを感じたからなのかもしれないな。だから、どうしても君をほおっておけなかった……」

　そして倉田さんは、会社で私と再会した時、入社式での出来事に一切触れなかったのは、私を専務の彼女にすると決めた後だったから、私を意識しないようわざと忘れた振りをしたんだと説明してくれた。

「だが、結局、自分の気持ちを抑え切れなくなってしまった……」

「倉田さん……」

　照れたように笑う彼が心の底から愛しいと思った。

「だからこそ、そんな大沢さんには辛い思いはさせたくなかった……」

　息が止まりそうなくらい強く抱きすくめられ、耳元で倉田さんの声が優しく響く。

「先にシャワーを浴びてきて……」

「えっ？　なんでシャワー!?」

　意味がわからず、キョトンとしている私に向かって吐き出される大きなため息。

「……どうやら大沢さんには、ハッキリ言わないと伝わらないようだな」

「はぁ……」

　あきれ顔の倉田さんが私を真っすぐ見据え、今度は大声で言う。

「君を抱きたいから、先にシャワーを浴びてきてくれないか？」

「だ、抱きたい!?」

　どどど、どうしよう……。体がガチガチに固まり、定まらない視線はぎこちなく宙を漂う。

　でも、私の中でもうひとりの自分が、覚悟を決めろと叫んでいた。

　そうだ！　今こそ決断の時。好きな人に抱かれるのは自然なことだもの。倉田さんを拒む理由などなにもない。

　一大決心をして、おぼつかない足取りでバスルームに向かうが、やはりこの先のことを考えると緊張で体が強張る。どうしよう。シャワーを浴びたら、私たちは……ドキドキが止まらない。

　そんな調子でシャワーを浴びていたから、なかなかバスルームから出ることができず、かれこれもう一時間以上、シャワーを浴びている……。

　と、その時、シャワールームの扉をノックする音が聞こえてきた。

「大沢さん、生きてる？」

「す、すみません。今出ます！」

　しかし、私がそう返事をした時にはバスルームのドアが開いていて、湯気に霞んだ倉田さんの姿が見え隠れする。

「く、倉田さん……」

　彼は服を着たまま浴室に足を踏み入れ、あきれたように言う。

「君はまた、俺を焦らして楽しんでいるの？」

「そんなつもりじゃ……」

　思わず彼に背を向けて身を屈めるけれど、倉田さんはそんな私を後ろから包むように抱き締め、背中にそっと唇を押し当ててくる。

　濡れた肌に感じる彼の熱い吐息に身震いし、のぼせ気味の頭がクラッとした。

「こっちを向いて」

「あ、でも……」

「いやなら、このままホテルを出てもいいんだが。どうする？」

　いきなり引いん導どうを渡され言葉に詰まる。

　正直なところ倉田さんに裸を見られるのは死ぬほど恥ずかしいし、未知の経験をするのは怖い。でも……このままなにもないまま帰ったら絶対に後悔する。そう思ったから――。

　羞恥で熱く火照った顔で振り返るとすっかりずぶ濡れになった彼の胸に顔を埋めた。

　倉田さんの心臓の音が軽快なリズムを刻み、私の胸の奥まで響いてくる。いつしかそれは私の鼓動と重なり、溶け合ってひとつの大きな響きとなって体中を駆け巡る。

　シャワーのしぶきに目を細め、彼を見上げると倉田さんは私の体を離し、素早く服を脱ぎ棄て、たくましくしなやかな筋肉質の胸に再び私を抱き寄せた。

　濡れた肌と肌が触れると密着した部分がジンジンと痺れ、今まで感じたことがなかった感覚にゾクリと鳥肌が立つ。でもそれは、決して不快ではなく、むしろ悦びだった。

　そして、濡れた前髪を指で丁重にかき上げた倉田さんが柔らかな笑みを浮かべると私をバスルームから連れ出し、大きなタオルで濡れた体を包んでくれる。

　そのまま私を鏡の前に座らせ、ドライヤーを手に取った。

「綺麗な髪だな……まるで絹シルクみたいだ」

　髪を梳すく長い指が頬に触れるたび、甘い疼きが電流のように伝わってきて、ポワンとした顔のまま、鏡に映る彼の姿を盗み見る。その時、倉田さんが不意に顔を上げたものだから、鏡越しにしっかり目が合ってしまった。

　恥ずかしくて慌てて視線を逸らし、うつむいた直後、ドライヤーの音が止まり、ゆっくり頭を撫でられる。

「こんなに触り心地のいい髪は初めてだ……」

「えっ？」

　その何気ないひと言が苦しいくらい胸を締め付けた。

「……倉田さんは以前にも、こうやって女性の髪を乾かしたことがあるんですか？」

　再び鏡越しに目が合った倉田さんがクスリと笑う。

「まさか……俺が初めてだとでも思っていたの？」

「あ、いや……ただ、倉田さんはばかがつくくらい真面目な人だから、そういうことはあまりしないのかと……」

「今からそういうことをしようとしてるのに？」

「あっ……」

「それと、ばかをつけるのはやめてくれないか」

「す、すみません」

　余計なことを言ってしまったと思い口をつぐむくと、いきなり抱き上げられ、連れていかれたのは、広いベッドの上。

「大丈夫。大沢さんが怖がるようなことはしないから……」

　無言でコクリとうなずくが、まだ完全に羞恥と恐怖が消えたわけじゃなく、無意識に肩をすくめ、腕で胸を覆っていた。

　そんな私を気遣うように、彼は決して焦らず、まるでガラス細工を扱うように大切に愛してくれた。ゆっくり時間をかけて未開の心と体を解きほぐしていく。だから初めて体験した激しい痛みは長くは続かず、いつしか快感を追いかけていた。

「あぁ……倉田さん」

　一番深いところで倉田さんを感じ、愛する人とひとつになれたという悦びに幸せを感じながら、彼の色に染まっていく――。

　本当だね。怖くない……倉田さんだから怖くなかったよ……。

　解放され、満たされた心とまだ彼の余韻が残る体に容赦なくキスを散りばめられ、幸せに浸っていたのだけど、彼に抱かれた後だからこそ、気になることがあった。

「倉田さんは、過去の女性にも、私にしてくれたみたいに優しくキスしたり、抱き締めたりしたんですよね？」

　そんなの当たり前だと思ったけど、聞かずにはいられなかった。

「君が嫉妬してくれるとは……嬉しいね」

　嫉妬？　あぁ……そうなんだ。この胸の痛みが嫉妬なんだ。

　彼のひと言で、私は名前も顔も知らない女性に妬いていることに気づいた。過去に倉田さんの肌に触れ、抱き締められた女ひ性とがいたというだけで悲しくなる。

「倉田さんが付き合った女性は、さぞかし素敵な人なんでしょうね」

　男性経験が豊富な女性なら、ここで平静を装うこともできたのだろうが、恋愛初心者の私は動揺を隠すことができず、完全に声が震えていた。

「あぁ、確かに素敵な女性たちだったが、そこに愛があったかと言われると自信がない。大沢さん以上に魅力を感じた女性はいなかったからね」

　そう言われても、なんだか複雑で素直に喜ぶことができず横を向いていると強引に上を向かされる。

「嫉妬なんかしなくても大丈夫だよ。これから先、俺が大沢さん以外の女性に触れることは絶対にない。その代わり、俺も大沢さんを独占する。いいね？」

「あ……」

「他の男には、絶対に触れさせない……」

　いつも冷静な彼が感情をあらわにした姿は私の女心を激しく揺さぶり、自分でも気持ちが高こう揚ようしていくのがハッキリわかった。

「倉田さんだけです……倉田さんじゃなきゃ……いや」

　今までの自分が嘘のように臆おくすることなく正直な気持ちを言葉にし、たくましい体を力一杯引き寄せると、彼が私の耳を甘噛みしながら囁く。

「そんなことを言われたら、終わったばかりなのに、また欲しくなる……」

　嬉しいような恥ずかしいような、いろんな感情が入り混じり、熱い吐息が漏れる。

　その直後、さっきとはまったく違う荒々しいキスが降ってきて、初めて倉田さんに「……茉耶」と下の名前で呼ばれた。

　その瞬間、なんとも言えない幸福感に体が溶けてしまいそうになった。

　専務にそう呼ばれた時はなんとも思わなかったのに……好きな人に呼ばれるとこんなにドキドキするものなの？

　私は、たくさんの初めてを教えてくれた愛しい人を抱き締め、何度も「好き……」と声を上げていた――。










愛するがゆえの自己犠牲




　翌日は土曜日だったので、私たちはそのままホテルに泊まり、チェックアウトギリギリの午前十時にホテルを後にした。

　ホテルを出れば倉田さんと別れなきゃいけないと思うと寂しくて、彼のスーツの裾をつまんでいたら倉田さんがあきれたようにフッと笑い、ドライブに誘ってくれた。

「えっ、ほんとですか？」

「そんなすがるような目で見つめられたら、帰れないだろ？　それに、俺も茉耶と一緒にいたい」

「倉田さん……」

　また今日も一日、倉田さんと過ごせると思うと嬉しくて堪らない。

「で、どこに行きたい？」

「私、山育ちだから海とか行ってみたいです」

「じゃあ、茅ヶ崎海岸にでも行くか」

「はいっ！」

　レンタカーを借りて、湘南方面に向かう。そして、もうすぐ目的地の茅ヶ崎海岸に到着するという時、倉田さんがコンビニに立ち寄った。

　車の中で彼を待っていると、ふと専務と婚約を解消したことを実家の両親に報告していなかったことを思い出し、鞄の中からスマホを取り出す。

　いきなり婚約破棄だなんて言ったら驚くだろうから、やんわりそれらしいことを匂わした後に、ちゃんと説明しよう。

　そんなことを考えながら気合を入れて母親に電話すると、相変わらずの大きな声が聞こえてくる。

『茉耶？　どうしたの？』

「うん、ちょっと話があって……専務のことなんだけど……」

『貴志君のこと？　貴志君は元気にしてる？』

「う、うん」

『こうやって農業を続けられるのも借金を肩代わりしてくれた貴志君のおかげだものね～。貴志君がいなかったら、借金を返せず、路頭に迷っていたかもしれない、お父さんもおばあちゃんも、みーんな感謝してるわ』

　母親が専務のことをベタ褒めするからなかなか言い出せない。

　私の幸せをあんなに願ってくれていた母親が専務の本当の狙いを知ったらどう思うだろう。

　……それも、実家の借金を形かたに婚約を強要され、あげく田舎者の貧乏人扱いされていることを聞いたら、ショックを受けるだろうな。

　そう思った時、ある疑問が頭を掠めた。

　どうして母親は、東京の実家にお金を借りに来て断られた時、津島物産の会長を頼らなかったんだろう？　母親が頼めば、会長は喜んでお金を貸してくれたはず。そのことを訊ねると……。

『間違いなく貸してくれたでしょうね。でも、私の亡くなった父親の顔がチラついて会長さんを頼ることができなかったのよ』

　お母さんの父親ってことは、大原源治の息子。私のおじいさんだ。

『私が小さい頃、父さんは戦争で亡くなった自分の父親の話をよくしてくれたわ。父親は立派な人だったって……でも、それ以上に立派だったのは、戦後の貧しい時代に幼い自分を必死で育ててくれた母親だったってね』

　ひもじい生活に耐えられなくなったおじいさんは、ある時、ひいおばあさんに会長に助けてもらおうと泣いて訴えたことがあるという。

　その時、ひいおばあさんは『お父さんが死んだのは津島さんのせいじゃない。戦争で死んだんだ』と激怒し、そして『人の弱みにつけこんで、施しを受けようなんて卑怯なことを考える人間にだけはなるな』とおじいさんを叱った。子供ながらにおじいさんは自分を恥じ、これから先は誰にも頼らず生きていこうと決めたそうだ。

『だからね、自分が困っている時に津島さんって人が現れても、決して頼ってはいけない……そうきつく言われていたのよ』

「だから、会長を頼らなかったんだ……」

『そういうこと。でもね、茉耶の就職のお願いくらいなら死んだ父さんも許してくれるんじゃないかなぁ～って思ってね』

　ケラケラ笑う母親にあきれてしまったが、おじいさんの言いつけを破ってまで東京に来させてくれた母親に感謝していた。だって、そのおかげで倉田さんと出会えたんだもの。

「……お母さん、ありがとね」

　そう言った時、倉田さんが血相を変えて車に戻って来た。

「茉耶、申し訳ないがドライブは中止だ。会長が……」

　聞けば山崎常務から、会長が病院に運ばれたと連絡があったという。

「持病の心臓みたいだ。辛うじて意識はあるそうだが、危うい状況らしい」

「会長が？」

　驚いて、スマホが手から滑り落ちそうになる。そのスマホからは、突然会話が途切れたことを不思議がる母親の大声が響いていた。

「お母さん、ごめん、また電話する」

　今はそれどころじゃないと電話を切り、倉田さんと東京へ向かう。

「年も年だし、手術は体力的に無理らしい。覚悟をしておいたほうがいいそうだ」

　よっぽど会長のことが心配なんだろう。倉田さんの横顔は鬼気迫るものがあり、車内に緊張感が漂う。私たちはほとんど会話を交わすことなく都内に戻って来た。

　首都高速を下り、会長が運ばれたという病院近くの赤信号で車が停車すると、倉田さんは祈るように瞼を閉じ、小さなため息をつく。

　その時、再び常務から着信が入る。私も、そして倉田さんも、最悪の事態を想像して息を呑んだが、電話の内容は会長が持ち直したという朗報だった。

「……よかった。このまま会えなくなったら、後悔するところだった」

　倉田さんは緊張の糸が切れたみたいに放心し、信号が青に変わってもしばらく車を発進させることができず、後ろの車にクラクションを鳴らされ、やっと動き出した。私もずっと体に力が入っていたから一気に脱力して疲れがどっと押し寄せる。

「とんだドライブになってしまったな。すまない」

「いえ、気にしないでください」

　結局、その日はそのまま自宅マンションまで送ってもらい、倉田さんと別れたのだった。




　それからしばらくして、私は倉田さんに、私たちの関係を秘密にしてほしいと伝えた。

　私と専務が破談になったことはまだ誰にも知られていない。でももし倉田さんとのことがバレて噂になれば、専務がどんな行動に出るか想像もつかない。時間が経てば専務の気持ちも落ち着いてくるだろうし、私を利用して社長になろうとしていたことがばかげたことだったと気づくはず。だから、もう少し今の状態を維持していたかった。

　現に、結納金を返してからの専務は少し変わったように思う。出社時、エントランスは通らず、直接車で地下駐車場に向かうようになり、私と専務は顔を合わせることはなくなった。

　そしてなにより心配だったのは、倉田さんのことだ。専務と別れた直後に、私が倉田さんと付き合ったことが専務の耳に入れば、倉田さんがいったいどんな仕打ちを受けるか……。

　当の倉田さんは、ほぼ毎日、専務と行動を共にしている。おまけに同居までしているから仕事終わりに会うのは至難の業で、専務にプライベートの用事がある時を除いて、ふたりきりでゆっくり会うことはできなかった。

　本当は、専務のことを気にせずデートがしたい……。

　そんな私の気持ちを察してくれたのか、倉田さんは専務と上手く掛け合って、ふたりの時間を作ってくれたんだ。

　専務が変に思わないか心配で、倉田さんに確かめてみると、最近の専務は私の名前すら口にしなくなったと言う。倉田さんに対する態度もとくに変化はないと。

　倉田さんは、時期を見計らって異動願いを出し、専務のマンションも出ると言ってくれた。それが通れば、もう専務の顔色を窺ってコソコソすることもない。

　もう少し……もう少しの辛抱だ。




　仕事が終わり、待ち合わせ場所でドキドキしながら倉田さんを待ってると約束の時間ピッタリに彼の姿が視界に入った。久しぶりのデートに心が躍おどる。

　タクシーの中では会えなかった時間を埋めるように、倉田さんの手をギュッと握り締めていた。

「着いたよ」

　倉田さんに肩を抱かれ顔を上げるとそこは閑静な住宅街で、目の前には、木々に囲まれた煉瓦造りの建物がライトアップされている。

「ここは、レストランですか？」

「あぁ、茉耶が好きなフレンチだよ」

　おしゃれなレストランの扉を押し、倉田さんが中へと入っていく。クラシカルな洋館を思わせる店内は、木の香りが漂い、淡いオレンジ色の照明がテーブルに灯りを落としている。落ち着いたとても雰囲気のいいお店だ。

　そして、席に案内されると――。

「あぁ、これは……」

　真っ白なテーブルクロスの上には、高級シャンパンと〝Happy　birthday〟と書かれたカード。そして、テーブルの半分を占領している大きなバラの花束。

「今日は茉耶の誕生日だろ？」

「誕生日？」

　この瞬間まで、今日が自分の誕生日だということをすっかり忘れていた。

「私、倉田さんに誕生日だって言いましたっけ？」

「いや、調べればすぐわかることだからね」

「えっ！　わざわざ調べてくれたんですか？」

「愛する女性の誕生日を知りたいと思うのは当然だろう？」

　〝愛する〟だなんて……。何度「ありがとう」と言ってもこの喜びを伝えるにはぜんぜん足りない。

　男性に誕生日を祝ってもらうのは、もちろん、生まれて初めて。倉田さんはまた、私に〝初めて〟を経験させてくれた。

　柔らかく微笑む彼を見上げ、今にも泣き出しそうになるけれど、冷静になって辺りを見渡してみると店内にいる客は私と倉田さんだけ。

　その理由は挨拶に現れたシェフによって明かされた。

「本日は、おふたりのためだけに腕を振るわせて頂きました。料理はお気に召して頂けましたでしょうか？」

　倉田さんは私のためにこのお店を貸し切りにしてくれていたと話す。

「茉耶の誕生日を初めて一緒に祝うんだ。誰にも邪魔されたくなかったから貸し切りにしてもらった」と言うから感激してまた涙で目が潤む。

　そして、もうひとつわかったことがある。倉田さんは学生時代、このレストランでアルバイトをしていたそうだ。

「あっ、だから倉田さんは料理が上手なんですね」

「就職先が見つからなかったら、このままここでシェフになろうかと考えたこともあったな……」

　すると私たちの話を聞いていたシェフが倉田さんの肩に手を置き、ニッコリ笑う。

「うちとしては、そうしてほしかったのですよ。倉田君は女性のお客様に人気がありましたからね、彼目当てで来て下さる方も多かった」

「えっ、そうなんですか？」

「はい、ですが、当時の倉田君はそんな女性たちに見向きもせず、もしかしたら女嫌いなのかと心配していたんですが……。そうじゃなかったということですね。安心しました」

　ちょっぴり意地悪なシェフの言葉に、倉田さんがどんな反応をするのかと上目遣いで観察していたら、彼はいつものポーカーフェイスを崩すことなく当然のように言う。

「あの頃は、幸せにしたいと思える女性に出会っていなかったんですよ。でも今は、彼女が自分のすべてです」

　その言葉が、私にとって最高のバースデープレゼントだった。

　その後、私たちは、初めて結ばれたホテルの同じ部屋で、再び体を重ね、愛を確かめ合った。

　彼のキスで温められた体が、まだ激しい心音を響かせている。

「帰りたくない……倉田さんとずっと、こうしていたい……」

　腕枕してくれている倉田さんの腕にキスしてそう言うと、彼は「甘えるのが上手になったな」って静かに笑う。

　少しだけ大人になった私は、愛しい人の息遣いを感じながらそっと目を閉じ、祈っていた。

　この幸せがずっと続きますようにと……。




　そんな幸せな誕生日から数日後、突然専務から呼び出しを受けた。無視するわけにもいかず、しぶしぶ専務室に行くと専務がとんでもないことを言い出した。

「――で、残りの結納金はいつ返してくれるんだ？」

「残りの結納金？」

　専務はなにを言っているんだろう？　結納金は全額返したはずなのに。

「まさかあれで完済とは思ってないだろうな？　結納金を受け取った女性のほうから破談にすれば、結納金は倍返しになる。常識じゃないか」

「えっ……」

　そんな常識、初めて聞いた。

　呆然とする私に専務は、自分はまだ私との結婚を諦めたわけじゃない。結納金をすべて返してないのだから私は今でも専務の婚約者だと言う。

　嘘でしょ？　ここまでこじれてしまったのに、専務はまだ私と結婚しようとしているの？

　専務の社長への執着は私の想像を遥かに超えていた。しかし、そんな話受け入れられない。だから結婚する気はないとキッパリ断言したのに、専務は聞く耳を持たない。

「残りの金が払えないのなら、結婚話はこれまで通りだ。結婚式場もキャンセルしない」

「そういうことなら、どうして結納金を返した時、教えてくれなかったんですか？」

「言おうとしたさ、でも、それを言う前に茉耶が部屋を飛び出していったから言えなかったんだよ」

　薄気味悪い笑みを浮かべる専務を見て、それは絶対に嘘だと思った。専務はこの件をズルズル引っ張って、時間稼ぎをしようとしているんだ。そして、私と結婚しようとしている。

「ひどい……」

　そう呟くと専務の目の色が変わった。

「どっちがひどいことをしている？　俺の家に挨拶にまで来ておいて、突然破談だと？　婚約を解消してほしかったらケジメをつけろ。俺の話は以上だ」

　そう言うと座っていた椅子を回転させ、私に背を向けた。

　奈落の底に突き落とされたような気分だった。

　あぁ……どうしよう……。

　専務室を出て、放心状態のままフラフラしながら受付に戻る。席に着いてもまだ頭がぼんやりして心ここにあらずという感じだった。そんな私を見て、森山先輩が声を掛けてきた。

「専務となにかあった？」

「えっ……」

「顔色悪いけど、専務と喧嘩でもしたの？」

　麗美さんもパソコンのキーボードを打つ手を止め私の顔を覗き込んでくる。

「あ、いえ……」

　受付の前を通り過ぎていく社員を気にして言い渋っていると、森山先輩は「じゃあ、ランチの時に詳しく聞くから！」と目を三角にして迫ってきた。そして昼休みが訪れると〝緊急会議〟という名の下、会社から少し離れたカフェに強制連行された。

　前に座ったふたりが真剣な表情で、なんでも相談に乗ると言ってくれる。その優しさに涙が出そうになった。

　ふたりはまだ、専務と別れたことも倉田さんと付き合い出したことも言ってない。

　話すべきか迷ったけれどもう、私ひとりではどうしていいのかわからない……。

「実は……」

　私は専務の野望と私を利用しようとしていること、そして結納金の倍返しの件を話し、今は倉田さんと付き合っていると伝えた。

　想像はしていたけれど、ふたりの驚きは相当なもので、しばらく口をあんぐりと開けたまま絶句していた。

「専務が本当に、大沢さんを利用しようとしていたなんて……。私たちの推理は当たってたってこと？」

「はい……。専務は私のことなんてなんとも思ってなかったんです。社長になるために結婚しようとしていたんです」

「で、茉耶ちんは専務秘書の倉田課長と付き合ったんだ……。それ、すっごい衝撃なんだけど」

「黙っててごめんね……」

　なんとなく気まずくてペコリと頭を下げると、麗美さんが妙なことを言い出した。

「そっか～。じゃあ、あの噂はガセだったんだね」

　麗美さんは秘書課の同期から、倉田さんと木村さんが付き合っているんじゃないかという噂を聞いたそうだ。

「はぁ!?　倉田課長と木村が？」

　私より驚いて声を荒らげたのは、森山先輩だった。

「なんでも、仕事が終わった後、ふたりで会ってるのを見たって人が何人かいて……。でも、茉耶ちんと付き合っているなら完全にないよね」

「う、うん……」

　もちろん、倉田さんと木村さんが付き合ってるなんてありえないと思ったけど、そんな噂があるというのは、あまり気分のいいモノじゃない。

「でも、あのしたたかな木村のことだから、専務の次は倉田課長を狙っていたのかもしれないわね。なのに、また大沢さんに奪われたと知ったら……どう思うかしら。大沢さん、あなた、本当にいい子だわ！」

　森山先輩は嬉しそうに私の頭を撫で回して高笑いしているけれど、私は困惑して目を伏せる。そんな私を見て麗美さんがため息を漏らした。

「それにしても専務ってそんなに性悪だったの？　いくら自分が社長になりたいからって、二千万円もの大金を茉耶ちんに払えだなんてひどすぎるよね」

「残りの結納金を払うまで結婚式場のキャンセルもしないと言われました。まだ婚約は継続中だって……」

「それが本当なら、専務のイメージだだ下がりだわ。そんな陰険な男、私は絶対にごめんってとこね」

　森山先輩が鼻息荒くそう言うと、麗美さんが「森山先輩はそんな心配なくても大丈夫だと思いますよ」なんて言うから一瞬、不穏な空気が流れる。

　森山先輩の殺気立った視線に麗美さんが焦り、話を逸らす。

「えっと～、要するに、倍返し分の結納金を専務に返せばいいんでしょ？」

「でもそれができないから困っているんです」

　沈んだ声で呟く私に、麗美さんがあっけらかんとした顔でとんでもないことを言い出した。

「だったらさぁ、会長にお願いしてそのお金出してもらえばいいじゃん？　会長は自分の命を助けてくれた茉耶ちんのひいおじいさんの家族に恩返ししたいと思っているんでしょ？　茉耶ちんが頼めば、絶対出してくれるよ！」

「か、会長に？」

　突拍子もない提案に愕然とするが、森山先輩もそれしかないと麗美さんの提案を大絶賛。

　しかし、いくらなんでも会長にそんなお願いはできない。速攻で拒否したけれど、ふたりとも私の意見は完全無視。

「いい？　結婚式まで約四ヶ月。あっという間よ。体裁とか考えてる暇はないの。専務だって姑こ息そくな手を使って大沢さんと結婚しようとしているんだから、遠慮なんてすることないわ」

「うんうん。結婚して、専務が社長になったら茉耶ちんは用なしだよ？　そうなったら専務は不倫しまくるに決まってる。それでもいいの？」

　そう、専務にとって私は社長になるための道具。社長になれば、私は必要なくなるんだ……。

　初めは会長にお金を借りるなんてとんでもないことだと思っていたけど、ふたりの話を聞いているうちに私の気持ちに変化が現れてきた。

「……本当にそんなことをして、許されるのかな？」

「許すも許さないもないでしょ？　もともとは会長の孫の専務がやらかしたことなんだから！　そもそも結婚っていうのは、お互いが想い合って幸せになるためにするものじゃない。不幸になるのがわかってて結婚するなんてばかげてる！」

　麗美さんが真剣な目をしてそう言うと、森山先輩もうんうんと首を縦に振る。

「それに、大沢さんの家族だって真実を知ったら、専務との結婚を反対するに決まってるわ。娘が不幸になって喜ぶ親がどこにいるのよ？　あなたが幸せになることが家族にとっての幸せなんじゃないかしら？」

　私が幸せになることが、家族の幸せ……。そんなこと、考えたこともなかった。

「倉田課長が好きなんでしょ？　だったら専務と綺麗サッパリ別れなきゃ」

　森山先輩の言葉が私の胸に深く突き刺さる。

　そうだ。専務とのゴタゴタが長引けば、倉田さんと堂々と付き合えない。そんなのいやだ。

　カフェを出ると森山先輩が私の背中を押し、ニッコリ笑う。

「仕事のことは気にしないでいいから、今すぐ会長のところへ行ってお願いしてらっしゃい」

　完全に迷いが消えたわけじゃないけど、他にいい方法が思いつかないのだから仕方ないと自分に言い聞かせ、走ってきたタクシーに手を上げた。

　笑顔で手を振る麗美さんと森山先輩に何度も頭を下げ、停車したタクシーに乗り込んで会長が入院している病院の名を告げる。

　しかし、病院が近づいてくるにつれ不安は大きくなり、会長のいる病室のドアの前に立った時には逃げ出したい気分だった。

　何度も深呼吸をし、勇気を出してドアをノックすると中から「はい」という女性の声が聞こえてくる。ドアを開けてくれたのは、いつか専務の実家で見かけた和服姿のお手伝いさん。

　おっかなびっくり特別室に入ると、これが病室かと見まがうほどの豪華な室内。そして会長はというと窓際のベッドの上で大好物のシュークリームを食べていた。

「おぉっ。茉耶さん、わざわざ来てくれたのかね？」

　大喜びの会長に、お見舞いに来るのが遅くなったことを詫び、病院の側の花屋さんで購入したフラワーアレンジメントを渡す。その間も心臓は激しく鼓動していた。

　私まで発作を起こしそうだ……そんなことを思いながら必死で笑顔を作り「今日は会長にお願いがあって来ました」と姿勢を正す。

「ほう。わしに願いとは嬉しいことを言ってくれる。それで、その願いとは？」

　会長はお手伝いさんに席を外すように促すと、「さあなんでも言っておくれ」と身を乗り出した。

　しかし会長と目が合った瞬間、不意に母親が言っていた言葉が頭を掠め、思わず手で口を覆う。

『自分が困っている時に津島さんって人が現れても、決して頼ってはいけない』

　そして、ひいおばあさんがおじいさんに言ったという言葉も。

『人の弱みにつけこんで、施しを受けようなんて卑怯なことを考える人間にだけはなるな』

　私はとんでもないことをしようとしていたのかもしれない。

「あぁ……」

　ゾクリと寒気がして背中に冷たいものが走る。

　己の利益のために会長を利用しようとしている愚かな自分に身震いし、そして醜い心を恥じた。

　私は、ひいおばあさんから引き継がれてきた思いを無にしようとしている。

「なにを迷っておる？　早く願いを言うておくれ」

　急かす会長の顔をまともに見ることができず、このままなにも言わず帰ろうかと思った。でもその時、ふと、倉田さんの寂しそうな顔が頭に浮かんだんだ。

　――自分のための、お願いじゃなかったらいいのかな？

　もちろんその質問に答えてくれる人はいない。その考えが間違っているのか否か、それを確かめるすべもない。

　ということは、大目に見てもらえるかな？　ううん、大目に見てほしい……。

「倉田さんを……どうか、倉田さんを認めてあげてください」

　穏やかだった会長の表情がみるみるうちに険しくなり、手に持っていたシュークリームを握り潰した。

「それは、どういうことだね？」

「……倉田さんは会長を祖父として慕ってます。会長に認めてもらいたいと思っているんです。この前、会長が危き篤とくになった時も、このまま会えずに別れたら後悔すると言って、必死で病院に駆けつけようとしていたんです。ですからお願いです。倉田さんも専務同様、同じ孫として接してあげてください。それがダメなら、せめて話だけでも聞いて……。彼の気持ちを知ってもらいたいんです」

　会長はなにも言わず私の話を聞いてくれていた。けれど、最後まで首を縦には振ってくれなかった。

　何度も頭を下げて病室を出ると、ガクガク震えて立っていることができず、その場にしゃがみ込んでしまった。すると会長の怒りに満ちた表情が思い出され、自分がしたことは本当に正しかったのかと不安になる。

　倉田さんを認めてほしくて夢中であんなお願いをしてしまったけど、余計なお節介だったんじゃ……。

　そんな風に考えると頭の中が真っ白になり、会社に戻るタクシーの中でも不安でいっぱいだった。

　そして、手ぐすねを引いて待っていた森山先輩と麗美さんに会長にはお金を借りる話はできなかったと告げると、森山先輩はお手上げって感じで天井を仰ぎ見る。

「もう～ヘタレねぇ。あ～ぁ、これで万事休す……か」

「……すみません」

　せっかく親身になって相談に乗ってくれたのに……そう思うと、申し訳なくて顔を上げることができなかった。




　自宅に戻ってからもどんよりした気分で膝を抱え、ため息ばかりついていた。

　やっぱり、倉田さんに相談してみようかな？　でも、彼に言ったら、また自分がお金を工面するって言うはずだ。彼に借金させてまで甘えていいんだろうか？

　いや、よくない！　これはうちの家族の問題だ。倉田さんをこれ以上、巻き込んじゃいけない……いけないけど……。返すお金はない。

　どんなに考えても堂々巡りで、結論が出てこない。

　倉田さんに会いたい。彼に強く抱き締められたい。そう思った時、部屋のチャイムが鳴った。

「嘘……倉田さん？　どうしたの？」

　私の切なる願いが天に届いたのか、インターホン越しに聞こえてきたのは愛しい倉田さんの声だった。

「茉耶の顔が見たくなってね。上がってもいい？」

　彼の口からサラリと出た言葉に頬を染め、小さくうなずく。

「は、はい」

　彼はいつもと変わらぬ無表情だったけど、なぜだろう……私を見つめるその瞳が少し寂し気に見えた。

　もしかして、専務から結納金の倍返しの話を聞いたのかな？　確かめようと思ったけど、知らなかったらと思うとなかなか切り出せない。

「あの、えっと、コーヒー入れますね」

　必死で作り笑いを浮かべキッチンに行こうとしたら、倉田さんに腕を掴まれ引き戻される。

　不安で潤んだ瞳の奥を覗き込まれ、自分の気持ちがバレるのではと焦ったが、彼はなにも言わず私を抱き締めた。

「……欲しい」

「えっ？」

「今すぐ、茉耶が欲しい」

　低く通る声が聞こえた次の瞬間、私の体は床に押し倒されていた。

　手首を掴む指先が肌に食い込み、顔を歪めると悩まし気に私を見下ろしていた倉田さんがその手を放し、今度は長い指が顎を持ち上げる。

　そして柔らかい感触が唇を覆ったと思ったら、尖った舌が侵入してきて私の舌を絡め取り、いつしか重なった唇から甘い吐息が漏れ始めた。

　静かな部屋に私の名を呼ぶ倉田さんの掠れた声と布が擦こすれ合う音が響く――。

「あ……倉田……さん、好き……」

　深くなるキスに体が熱くなるのを感じ、堪らずスーツの上から彼の背中に爪を立てていた。

「……キスも上手になったな」

　その言葉に恥じらいながら、息も絶え絶えに半開きの目で倉田さんの顔を覗き見ると、名残惜しそうに離れていく唇から銀色の糸が渡る。

　キラキラと輝くそれが光となって消えると私たちは着ていたものを脱ぎ捨て、再び甘いキスを交わす――。

　こうして倉田さんと肌を合わせていると、彼に愛されてると実感できて幸せな気持ちになれる。だからこれからもずっと彼に抱かれたい。彼だけに愛されたい。

　だから、夢のような甘美な時間が終わりを告げても、倉田さんから離れることができず、彼の胸に顔を埋めていた。

　が、その刹せつ那な、専務の言葉を思い出して一気に現実に引き戻される。

　やっぱり倉田さんにすべてを話したほうがいいのかもしれない。

　そう思い始めた時、倉田さんが私を抱きすくめて妙なことを言った。

「――なにがあっても俺を信じてくれるか？」

　一瞬、なんのことだろうと思った。でも……。

「もちろんです。私は倉田さんのことを信じていますよ」

「そうか。その言葉を聞いて安心した」

　倉田さんがこの部屋に来て初めて笑った――。

　でも、なぜいきなりそんなことを聞くんだろうと、その笑顔に戸惑いの視線を向けてみたけど、彼はまた優しい笑みを浮かべるだけ。

「……じゃあ、そろそろ帰るよ」

「えっ、もう帰っちゃうんですか？」

　突然起き上がった倉田さんにつられ体を起こすが、彼は「見送りは必要ない」と、手のひらをこちらに向け身支度を始める。それが妙に寂しくて、去っていく背中を追いかけたいという衝動に駆られた。

　でも、なぜか追いかけることも引き留めることもできなかった。

　そして専務のことも言い出せないままだった。

　翌日。

　会社に行くと朝一で専務に呼び出された。

「茉耶、おはよう。朝から悪いな。実は、君に伝えておきたいことがあってね」

　どういうわけなのか、今日の専務は気持ちが悪いくらい機嫌がいい。

「なんでしょう？」

　警戒心丸出しで専務の様子を窺っていると、専務はデスクの上に置いてあった雑誌を溢れんばかりの笑顔で差し出してくる。

「以前、取材を受けた記事が載っている。これで俺たちが婚約したってことは、日本中に知れ渡ったな」

「あっ……」

　そうだった！　うかつにも取材を受けたことすっかり忘れてた。

　私が戸惑いの表情を見せると専務の表情が一変し、手に持っていた雑誌を放り投げ、吐き捨てるように言う。

「少しは喜べよ！　でもな、茉耶をここに呼んだのは、これを見せるためじゃない」

「えっ、では、なぜ？」

「倉田のことだ」

　倉田さんの名前を聞き、心の中でザワッと冷たい風が吹いたような気がした。動揺しているのを悟られないように一歩、二歩と専務が座るデスクに近づき、真顔で訊ねる。

「倉田さんが……なにか？」

「ふふん……倉田のことになると食い付きがいいな」

　私の胸の内を見透かしたような言葉に不安を感じて、瞳が揺れた。

「まあいい。では、結論から言おう。倉田が津島物産を辞めた」

「えっ……」

　倉田さんが……会社を辞めた？

　にわかには信じられず、間の抜けた顔でポカンとしていたら、専務が憐れむような目で私を見た。

「やっぱり知らなかったんだな。かわいそうに……」

「かわいそう……？」

「お前たちふたりの関係は薄々気づいていたよ。付き合っていたんだろ？　でもな、そう思っていたのは……茉耶、お前だけだ。倉田はそんなつもりなどサラサラなかった。つまり茉耶は、まんまと倉田に騙されていたってことだ」

「私が……騙されてた？」

「ったく……茉耶はおめでたいヤツだな。倉田が茉耶を本当に自分の彼女だと思っていたら、会社を辞めることをとっくに話しているはずだろ？　つまり、倉田はお前のことなんてなんとも思っていなかった。そう考えるのが自然だよな」

　違う……。倉田さんは私を好きだと言ってくれた。私を幸せにするって言ってくれたもの……。

「専務が、無理やり倉田さんを辞めさせたんじゃないんですか？」

　デスクの上に両手を付き、強い口調で言ってみるも、専務はまったく動じず、内ポケットから封筒を取り出して、それを私の前に滑らせる。

「倉田の退職願だ。俺が明け方に帰った時にはすでに倉田の姿はなく、ダイニングテーブルの上にこれが置いてあった」

「明け方……？」

　慌てて封筒から中身を取り出して確認すると、それは確かに倉田さんの退職願で、昨日付けになっていた。

　どういうこと？　昨夜、倉田さんは私のマンションに来た。なのに会社を辞めるなんてひと言も言ってなかった……。

　混乱した頭で呆然と退職願を見つめていると、今度は専務が自分のスマホをデスクの上に置く。

「これを見てみろ」

　言われるまま画面を覗き込んだ私はさらなる衝撃を受ける。

　再生された動画には、倉田さんが女性の腰に手を回し、ホテルに入っていく姿が映っていた。そしてその相手の女性には見覚えがあった。

「……木村さん」

「よく知ってるな。相手は秘書課の木村瑞貴だよ。倉田は木村ともデキていたんだ」

「嘘……」

　その時、麗美さんが言っていた秘書課での噂が思い出され、心臓を鷲わし掴づかみされたような激しい痛みが走る。

　スマホを手に持ったままその場に座り込み、人違いではないかと短い動画を何度も繰り返し再生したが、体を寄せ合いホテルに入っていく男女は、紛れもなく倉田さんと木村さんだった。

　そして、さらにショックだったのは、この動画が撮られたのが昨日ということ。

　倉田さんは私のマンションに来る前に木村さんと会っていたんだ……。

「どうして……専務がこんな動画を持っているんですか？」

「たまたまだよ。俺は茉耶と倉田の仲を疑い、興信所に倉田を監視するよう頼んでいたんだ。だが、予想に反して倉田と会っていたのは木村だった。それは、探偵が撮影して俺に送ってきた動画だ」

　専務が興信所にそんな依頼をしていたなんて……。じゃあ、私たちは見張られていたってこと？

　陰険なやり方にゾッとして専務を睨むが、なぜか寂し気な表情でうなだれている。

「実は、倉田とは因果な関係でな……。あいつは俺を恨んでいたんだよ」

「えっ!?」

「倉田は俺に従順な振りをして腹の中では俺を恨んでいたんだ。あいつにとっての復讐は、俺が付き合った女を奪うこと。そうやって恨みを晴らしていたんだ。木村も茉耶も、その中のひとりさ」

「まさか……！　そんなの信じられない。だって、だってあの倉田さんがそんなことするわけ……」

「じゃあ、なぜ、倉田と木村が同じ日に会社を辞めたんだ？」

　――木村さんが会社を辞めた？

「ふたりが示し合わせたとしか考えられないだろ？」

「どうして示し合わせて辞めなきゃいけないのですか？」

　立ち上がり専務に詰め寄ると、彼は人差し指を立て「理由はひとつ……」ともったいぶって言う。

「どうせ、噂はすぐに広がる。茉耶にもそのうちわかるさ」

「そんな答えでは納得できません。お願いします。教えてください」

　するとニヤリと笑った専務が衝撃的な言葉を口にする。

「木村が倉田の子供を妊娠したんじゃないか？　それしかないだろ？」

「…………」

「専務秘書が直属の部下を妊娠させたことが会長の耳に入れば、一大事になる。だからバレる前に会社を辞めたんだろう？　復讐なんて考えるからこんなことになるんだ。バチが当たったんだよ。まぁそういうわけだから、倉田のことは忘れて俺と結婚するんだな」

　専務は、私がそんな話を信じると本気で思っているんだろうか？

「……いやです」

「はぁ？」

「いやです！　私は倉田さんを信じます。ですから専務とは結婚できません」

　あの倉田さんが専務を恨んでいたなんて嘘。木村さんのことだって専務の作り話に決まってる！

「やれやれ、重症だな。倉田も罪なことをしてくれた……」

　倉田さんを悪者にしようとしている専務に苛立ち、それなら直接本人に確かめてみると、スマホを取り出して倉田さんに電話したんだけど……。

　どこからともなく聞こえてくる着信音。

　えっ？　どういうこと？

　耳を澄まして辺りを見渡していたら、専務がおもむろにデスクの引き出しから一台のスマホを取り出した。

「無駄だ。倉田のスマホはここにある」

「ど、どうして？　倉田さんのスマホを専務が持っているんですか？」

「これは会社が支給したモノだからな。会社を辞めたら返却するのが当然だろ？　退職願と一緒にこれも置いてあったよ」

　私はいつも倉田さんの社用のスマホに連絡を入れていた。それで事足りていたから、他の電話番号は知らない。それはつまり、もう私からは倉田さんに連絡することができなくなってしまったということ――。

　着信音が無情に鳴り響く中、私は呆然と立ちすくんでいた。










天国からのサプライズ




　青く澄んだ空に、うろこ雲がビル群の遥か彼方まで広がっている。……そんな爽やかな空とは対照的に、私の心の中はどんよりした暗雲が垂れ込めていた。

　倉田さんが会社を辞めて三ヶ月が経つけれど、未だに倉田さんから、連絡はない。

　そして、専務との結婚式まであと一ヶ月。タイムリミットは刻一刻と迫ってきている。なのに、残りの結納金を返す目め途どは立たず、焦りと不安で眠れない日々が続いていた。

　倉田さんを信じるという気持ちは今も変わってない。けれど……聞こえてくる噂は私の決心を揺るがし、心をかき乱すものばかり。

　今朝もロッカールームで倉田さんの噂話を耳にした。

「ねぇ、秘書課の倉田課長って、部下を妊娠させてその部下と一緒に会社辞めたらしいね」

「辞めたんじゃなく、辞めさせられたのよ！　会長が怒って解雇したんだって。倉田課長ってクールでイケメンだし、ゾクッとするような大人の色気があったから、ショックを受けた女子社員は結構いるんじゃない？」

「でも、うちの会社は別に社内恋愛を禁止しているわけじゃないし、妊娠がバレる前に結婚しちゃえばよかったのにね」

「きっと、課長の方が本気じゃなかったのよ。だから部下のほうが怒って妊娠を暴露した……」

「それだったら、他の社員にも手を出してた可能性もあるよね。最悪だ～」

　倉田さんが会社を辞めたばかりの頃に比べれば、少しは落ち着いてきたけど、心ない噂は尾ヒレがついてどんどん広がっていく。

　今では、ほとんどの社員が倉田さんは部下を妊娠させて解雇になったのだと思っている。

「大沢さん、あなたまた痩せたんじゃない？　ちゃんと食べてる？」

　森山先輩がカウンターの下に隠してあったチョコを私の手に握らせ眉を下げると、麗美さんも心配そうな顔をする。

「心配かけてすみません。倉田さんが会長に解雇させられたって噂話を聞いて思ったんです。私が会長に倉田さんを認めてあげてほしいってお願いしたのが悪かったんじゃないかって」

「まさか～。考えすぎでしょ？」

　麗美さんが必要以上に明るい声で否定してくれたけど、どうしてもその疑念を拭えない。

「でも、私が会長にお願いした次の日に倉田さんは会社を辞めたんです。なにか関係があるような気がして……。もしそうなら、私の責任です」

　肩を落とす私に森山先輩がボソッと呟く。

「まだ倉田課長を待つつもり？」

「えっ？」

　弾かれるように顔を上げると、真顔の森山先輩が諭すように言う。

「大沢さんが倉田課長を信じたいって気持ちはわかるけど、もうあれから三ヶ月よ。なにも連絡がないなんて絶対おかしい。そろそろ考え直したほうがいいんじゃない？」

　森山先輩がそう言うのも理解できる。それでも私は彼を信じたい。だって倉田さんと約束したもの。なにがあっても倉田さんを信じるって……。

「きっと、なにか事情があるんです。私は倉田さんを信じて待ちます」

「健けな気げね～」と苦笑いする森山先輩とため息を漏らす麗美さんに精一杯の笑顔を向けるけれど、本当は倉田さんを信じようとすればするほど、不安で胸が押し潰されそうになる。

　折れそうな心を奮い立たせ前を向くと、バイク便の配達員が受付に歩いて来るのが見えた。受け取ったのは〝至急〟と書かれた山崎常務宛ての茶封筒。

　私はその封筒を持って常務室に向かう。




　エレベーターを降り、伏し目がちに広い廊下を歩いていてふと思った。

　そうだ。山崎常務なら倉田さんのことをなにか知っているかもしれない。

　役員秘書の女性社員に常務に会わせてほしいと伝え、ドアの外で待っていると常務が顔を覗かせた。

「大沢さんですか……どうぞ入ってください」

　常務は役員秘書に、しばらく誰も部屋に入れないよう指示し、静かにドアを閉めると私にソファに座るよう促す。

「倉田君のことだね？」

「あ、はい……」

　やっぱり常務は倉田さんのことをなにか知ってるんだ。

　思わず身を乗り出すと、常務の口から出たのは「大沢さんは、倉田君の素性を知っていますね？」という予想外の言葉だった。

「それは……」

「心配しなくても大丈夫です。倉田君から、大沢さんにすべて話したと聞いていますから」

　倉田さんが自分のプライベートを常務に話していたことに驚いた。でもそれは、常務を信頼しているってことだよね。

　常務は私の前のソファに腰を下ろし、遠い過去を懐かしむように話し始める――。

「倉田君とは、彼が津島家を出て実母の元に戻った頃からの付き合いでね」

　社長は津島家を出た倉田さんをとても心配していたそうだ。けれど、会長や専務の手前、自分が表立って援助するのは憚られ、公私共に親しくしていた常務に倉田さんのことを託したという。

「僕は、倉田君の親代わりみたいなものなんだ……」

「そうだったんですか」

「初めて倉田君に会った時、彼は僕を警戒してまったく喋ってくれませんでした。普通に会話ができるようになるまで一年ほど掛かりましたよ。しかし、心を開いてくれた後はいろいろなことを話してくれましてね……」

　常務はそこまで言うと押し黙り、うつむいてため息を漏らす。

「……彼は、不ふ憫びんな子だ」

　常務の言葉に大きくうなずき「私もそう思います」と答える。

　倉田さんは父親のいない子として産まれ、一番母親が恋しい時に母親から引き離された。やっと津島の家に慣れたと思ったら、今度は弟が産まれて厄介者扱い。再び実母の元に帰されたものの、まもなく実母も病で亡くなり、慕っていた養母もこの世を去った――。

　倉田さんが心を寄せた人はみんないなくなってしまったのだ。

　だけど一匹狼だと思っていた倉田さんに、なんでも話せる人がいたということがわかって嬉しかった。

　倉田さんはひとりぼっちじゃなかったんだね。ちゃんと頼れる人がいたんだ。

　安堵して微笑むと常務が私を見つめ、さっきより大きなため息をつく。

「倉田君が大沢さんと付き合い出したと聞いた時は嬉しかったんですがね。こんなことになるなんて……」

「倉田さんが突然会社を辞めてしまって……それっきり連絡がないんです。常務は、倉田さんがどこにいるかご存知ですか？」

　期待を込めて聞いてみたが、答えはノーだった。倉田さんは信頼していた常務にさえ、なにも言わずに姿を消していた。

「僕もいろいろ手を尽くして探してみたんですがね……。こんな話を大沢さんにするのは気が引けますが、秘書課にいた木村瑞貴さんとの噂を聞いて、彼女であればなにか知っているんじゃないかと、先日、彼女のマンションを訪ねてみたんです」

「――木村さんのところに？」

「ええ。しかし、すでに引っ越したあとでした」

　ということは、ふたりが一緒にいる可能性もあるということ？

　麗美さんたちに倉田さんを信じると言ったばかりなのに、不安が頭をもたげる。

　すると常務が「倉田君に期待していたのに残念だ」と呟き、落胆の表情を見せた。

「僕は、次期社長は専務より、倉田君のほうが適任だと思っていました」

「ええっ！　倉田さんが津島物産の社長？……ですか？」

「はい。彼は経営学を学び、アメリカでは経営コンサルタントとして名立たる大企業の経営に携わってきた実績があります。それに、つねに冷静に物事を捉え、判断力も的確だ。そう思っていたのですがね……。会社を辞めてしまっては、どうしようもない。僕も諦めました」

　倉田さん、こんなに期待されてたのに、どうして？　なぜ誰にもなにも言わずいなくなっちゃったの？　そして、本当に木村さんと一緒にいるの？

　常務に倉田さんから連絡があったら教えてほしいとお願いしたが、期待は薄いと言われてしまった。

　やるせない思いで常務室のドアを開けると、スマホからメッセージの着信音が聞こえた。液晶に表示されていたのは、母親からのメッセージ。

【茉耶、体調はどう？　元気になった？】

　んっ？　体調が悪いなんて言った覚えないのに、元気になったってどういうことだろう？

　気になったので、昼休みに母親に電話してみると相変らずの大声で『重症のマリッジブルーなんでしょ？』って答えが返ってきた。

『津島物産の社長夫人になるんだから不安なのはわかるけど、気にしたってしょうがないんだからさ～』

「ちょっと待って。私が重症のマリッジブルーって誰から聞いたの？」

『誰って、貴志君に決まってるじゃない。彼ね、茉耶が精神的に参っているから結婚式の打ち合わせや準備は自分ひとりでやってるって言ってたわよ。貴志君は仕事が忙しいんだから、茉耶も少しは手伝ってあげなさいよ』

　専務が頻繁に私の実家に連絡していたことを、この時、初めて知った。でも、それだけじゃなかった。

　専務は夏期休暇中に挨拶に行けなかったからと言って、先週の週末に私の実家をひとりで訪ねていたのだ。

『それでね、貴志君ったら、結婚前にうちの借金を全額清算したほうがいいですよなんて言ってね、残ってた農協分の借金、一千万円も出してくれたの。茉耶からもちゃんとお礼言っといてよ』

「なにそれ？　そんなこと聞いてない！　いい？　お金は受け取らないで！　今すぐ専務に返して！」

　顔面蒼白で声を荒らげるも、専務から振り込まれたお金はすでに返済に回してしまったという。

「どうして私になんの相談もなく専務からお金を受け取るのよ！」

　怒りにまかせて半泣きで叫んでいた。

『ごめんね。でもね、茉耶のマリッジブルーがひどくて家族と話をしたらそれこそ結婚をやめるって言い出しかねないから、しばらくは電話もメールもしないでくれって貴志君に頼まれてたのよ』

　もう限界だった。私は早口で母親に専務とは結婚したくないと訴えた。

「専務はお母さんが思っているような人じゃないの！　自分が社長になるために私を利用しようとしているんだよ！」

　しかし、私がどんなに説明しても母親は取り合ってくれない。

『貴志君が言ってたことは本当だったのね。茉耶のマリッジブルーは重傷だわ。ごめんね、やっぱり連絡するんじゃなかった……』

「お母さん、信じて」

『大丈夫よ、わかってるから。茉耶が不安になるのも仕方ないわ。しばらく会社を休んでゆっくりしなさい。貴志君とも仲良くするのよ。じゃあ、また来月の結婚式にね』

「…………」

　私はスマホを耳に当てたまま唇を噛み締める。

　専務はどこまで私を追い込めば気が済むの？

　怒りが頂点に達し、我慢できずに走り出していた。向かった先は、専務室。ノックもせずにドアを開けると、役員秘書が止めるのも聞かず専務がいる部屋に飛び込んだ。

「おや、茉耶のほうから俺に会いに来てくれるとは嬉しいね」

　しれっとした顔でそう言う専務を見て、さらに怒りが増していく。

「専務は卑怯です！」

　専務はそのひと言で私がなにを言いたいのかがわかったようで、婚約を解消したいのなら、残りの結納金の返済二千万円に追加して、実家の残りの借金を支払うために振り込んだ一千万円も返せと言う。

「やはり、それが狙いだったんですね」

「当たり前だ。それ以外なにがある？　あ、それと、茉耶のお母さんから結婚式の招待客のリストを預ってきたから、俺のほうで招待状を発送しておいた」

「えっ……」

「結婚式までもう一ヶ月なんだぞ。茉耶がなにもしないから俺がするしかないだろ？ったく、困った花嫁さんだ」

「そんなことまで……」

　私の知らないところで専務は着々と結婚の準備を進めていたんだ……。

　さらに追い打ちを掛けるように、専務は例の雑誌を開き、私たちが見つめ合っている写真が載ったページを指差して言う。

「俺たちの結婚はすでに世間にも周知されている。今さら結婚をやめるなんて言い出したら、会社にも迷惑を掛けることになるぞ」

「そんな……」

　追い詰められ震える手を握り締めることしかできない私に、急に表情を緩めた専務が意外な言葉を掛けてきた。

「俺だって嫌がる女と無理やり結婚なんかしたくないさ」

「えっ？」

「俺たちの結婚は、あくまでもお互いの利益のため……。そう割り切ればいいんじゃないか？」

　そして専務が提案したのは――。

「……偽装結婚？」

「それなら構わないだろ？」

　専務は、入籍も結婚も形だけで、自分が社長になれば別居してお互い好きにすればいいと言い募る。

「もちろん、セックスもなしだ。別に茉耶を抱かなくても、俺の欲求を満たしてくれる女はいくらでもいるからな」

　平然とそう言い切る専務の神経を疑った。

　専務は結婚をなんだと思ってるの……？　そんなばかげた提案、受け入れられるはずがない。

「もうそろそろ目を覚ませ！　茉耶がどんなに倉田を信じていると言っても、向こうにその気がなければどうにもならないだろ？　今頃、木村と幸せにやってるよ。だから茉耶に連絡してこないんじゃないのか？」

「あ……」

　否定したかったのに、できなかった。それどころか、倉田さんと木村さんの幸せそうな姿が目に浮かび、〝絶望〟の二文字が脳裏を過よぎる。

　本当は、ずいぶん前から私もそう思っていたのかもしれない。だけどそれを認めてしまうと、倉田さんを諦めなくちゃいけなくなる。それが耐えられなかったんだ。

　倉田さん、あなたをずっと信じて待っていたい……。けれど、倉田さんはもう木村さんと……。

　ただ、そんな気持ちを専務には悟られたくなくて「お断りします」とキッパリと言って、クルリと向きを変え歩き出す。

　しかし専務室を出ようとした時、専務が放った言葉に反応してしまった。

「茉耶が決断すれば、倉田を許してやってもいい。あいつの裏切りをすべて水に流してやる」

　一瞬、ドアノブを持つ手が止まったが、振り返ることなく専務室を後にした。そして夢中で廊下を走り、エレベーターのボタンを連打する。

　その時、もうこれ以上、専務に逆らってもどうにもならないのでは……という思いが心の中でどんどん大きくなり、限界ギリギリのところで踏み止まっていた切なる願いは、抱え切れなくなった疑念の渦に呑み込まれていく。

　倉田さんが木村さんと生きていくと決めたのなら、私も決断しなくちゃいけないのかもしれない。

　専務の言う通りにすれば、結納金も、立て替えてもらった借金も返さなくていいし、実家の家族も代々続いた農業を辞めなくて済む。それに、あの言葉――。

『茉耶が決断すれば、倉田を許してやってもいい』

　私が専務を受け入れれば、倉田さんは津島家の一員として認められるの？

　おそらくそれは、倉田さんが一番望んでいたこと。そうだよね？　倉田さんは幼い頃からずっと会長や専務に自分も家族だと認めてもらいたかったんだよね？

　たとえ倉田さんが私を裏切っていたとしても、私は倉田さんが大好きだから……幸せになってもらいたいから……。

　到着したエレベーターに乗り扉が閉まると、堪えていた涙が一気に溢れ出した。




　その日の仕事が終わり、私は麗美さんと森山先輩に誘われて居酒屋に来ていた。

「今日は緊急会議じゃないよ、茉耶ちんを『励ます会』だからね」なんて優しい言葉を掛けられ、その気持ちが嬉しくて思わず感かん泣きゅうしてしまう。ひとしきり泣くと、ふたりにすべてを打ち明けようと決心した。

「えぇ～っ！　倉田課長と専務が異母兄弟？」

　麗美さんが大声を上げれば「それ、津島物産に入社して以来、最大のビッグニュースだわ！」って森山先輩も仰天している。

　それからしばらく、矢継ぎ早に飛んでくるふたりの質問に答えていた。

「でもこのままじゃ、本当に専務と結婚しなきゃいけなくなるよ」

　私は心配そうに眉を寄せる麗美さんの言葉にうなずき、苦しい胸の内を吐と露ろする。

「できれば、今でも倉田さんを信じて待ちたいと思ってる。だけど、それが本当に正しいことなのかって疑問に思えてきて……。倉田さんがどうしたら幸せになれるか考えてみたの」

「大沢さん、あなた、ついこの間まで倉田課長を信じて待つって言ってたじゃない。それに、倉田課長の幸せって……どういうことよ？」

「はい、確かにそう言いました。でも、家族に認められたいっていう倉田さんの願いを叶えてあげたくて……」

「あなた、本気でそんなこと考えてるの？　たとえそれが倉田課長の望みだったとしても、大沢さんが専務と偽装結婚してまで叶えてあげなきゃいけないことなの？」

　森山先輩の言葉に麗美さんも同意し、考え直したほうがいいと言う。

「こんなこと言うのは酷だけど、結果的に倉田課長は茉耶ちんを裏切って木村さんを妊娠させて失踪しちゃったんだからさ」

「…………」

　それを言われると、辛い。

　しかし、木村さんの名前が出たとたん森山先輩が、木村さんがなにか卑怯な手を使って倉田さんをハメたんだと言い出した。

「あのしたたかな木村のことだもの！　倉田課長を泥酔させて無理やり関係を持ったのかもしれないわ。それで妊娠したから責任を取れとか言ったんじゃない？」

　麗美さんも、眉をひそめながらうなずく。

「森山先輩、意外とその推理、当たってるかもしれませんよ？」

「前にも言ったと思うけど、専務に振られて焦った木村がターゲットを倉田課長に変えたのよ。妊娠したなんて告白されたら、真面目な倉田課長のことだもの、責任を取らなきゃいけないって思ったとしても不思議じゃないわ」

　確かに、倉田さんの性格を考えるとそれもありえるかもしれない。けれど……。

「それが本当なら、倉田さんは絶対、私の元には戻って来ないと思います……」

　だって彼は誰よりも家族の愛に飢え、誰よりも家族を大切にする人。きっとなにを犠牲にしてでも子供の側にいる。彼はそんな人……。

　だから、私の前からいなくなったんだ。でも、できることなら、私が倉田さんの家族になりたかったな。

　涙を堪えようと、瞼を閉じうつむくと麗美さんが私の肩を揺する。

「でもさぁ、倉田課長は茉耶ちんが専務と別れたと思っているんだよね。まさかこんな事態になってるなんて知らないんじゃない？」

「そうよね！　大沢さんが倉田課長に結納金倍返しの話をする前にいなくなっちゃったんだから」

　そう、倉田さんは私が専務に結納金を返してキッパリ別れたと思っているはず。

「てことは、茉耶ちんが専務に偽装結婚を持ち掛けられたことを知ったら、飛んで来るかもしれないよ」

「だからぁ、その倉田課長の居場所がわからないから、どーにもならないんじゃない」

「あ……そっか……」

　そういうことだ。もうどうにもならない。だからせめて、倉田さんの願いだけは叶えてあげたい――。




　結婚式の一週間前。

　当分先のことだと思っていた社長の後継者選びが一気に動き出した。

　そのことを知ったのは、麗美さんからのメッセージだった。

　麗美さんは午後から総務部に呼び出され、役員会の準備の手伝いにいっていた。

【さっき、臨時役員会が終わって会議室の後片付けしてたんだけど、残っていた役員の人たちが話してるの聞いちゃったの！　どうやら、会長が辞任して社長が会長に就任するらしくて、社長を誰にするかを決める会議だったみたいよ。詳しいことはまたあとで話すね】

　私のスマホを覗き込んだ森山先輩が「いよいよか……」と低く呟く。

　しばらくすると麗美さんが息を切らして受付に戻って来た。

「聞き耳立てて、バッチリ聞いちゃったよ」と、辺りに誰もいないのを確認して話し出す。

「会議では、数名の社長候補の名前が挙がったみたいだけど、結局、現会長に一任するという形で決着して、新社長は発表当日まで公表されないことになったんだって」

　ただ、現会長は世襲制に強いこだわりを持っているから、やはり後継者は津島家から選ばれるだろうというのが役員大半の予想だったらしい。

「そうですか……こんな簡単に専務の社長就任が決まるんだったら、無理に私と結婚しなくてもいいのに」

　けれど、森山先輩は「それは違うわ」と首を振る。

「専務はわかっていたのよ。役員の人たちの意見がわかれれば、最終的な判断は現会長に委ねることになるって」

　すると麗美さんも、森山先輩の意見に大きくうなずく。

「そういえば、役員の人たちが言ってました。話し合いで揉めるより、創業者の現会長が決めたほうが遺恨を残さずに済むって……」

「でしょ？　なんといっても津島物産は会長が一代で築き上げた会社だからね。会長の意見は絶対。大株主だって逆らえないわ。そうなると社長が誰になるかは、会長の胸三寸。そりゃあ会長だって人間だから、自分の孫は可愛い。でも、専務はまだ経営者としては未熟で悩ましいところよね。そんな時に、自分の命の恩人のひ孫である大沢さんとの結婚が決まったとなれば……どう？　会長の中で専務の株が一気に上がったのは間違いないわ」

「森山先輩……すごい」

　珍しく説得力がある森山先輩の言葉に、私と麗美さんは感心しきり。

「でも、なにもかも専務の思惑通りに事が進んでいくのがしゃくだわね」

　確かにそうだ。邪魔者はすべて排除し、私の家族を抱き込み、すべては専務の描いたシナリオ通り。

　そう思っている私も専務劇場の登場人物のひとりなんだ。そしてこの物語に終わりはない。私は一生、彼の妻を演じ続けることになるのかもしれない。

　こんなことなら、こけし頭の地味子のままでいたほうがよかったかも……なんてため息をつくと、麗美さんが「重要なことを忘れてた！」と声を上げる。

「それとね、新社長発表は専務と茉耶ちんの結婚式の日らしいよ」

　麗美さんがそう言ったのと同時に、森山先輩が「うわぁ……」と顔をしかめる。

「それって、もう社長は専務だって言ってるようなものじゃない。結婚式はさしずめ、専務の社長就任のお披露目パーティーってとこか……。披露宴には、政界や財界のお偉いさんがわんさとやって来るでしょうしね」

　なるほど、そういうことか……と納得し、私は自じ嘲ちょう的てきな笑みを浮かべた。

　もうこの運命に逆らうことはできないんだ。




　結婚式前日。

　私は専務のマンションを訪れていた。いや、訪れていたというより、連れてこさせられたと言ったほうが正しい。

　昨日、仕事が終わる直前に専務が受付に現れ、有無を言わさず私を地下駐車場に連れていった。私はあえて抵抗はしなかったが、車に乗るように言われた時、ひとつだけ約束してほしいとお願いした。

『倉田さんを家族として……いえ、専務の兄として認めてあげてください。それが偽装結婚の条件です』

『兄だって？　茉耶は俺と倉田の関係を知っていたのか？』

　専務は驚いたけれど、すぐに説明する手間が省けたと口角を上げる。

『いいだろう。倉田を兄と認めてやる。なんなら、茉耶の目の前で兄貴と呼んでやってもいい』

『本当ですか？』

『まぁ、倉田が戻って来たら……の話だけどな』

　倉田さんが戻ってきたら……か。倉田さんが戻ってきても、私はもう「好き」とは言えないんだよね。今度、倉田さんと会うときは、私は倉田さんの義理の妹になってるんだから。

　そして専務のマンションに着くと、専務は私に『俺の晴れの舞台を台無しにするなよ』とだけ言って玄関の鍵を閉めた。

　そう、明日の結婚式は専務のためのもの。私はただのお飾りだ。

『ご心配なく。専務に恥をかかせるようなことはしません』

『いい心掛けだ』

　その会話を最後に私たちはお互いを干渉せず、食事も別々のものをデリバリーして一日を過ごした。専務は各方面に結婚報告の電話を掛けるのに忙しく、私は眼下に広がる街をぼんやり眺めていた。

　この街のどこかに倉田さんがいるのかな？　気づけばそんなことを考えている。

　この期に及んで私はまだ倉田さんを求めているんだ。いい加減、忘れないとね……。

　倉田さん、短い間だったけど、一緒に過ごせて良かった。だって、倉田さんは私にたくさんの〝初めて〟を教えてくれたんだもん。

　これからもいろんな経験をするだろうけど、倉田さんが教えてくれた〝初めて〟は、私の中で、上書きされることなく最高の思い出として残っていくはず。

　ありがとう。倉田さん。

　ありがとう……世界で一番、大好きな人……。

　潤んだ瞳で再び眼下の景色を眺めると、音を消したスマホが震え出した。見れば、麗美さんからのメッセージ。

【茉耶ちん、やっぱりそんな結婚間違っていると思う。だから、なにもかも山崎常務に話そうと思ってるんだけど、いいよね？】

　麗美さんの気持ちは嬉しかったけど、結婚式はもう明日だ。今さら騒いだところでどうにもならない。

　だから【麗美さん、ありがとう。でも、もういいの】とだけ返した。




　そして、いよいよ結婚式当日。

　式は午後三時からで、実家の家族は昨日のうちに上京して式を挙げるホテルに宿泊していた。親族たちと一緒に深夜に到着したこともあり、まだ顔を合わせてはいない。

　お母さん、きっとすごく喜んでいるんだろうな……。

　そんなことを思いつつ、倒れ込んでいたリビングのソファから起き上がると今度は森山先輩からメッセージが入った。

【大沢さん、谷本さんとも話したんだけど、やっぱり私もその結婚は納得できないわ。今からでも遅くないから逃げちゃいなさい】

　逃げちゃいなさいか。森山先輩らしいなって思わず苦笑い。

　麗美さんも森山先輩も、本当にありがとう。ふたりにこんなに心配してもらって私は幸せ者だ。でも、結婚をやめるなんて、もう無理だよ。

　麗美さんの時と同様にお礼の言葉を返し、また窓から街を見下ろす。

　倉田さん、私は今日、専務と結婚します。

　私の結婚は未来のない結婚だけど、倉田さんだけは……どうか幸せに……。今まで不幸だったぶん、幸せになってね。

　込み上げてきた涙で街の景色がにじんでいく。

　本当は違うのに。倉田さんにいっぱい文句言いたいのに……。幸せにしてくれるって約束したじゃない。私がすべてだって言ってくれたじゃない。倉田さんのばかって。

　窓ガラスに頭を打ちつけ泣き崩れると、背後から専務の冷めた声が聞こえてくる。

「式の前に泣くんじゃない。目が腫れた花嫁なんてシャレにならない」

「……っ」

「そろそろ出るから用意しろ」

「……はい」

　まもなく迎えの車が到着すると連絡が入り、意い気き揚よう々ようと支度をする専務。そんな彼とは対照的に私は憂鬱な気持ちでゆっくり立ち上がる。

　マンションの駐車場でいつもの黒塗りの車に乗り込むと隣の専務が背筋を伸ばし、スーツのボタンを留める。そして腕時計をチラリと見た。

「そろそろ、会長の会見が始まるな」

　会見とは、正午から行われる津島物産の会長辞任と新社長の発表のことだ。会見はインターネットでも配信されることになっていた。

　専務は会見の様子が気になっているようで、タブレットを取り出すと微動だにせず見つめている。

　その時、鞄の中から微かにスマホが震える振動が伝わってきた。チラリと専務を見ると彼の目は画面に釘づけで私のことなどまったく気にしていない。

　さり気なくスマホを取り出すと麗美さんから、長文のメッセージが届いていた。

【茉耶ちん、落ち着いて読んで。悪いとは思ったんだけど、やっぱり、例の結納金の倍返し云々の話を全部山崎常務に喋っちゃったんだ】

　えっ、麗美さん、言っちゃったの？

【それでね、今、会見場にいる常務から電話があって、倉田課長と連絡が取れたって。居場所もわかったみたいだよ】

　倉田さんの居場所がわかった？

　思わず声を上げそうになって、慌てて手で口を覆う。

【常務は茉耶ちんの今の状況をすべて倉田さんに話したって言ってた】

　倉田さんは、私が今日、専務と結婚式を挙げるということを知ったんだ。

　麗美さんのメッセージはそこで終わっていて、倉田さんがどこにいるのか、なぜなにも言わずいなくなったのか、詳しいことはわからない。

　心臓が張り裂けそうなくらいドキドキして視線が泳ぐ。高鳴る胸に手を当てるとまた私のスマホが震え出した。でも今度はメッセージではなく電話だ。

　慌ててスマホに目をやると森山先輩の名前が表示されていた。

　さすがに今度は専務も気づいたみたいで「誰からだ？」って横目で睨んでくる。

「あ、森山先輩です」

　液晶に表示された名前を専務に見せ「結婚のお祝いかも……」と呟きながら電話に出た。

「はい、森山先輩、どうしたんですか？」

　動揺して声が上擦っているのが自分でもはっきりわかり、なんとか気持ちを落ち着かせようと、汗で湿った手をギュッと握り締めた。そこへ森山先輩の低い声が飛んでくる。

『大沢さん、近くに専務がいるんでしょ？　もしそうなら、なにも言わなくていいから私の話を聞いてちょうだい』

　私はひと言「はい」とだけ言って押し黙る。

『私、どうも納得できなくてね、同期に片っ端から電話して、木村の引っ越し先を突き止めたのよ！』

「うっ……」

　嘘、と言いかけて必死で言葉を呑み込む。

『で、さっき会いにいって、倉田課長のことを聞いてきたわ』

　森山先輩……あんなに毛嫌いして顔を見るのもいやだと言っていた木村さんに会いにいってくれたの？

　麗美さんも森山先輩も、私のために……。涙腺は崩壊寸前だった。でもここで泣くわけにはいかない。森山先輩の声が漏れないようにスマホを強く耳に押し当てる。

『それでね、木村に聞いてみたのよ。倉田課長と一緒にいるのかって。そしたら、あの子、ポカーンとした顔して、倉田課長とは会社を辞めてから一度も会ってないって言うじゃない！』

「へっ？」

『嘘ついているんじゃないと思って無理やり部屋に上がり込んだら、そこに知らない男がいてね、木村の彼氏だって言うのよ』

　……か、彼氏!?

　森山先輩が、会社での噂を話すと木村さんは事実ではないと完全否定したそうだ。倉田さんとは付き合ってもいないし、妊娠もしていないと……。

　木村さんは親しくしていた同僚がいなかったから、退社したあとの会社の情報がまったく入ってこなかったらしい。

　そして、例の倉田さんとホテルに入っていく動画は、まだ専務を諦めきれなかった木村さんが、専務と私が載った雑誌を見てショックを受け、倉田さんに相談した時のものだった。

　憔しょう悴すいしきっていた木村さんの足がもつれ、倉田さんが支えたというのが真実らしい。その後、ふたりはホテルのティーラウンジで話をして別れたそうだ。

　会社を辞めたのも、専務が私と結婚するのを間近で見るのが耐えられなかったからで、倉田さんと同じ日に会社を辞めたのはまったくの偶然……。

『すぐに新しい彼氏ができたから専務のことは綺麗サッパリ忘れたって言ってた。ほんとムカつく女だわ！　でも、これでハッキリしたじゃない。倉田課長と木村はなんの関係もなかったのよ』

「あ……」

『この事実を明らかにして、結納金なんて踏み倒してやればいいのよ！　大沢っ、とにかく専務と偽装結婚するのだけはやめなさい!!』

　森山先輩に強く諭され、暗闇の中に眩い光が差し込んできたような気がした。

「……止めて」

　専務が私の言葉に反応して顔を上げる。

「なんだ？」

「止めて！　今すぐ車を止めてぇーっ！」

　身を乗り出して運転手に掴みかかろうとすると、慌てた専務が私の腰に手を回し、後部座席に押し戻す。

「どういうつもりだ!?」

「いやぁーっ！　車を降りるの！　私、専務とは結婚したくない！」

　叫びながら窓の外に目をやれば、そこは、渋しぶ谷やのスクランブル交差点。信号は赤だ。

　車が停車した瞬間、今がチャンスとばかりにドアに手を伸ばした。けれど、すぐに信号が青に変わり、車がゆっくり動き出す。

　それでも手足をバタつかせ、必死で車を降りようとしていると専務が私を押さえつけ、運転手に急げと命令した。

　車は徐々にスピードを上げ、交差点の中央付近に近づいた。その時――。

　突然後ろでクラクションが鳴り響き、一台の車が大きく蛇行して私たちが乗った車の前に割り込んできたんだ。

　運転手が慌てて急ブレーキを踏み、その衝撃で私と専務は前方につんのめり、専務が持っていたタブレットが吹っ飛ぶ。

「おい、なにやってんだ！」

「す、すみません……。車が急に割り込んできて……」

　見れば、パールホワイトの車高の低い車が前を完全に塞いでいる。その車を見た専務がボソッと呟いた。

「ランボルギーニ・アヴェンタドールだ……」

「は？」

「確か、推定価格は四千五百万円……」

　すると突然、その車の運転席のドアが開き、ひとりの男性が降りてきたのが見えた。次の瞬間、体が硬直して全身に鳥肌が立つ。

　まさか……ううん、そんなはずは……。

　隣で驚いている専務の手を振り払い、車を降りると逆光で影になった男性の顔を凝視する。

「――茉耶、迎えに来たよ」

　その笑顔――幻かと思った。でも、これは幻なんかじゃない。この人は間違いなく倉田さんだ。

「ギリギリ間に合ったみたいだな」

「あぁぁ……倉田さん」

　もう一生、会えないと諦めていた倉田さんが突然目の前に現れたんだもの。冷静ではいられない。たまらず倉田さんの元に駆け寄ろうとした。しかし私の手を掴んだ専務が怒鳴る。

「倉田、なにしに来た？　お前にはもう用はない。とっとと帰れ！」

　しかし、倉田さんは怯むことなく専務を直視して落ち着いた口調で言った。

「そっちにはなくても、こっちは大ありでね」

「なんだと……。今日は俺と茉耶の結婚式だ。そして俺の社長就任が発表される記念すべき日。お前とこんなところで話をしてる暇はない！」

　ようやく信号が変わり、通りすぎていく車のクラクションがやんだと思ったら、今度は四方八方から人が押し寄せてくる。しかし私たちは、まるで三すくみのように微動だにせず、視線を絡め合っていた。

　そんな中、初めに動き出したのは倉田さんだった。彼はいつものポーカーフェイスで手にしていたアタッシュケースを専務に差し出す。

「貴志、受け取れ」

「なんだ、これは？」

「お前が茉耶を縛りつけていたものだ。三千万円入っている。これで茉耶を解放しろ」

　う、嘘でしょ？

　専務が信じられないような表情でアタッシュケースを手にすると、倉田さんは私を引き寄せ、優しく抱き締めてくれた。そして素早く顎を持ち上げると大勢の人が行き交う交差点の真ん中で――私の唇を奪う。

　その瞬間、通り過ぎていく足音も、楽しげな笑い声も、信号待ちをしている車のエンジン音も、すべての音が私の耳から消え去った。

　聞こえるのは、愛しい人の息使いと角度を変えるたびに響く甘いリップ音だけ。

　あぁ……倉田さん、好き。大好き……。

　でも、唇が離れると我に返り、公衆の面前でなんてことをしてしまったんだろうって、恥ずかしくなって顔を上げることができない。

　そんな私の手を取って倉田さんが歩き出そうとすると、専務が倉田さんの肩を掴み殴りかかってきた。けれど、倉田さんはそれを華麗にかわし「大事な発表があるんだろ？」と、ビル壁面の大型ビジョンを指差す。

　そこには、会長の顔がアップで映っていて、まさしく、新社長の発表をするところだった。

　思わず私も画面を見上げたのだけど、いよいよ発表という時に倉田さんに車の助手席に押し込められ、新社長の名を聞くことができなかった。

　気になって窓の外を振り返った私の目に飛び込んできたのは、地面にペタリと座り込み天を仰ぐ専務の姿。

　念願の社長になれたのが嬉しくて、腰が抜けちゃったのかな？

　再び信号が変わると、低いエンジン音を響かせ車が動き出す。

　私は運転席の倉田さんを見つめて「まるで夢みたい……」と呟く。だけど、これはいったいどういうことなんだろう？

　事情を説明してほしいと倉田さんに詰め寄ると、彼は私の手を強く握り「ありがとう」と告げた。

「えっ？　なにがですか？」

「茉耶は会長に、俺を孫として認めてやってくれと頼んでくれたそうだね」

「あっ、でもそれは……会長を怒らせてしまっただけで、倉田さんの力にはなれなくて……」

「いや、おかげで俺は会長と話すことができたんだよ。あの会長が、今まですまなかったと謝ってくれた」

　なんでも会長は私と話した後、突然睡魔に襲われ眠ってしまったそうだ。そして私のひいおじいさんとひいおばあさんの夢を見た。

「会長は、夢ゆめ枕まくらに立ったふたりに相当、怒られたみたいだ」

　夢に出てきたひいおじいさんは、自分の会社が大切なら、会長が一番認めている人物に任せるべきだと話したという。

「会長は大原源治さんに諭され、津島物産の会長としてなにが一番大切なのか、それに気づいたと言ってたよ。大切なのは、会社をより発展させ、多くの社員とその家族の生活を守ること。そして、それができる者を跡継ぎに選ぶことだと」

　その時、真っ先に会長の頭に浮かんだのが倉田さんの顔だったそうだ。

　実は、会長は倉田さんが子供の頃から彼には経営者としての素質があると見抜いていた。だけど、本妻の息子である専務に後を継がせるのが筋だと思い、決してその思いを口にすることはなかったそうだ。

　しかも専務は浅はかで自分勝手なところがある。大勢の部下を引っ張っていけるか心配になった会長は、倉田さんを側に置いて専務を支えてもらおうと考えた。

「それで大学卒業を控えた倉田さんに、津島物産に入社するように言ったんですね」

「そうらしい。でもすぐに、僕を津島物産に入れたことを後悔したそうだ」

　会長は倉田さんの仕事ぶりを直属の上司から聞いていた。その評価は、極めて優秀。新人ながら営業成績はつねにトップ。その報告を受け、会長は困惑した。このままでは、専務が津島物産に入社したところで、倉田さん以上の高評価を受けることができないかもしれないと……。

　万が一、倉田さんが津島家の血を引く者だということが公になれば、役員の中に優秀な倉田さんを推す者が出てくるかもしれない。そうなれば、専務を跡継ぎにできない可能性が出てくる。会長は、それを恐れた。

　倉田さんが君華さんに呼ばれ、津島家を訪れたのはそんな時だった。倉田さんを見た会長は、焦りから彼を激しく叱責してしまう。

「じゃあ、倉田さんにひどいことを言ったのは、倉田さんの存在が怖かったから？」

「怖かったというのは言いすぎかもしれないが、貴志のために俺を会社に入れたことは間違いだったと思ったんだろう。でも、大原源治さんのおかげで目が覚めたと言っていたよ」

　会長の思いもわからなくはないけれど、勝手でひどい話だと思った。でも、そこまで会長の気持ちが決まっていたのなら、専務は私と偽装結婚なんてまわりくどいことをしなくても社長になれていたんだ……。

　なんだか複雑な気持ちになるが、結果的に会長が倉田さんを認めてくれたということは素直に嬉しかった。

「良かったですね」

　私も笑顔で倉田さんの手を力一杯握り返す。が、その時、ふと思った。

　私はとても大事なことに気づいていなかったんじゃないかって……。

「つかぬことをお聞きしますが、会長は、自分が一番認めている人に会社を任せるって言ったんですよね？　それって、まさか……」

「おや？　さっきの会長の発表を聞いてなかったの？」

「車に乗せられて聞こえませんでした。だから私はてっきり、専務の名前が呼ばれたんだとばかり……」

「それは残念だったね。俺が認められた瞬間だったのに」

「――ということは、倉田さんが……津島物産の……社長？」

　前を向いたままコクリとうなずく倉田さんを見て腰が抜けそうだった。

　こんな展開になるなんて……。これぞまさしく青天の霹へき靂れき！

「実は、ずいぶん前から山崎常務に社長になるように言われていたが、ずっと断っていたんだ。社長は貴志だと思っていたからね。それに、俺が社長になることを会長が承知するはずはないと思っていたし」

　でも、その会長が倉田さんに社長になってくれと言ってきたんだ。ただし、それには条件があった。

　いくら自分の孫だとしても、秘書課の課長をいきなり社長にするのは問題がある。専務を差しおいて倉田さんを推すとなれば、倉田さんに津島物産を任せられるだけの知識や技量があるということを証明しなければならない。

　そのためにも実績を作ってこいと。

　提示された任務、それは、業績が低迷して閉鎖寸前にある東北の子会社を半年で黒字化するというものだった。

「会長は、倉田さんを試したのですか？」

「そういうことになるな。決まりかけていた後継者を変更するのは簡単なことじゃない。今まで誰が行っても業績回復できなかったその子会社を立て直すことができれば、異論は出ない。おそらくこれは、会長にとっても大きな賭けだったんだろう」

　会長に、この件は絶対に他言無用で進めるように言われていた倉田さんは津島物産を退職したことにして、誰にもなにも告げずに子会社に出向した。

「だから私にも黙っていたんですね……それで、子会社のほうはどうなったのですか？」

「あぁ、そちらのほうは完璧だよ。社員の意識改革を進め、経営方針を一から見直した結果、会長には半年と言われていたが、三ヶ月で本社が目標としていた利益を上げることができた」

　後でわかったことだが、会長は倉田さんが子会社で奮闘している間に、ニューヨーク支社の社員に命じ、倉田さんの経営コンサルタントとしての手腕を分析させていた。それと同時に専務の素行調査も行われ、乱れた女性関係や使途不明金の存在などが明るみになり、その結果、倉田さんは社長内定の報告を受けることになる。

「だから急に会長が辞任するって言い出したんですね」

「内定をもらった時、津島物産の社長になるなら専用車もいるだろうと、会長が好きな車をプレゼントすると言ってくれてね、この車を買ったんだ。いい車だろ？」

「えっ！　四千五百万の車を買ってもらったのですか!?」

「おや、よく知ってるな。会長にはまだ金額は言ってないんだがね」

　げっ！　倉田さんって慎ましいタイプだと思っていたのに、案外、ちゃっかりした人なのかも……。

「そして今日、社長就任の発表があるから、夕方までに東京に戻るようにと会長に言われていたんだが、引き継ぎが思ったより早く終わってね。予定よりかなり早く向こうを出たんだ……」

　倉田さんは帰る途中、社長就任を報告するために山崎常務に連絡を入れた。すると常務から、私の結婚と三千万円のことを聞かされて驚き、慌てたという。

「常務との電話を切ると、今度は会長から電話があってね」

「会長から？」

「さっきの会長の夢の話には続きがあったんだよ。大原源治さんはこうも言ったそうだ。『自分の可愛い玄孫やしゃご、茉耶をお前たち、津島の都合で不幸にすることは許さない』とね」

「嘘……！」

　会長は当初、それがどういう意味なのかわからなかったそうだ。でも、常務に私と倉田さんの関係を聞いてすべてを理解し、そして大いに焦った。

「会長は、俺と茉耶の仲も認めると言ってくれたんだ」

　けれどその代わりに、ひとつだけお願いがあると言われた。

　結婚式直前の破談は専務があまりにもかわいそうだと。だから、専務が納得のいく形で私と別れるようにしてほしい。それが会長の頼みだった。

「とはいえ、普通に説得しても貴志が素直に茉耶を手放すとは思えない。だから、貴志が茉耶に提示した条件、三千万円を返すことにしたんだよ。しかしその時、俺は高速道路の上だったから……」

「あ、そうですよね！　専務に渡したあのお金はいったいどうやって工面したんですか？」

　私の質問に倉田さんは意味深な笑みを浮かべる。

「ツケにしてもらった」

「ツケ？」

「ああ。実は、あのアタッシュケースの中は空っぽ。後で必ず払うと書いたメモを入れておいたんだ」

「えぇーっ！　そんなのありなんですか？」

「ありもなにも、ないものはしょうがない」

　倉田さんって、意外とアバウトなんだ……。

「まぁ、いざとなったら、この車を売り飛ばせばいいことだし」

「会長に買ってもらった車を？　そんなことをして大丈夫なんですか？」

　焦る私に倉田さんは「茉耶以上に大切なものなどないからな」と表情を変えることなくサラッと言う。

　その言葉を聞き、呼吸ができなくなるくらい感激した。

「嬉しい……私、今、すごく幸せです」

　運転を邪魔するのは悪いと思ったけど、倉田さんの肩の額をくっつけ、そっと腰に手を回す。けれど、ひとつだけ気掛かりだったのは……。

「倉田さん、君華さんとの約束……守れませんでしたね」

　視線を上げ、倉田さんの顔を覗き込むと彼は真っすぐ前を向いたまま「そのことはもういいんだ」と微笑む。

「君華さんが生前、俺宛てに書いた手紙が届いてね」

「君華さんが亡くなったのは、三年前でしたよね？　どうして今頃……？」

　不思議に思い首を傾げると倉田さんが「それも、茉耶のおかげだ」って私の頭をクシャリと撫でる。

「私の？」

「茉耶は会長が入院していた病院に行って、俺を認めてやってほしいと言ってくれた。その時の会話を聞いていた人が、もうひとりいたんだ」

　それは、会長の付き添いをしていた津島家のお手伝いさんだ。私と会長の会話はお手伝いさんのいたドアの外まで漏れ伝わっていた。

「あの人は、俺が津島の家に引き取られた頃からいたお手伝いさんでね、君華さんがとても頼りにしていた女性なんだ。彼女は君華さんが亡くなったあと、形見分けとして裁縫好きの君華さんが大切にしていたソーイングボックスを父から譲り受けたんだが、なかなか心の整理がつかなくて、中を開けることができないでいた。三回忌を過ぎた頃になってようやく気持ちが落ち着き、ソーイングボックスを開いてみると、一通のエアメールが出てきたそうだ」

　それは、君華さんがアメリカにいる倉田さんに宛てた手紙だった。

「彼女は、その手紙をどうするべきか迷ったそうだ。今さら俺に渡したところで悲しませるだけじゃないかと思ってね。でも、茉耶が必死で会長に俺を認めてほしいと頼んでいるのを聞いたときに、生前、君華さんも同じように言っていたのを思い出し、君華さんの最後の思いを俺に伝えようと決心したらしい」

「それで、君華さんの手紙を倉田さんに？」

「ああ、手紙を読んだ後に会長から子会社に行けと言われたんだ。その時だよ。津島物産の社長になろうと決意したのは。社長になって、茉耶を守ろうと……」

「社長になって……私を守る？」

「専務秘書のままでは、貴志がどんな嫌がらせをしてくるかわからない。それを阻止するためには、俺が貴志より上の立場にならなければ……そう思った。俺は茉耶に約束したからね。君を幸せにすると……」

　倉田さんはそう言うと内ポケットからエアメールを取り出し、私の膝の上に置く。

　緊張気味に封筒から一枚の便びん箋せんを取り出すと、そこには……。

　〝これからは人のためではなく自分のために生きなさい〟とだけ書かれていた。

　その一文を見た瞬間、熱いものが込み上げてきて、手紙を持つ手が震える。

「俺たちは天国にいる大切な人たちのおかげで、今こうやって一緒にいることができる。感謝しないとな」

「そうですね……」

　本当にそうだ。ひいおじいさんと君華さんが私たちに幸せをくれたんだ。

　天国からのとても素敵なサプライズに感謝しつつ、目を閉じてそっと手を合わせたんだけど……。

「でも、どうして私と専務の居場所がわかったんですか？」

「あぁ、それは、常務から茉耶は貴志のマンションから直接、結婚式会場に向かうと聞いたから、必ず通るであろうルートに先回りして待ちぶせしていたんだよ。予想は見事に的中。貴志の車が通り過ぎたのを見つけて追跡したというわけだ」

「なるほど……偶然じゃなかったんですね」

「ホテルの前で待つという手もあったけど、少しでも早く茉耶を取り戻したかったからね」

「あぁ……」

　倉田さんの愛を感じ、幸せに浸っていると車が速度を落とし、見覚えのある駐車場に入っていく。そこは、私と専務が結婚式を挙げる予定のホテルだった。

「そうだ！　専務との結婚がなくなったから、式をキャンセルしないと……。招待客の方々や準備してくれたみなさんにお詫びしないといけませんね」

　多くの人たちに迷惑を掛けることになってしまい、申し訳なく思っていたら、倉田さんが爽やかな笑顔でサラッと言う。

「だったら、予定通り結婚式を挙げるか？」

「へっ？」

「改めて結婚式をするにしても、どうせ招待客は同じだろうし。今、式を挙げてしまえば、誰にも迷惑を掛けずに済むだろ？」

　倉田さんのあまりにも大胆な提案に呆然として言葉も出ない。

「新郎が変わっただけだ。大した問題じゃない。それよりも早くしないともう時間がないぞ」

「いや、それは大問題だと思いますが……」

　どうしよう……こんなの、いいのかな？

　戸惑いながら結婚式場がある最上階にたどり着くと、担当をしてくれているウエディングプランナーさんがエレベーターの前で待ち構えていた。

「あぁ～、ご新婦様、約束のお時間が過ぎてもお見えにならないので、なにかあったのかと心配しておりました」

「すみません。ちょっといろいろありまして……」

「いえいえ、津島様の携帯に掛けてもお出になりませんし、どうなることかと思いましたがホッとしました。では、時間がありませんので急いでお着替えのほうを……」

　そこまで言ってウエディングプランナーさんが倉田さんに気づき、不思議そうな顔をする。

「あの、そちらの方は？　ご新郎の津島様ではありませんよね？」

「えっと、その……実は、新郎をこの人に変更していただきたいのですが……」

「ご新郎様を……変更？」

　ウエディングプランナーさんはそう言ったっきりしばらく放心していたが、すぐに辺りを気にしながら「事情はわかりました」と眼光鋭く私を見る。

「えっ？　わかるのですか？」

　まだなにも話してないのに、こんな複雑な事情を瞬時に理解するとは、さすがプロだ。

「大沢様の名誉のために全力を尽くしますからご安心ください」

「名誉？」

　ウエディングプランナーさんはなにかを決意したように私の手を取り強く握り締める。

「大沢様、心配はいりません。そちらの方は津島様にどことなく似てらっしゃいますし、メイクで誤魔化せばなんとかなるでしょう。こんな事態になってショックでしょうが、スタッフ一同、心を込めてお世話させて頂きます。大沢様、人生はまだまだこれから！　ファイトです！　替え玉様も頑張ってくださいませ」

　替え玉？　なんかわかんないけど、励まされてしまった。

「ウエディングプランナーさん、やけに力入ってましたね」

　去っていく後ろ姿を見つめ首を傾げると、なぜか倉田さんがクスクス笑ってる。

「わからないのか？　茉耶は結婚式直前に新郎に逃げられたかわいそうな新婦だって思われているんだよ。そして俺は、さしずめ貴志の代わりに急遽呼ばれた替え玉の偽新郎というところか？」

「え～！　本当ですか？」

　ちゃんと訂正してくるという私を倉田さんが引き留め「まぁ、いいじゃないか。それも面白い」なんて言うから、私は不満タラタラ。

「そんな風に誤解されたまま結婚式を挙げるなんていやです」

　そう、私は世界一幸せな花嫁なのに、誰にも負けないくらい幸せなのに。




　――というわけで、私は、新郎に逃げられた悲劇の花嫁として、不愛想だけど笑顔が最高に素敵な人の妻になった。

　ねえ、倉田さん。ひとつだけお願いがあるの。

　私以外の女性の前では、今まで通り、無愛想のままでいてね。

　だってその笑顔は……私だけのものだから――……。
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守り抜くための決断　～倉田Ｓｉｄｅ～




「――じゃあ、気をつけて……」

　ホテル玄関前の車寄せで、テールランプが消え、走り出したタクシーを見送ると、ひとつ小さなため息をつく。

　今日は貴志が出かけるというので、茉耶を誘って食事にでも行こうと思っていたのが、定時間近に木村君から貴志のことで相談があると言われ、今までホテルのティーラウンジで話を聞いていた。

　木村君も可哀想な娘だ。遊ばれていたのを分かっていながら、まだ貴志を想い続けている。

　今度は大きなため息をつき、木村君から預かった退職願を内ポケットに滑らせると茉耶に電話をするためスマホを取り出した。が、妙な視線を感じ、指を止める。

　この違和感……ここ数日、ずっと気になっていた。

　目だけを動かし辺りを見渡せば、道路を挟んだ向こう側の歩道で立ち止まりスマホを眺めているマスク姿の男が視界に入りる。

「あの男は……」

　この一週間あまりの間に、あの男に何度も遭遇していた。どうやら俺は見張られているようだ。おそらく興信所の探偵だろう。そして、依頼したのは……貴志。

　貴志の性格からして、茉耶から結納金を返されても素直に婚約破棄を受け入れないだろうと思っていたが、そういうことだったんだな。

　気づかないふりをしてしばらく歩き、不意を突いて横道に逸れる。その後、幾つもの角を曲がり、走ってきたタクシーに手を上げた。

　上手く撒けたか確認し終えるとシートに深く体を預け、再び茉耶に電話をしようとスマホを手にしたのだが、その時、珍しい人から電話が掛かってきた。

　珍しい人とは、俺が津島家にいた時にお世話になったお手伝いさんの洋よう子こさん。

「――自分に渡したいもの？」

『はい、奥様からのお手紙です。どうしてもお渡ししたくて……』

　君華さんからの手紙だと聞き、驚いた俺はそのままタクシーで会長が入院している病院に向かい、玄関前で待っていてくれた洋子さんから事情を聞く。

「えっ？　茉耶が会長に俺を認めてやってくれと？」

「そうなんです。それはそれは、一生懸命に大旦那様にお願いしていました。その声を聞いていたら、亡くなられた奥様を思い出しましてね」

　涙ぐむ洋子さんが差し出したのは、俺がアメリカにいた頃の住所が記されたエアメール。

　その手紙には、見覚えのある右上がりの文字で【これからは人のためではなく自分のために生きなさい】とだけ綴られていた。

　それを読んだ瞬間、心が一気に軽くなり、縛りつけられていたなにかから解き放たれたような気がした。そして、改めて思う。

　茉耶……君は、本当に不思議な娘だ。君華さんの手紙まで届けてくれたんだからな。だがこれで、心置きなく君を愛することができる。君華さんが俺の背中を押してくれたんだ……。

　微かに星が瞬く天を仰ぎ見、心の中で君華さんに何度も礼を言うと洋子さんと別れ、待たせていたタクシーに向かって速足で歩き出す。

　一刻も早く茉耶に会いたい。そして、あの絹のような髪を撫で、この腕で強く抱き締めたい。

　だが、タクシーに乗ろうとした時、またスマホが鳴り出した。

　表示された名前を見て、前に出かかった右足が止まり、鳴り響くスマホの液晶画面を凝視する。

「まさか……嘘だろ？」

　俺が驚いた理由、それは、絶対に掛かってくるはずのない人物からの電話だったからだ。

「会長……」

　貴志を裏切り、茉耶を奪ったことがバレたか？　もしそうなら、おそらく会長は俺を解雇するだろう。しかし、そんなことは、茉耶を抱いた時から覚悟していた。

　〝津島物産の課長〟という肩書など、茉耶を失うことを思えば大したことではない。

　解雇されたら、茉耶が好きなフレンチのシェフでも目指すか……そんなことを考えながら電話に出たが、会長の第一声は予想に反して『今まで、すまなかった』という謝罪の言葉だった。

　あんなに俺を毛嫌いし、決して存在を認めてくれなかった会長が、なぜ？

　呆気に取られ、言葉を失ってると会長は更に驚きの言葉を投げ掛けてくる。

『津島物産の社長になる気はないか？』

「はぁ？　……今、なんと？」

『じゃから、お前に津島物産を任せたいと言うたんじゃよ』

　今まで聞いたことのない優しい声に身震いし、鳥肌が立った。

　会長は、夢枕に立った大原源治さんに叱責され、私情を抜きにして会社の将来を考えた結果、貴志ではなく俺を次期社長にと思ったらしい。

『そこでじゃ、お前の実力がどれ程のものか試したい。明日から東北の子会社に出向し、半年で経営を立て直すことができたら、お前に津島物産を任せようと思っておる』

　東北の子会社……確かあの会社は貴志の……。

「その子会社とは、『クレスト』のことですか？」

『うむ、どうじゃ？　行く気はあるか？』

　クレストは業績が低迷し、閉鎖寸前だと噂されている。決して簡単な仕事ではない。しかし、会長にそう問われ、体の奥底から熱い思いが湧き上がってきた。俺のために会長に会いに行ってくれた茉耶を幸せにしたいという強い思いが……。

　社長の座に興味などないが、茉耶を幸せにするためには、今あるすべての不安要素を取り除いてやる必要がある。つまり、貴志だ。俺が貴志より上の立場になれば、自ずとその不安は解消される。

　そう思ったら、迷いなど微塵もなかった。

「もちろん、行きます」と即答し、今来た道を引き返す。

「……電話ではなんですので、今からそちらに伺います。詳しいお話しはその時に」




　会長との打ち合わせが終わると、その足で茉耶のマンションに向かった。

　俺の顔を見た茉耶は、まん丸い瞳を更に大きく見開いて頬を紅色に染めていた。

　可愛いやつ……素直にそう思う。だが、明日からはしばらく会えない。

　その事実を茉耶に伝えることができないもどかしさと、最近はほとんど感じることがなくなった〝寂しい〟という感情が入り混じり、別の言葉となって吐き出される。

「……欲しい」

「えっ？」

「今すぐ、茉耶が欲しい」

　堪らず茉耶の体を押し倒し、顎を持ち上げるとぷっくりしとした小さな唇を奪う。

　俺の唇を一生懸命受け入れようとしてる茉耶が愛おしくて、まだ少しぎこちないキスを褒めてやると嬉しそうに恥じらいの表情を見せる。その顔がさらに俺の気持ちを高揚させた。

「茉耶……」

　きめ細かく滑らかな肌に何度もキスを落とし、華奢な体を強く抱き締めると絹のような艶やかな髪から甘ったるい香りが漂ってくる。

　茉耶らしい香りだ。次にこの香りを嗅ぐのは、俺が津島物産の社長になった時――。

　だが、いざとなると茉耶をひとり残して行くことが不安になり、自分らしくない言葉を投げかけていた。

「――なにがあっても俺を信じてくれるか？」

　すると、茉耶は変わらぬ笑顔でコクリと頷く。

「もちろんです。私は倉田さんを信じていますよ」

「そうか。その言葉を聞いて安心した」

　ようやく笑えた自分に、俺はこんなに憶病だったのかと心の中で苦笑いする。

　俺が姿を消せば、貴志も俺と茉耶の仲を勘ぐるのをやめるだろう。あのうっとおしい探偵ともおさらばだ。

　後ろ髪を引かれる思いで茉耶のマンションを出た俺は貴志のマンションに帰り、木村君と自分の退職願、そして、社用のスマホをダイニングテーブルの上に置いて部屋を出た。

　茉耶、必ず結果を出して迎えに行く。だから、待っていてくれ……。




　翌日、東北の地に降り立った俺は会長からの文書を携え、クレストの社長が入院している総合病院に向かった。

　昨日のうちに会長から連絡を受けていたクレストの社長、乾いぬい氏は、極秘と書かれた書類に目を通すと静かに頷いた。

「倉田さんは津島物産を退職したことになっていて、クレストに出向になったというのは極秘……そういうことですね？」

「はい、色々事情がありまして……」

「わかりました。どんな事情があろうとクレストを救ってくれるのであれば、大歓迎です。私はこの通り入院中で社長とは名ばかり。現在は他の者に経営を任せています。どうか、会社を……クレストを頼みます」

「ご心配なく。必ず業績を回復させます」

「そう言ってくださったのは、倉田さんが初めてです。今まで出向でみえた方々は、皆さん、期待しないでくださいと言ってましたからね。しかし、半年で業績回復とは……そんなこと可能なのでしょうか？」

「もちろんです。お任せください」

　乾社長は笑みを浮かべ「あなたのような方に、津島物産の社長になっていただきたい……」そう呟くと俺に向かって深々と頭を下げた。

　病院を出るとすぐさま街の中心部にあるクレストに向かう。

　クレストが津島物産の子会社になったのは、今から二年前。子会社化の話が出た時から経営状態は悪く、将来性もないと判断されていたので、通常なら却下される案件だった。だが、なぜか貴志が強行に話を進め、子会社化が決定した。

　その後も貴志の意向で何度も資金投入が行われ救済してきたが、そろそろ限界だろうという声も上がっていた。まさかそのクレストを自分が立て直しに来るとは……。

「失礼します」

　古い雑居ビルの二階。建つけの悪いドアを開けるとすぐに雑然と物が置かれたデスクが目に飛び込んできた。もう午後一時だというのに、営業であろう男性社員が数人、座り込んでスマホを眺めている。その中のひとりに声を掛け、社長代理に会いたいと言うと奥のドアを無言で指差す。

　やれやれ……とため息をつきドアを開けると正面のデスクに二十代後半と思われる女性が座り、ネイルの真っ最中だった。

　秘書がいたのか？　しかし、社長のデスクに座ってネイルとは、自分の部下なら間違いなく減給だな……と思いつつ挨拶をする。

「本日付で津島物産からクレストに出向になった倉田來らい輝きです。社長代理にお会いたいのですが、お見えになりますか？」

　とすると茶髪に派手なメイクの女性秘書が身を乗り出し「わ・た・し」と言ってニッコリ笑う。

「んっ？」

「だからぁ～社長代理は、私」

「はぁ？」

「私、社長の娘の乾みちる。さっき、父さんから電話があったわ。今日からあなたが社長代理なんですってね」

「なっ……」

　嘘だろ？　こんなヤル気のなさそうな女が社長代理だったのか？

　彼女は立ち上がると俺をデスクに座らせ、意味深な笑みを浮かべる。

「そんなに力まなくて大丈夫よ。倉田社長代理。父さんがなんて言ったか知らないけど、クレストは倒産なんてしないから。任期満了まで適当にやってて」

　ローズピンクの唇の口角が上がり、妖艶な瞳が怪しげに光る。

「それは、どういう意味ですか？」

「ふふふ……知りたい？　じゃあ、近いうちに倉田さんの歓迎会を兼ねて飲みに行きましょ。その時に教えてあげる」

　彼女はそれだけ言うと部屋を出て行った。

　ばかばかしい。なにが歓迎会だ。彼女はこの会社のことをなにもわかっていない。

　その後、経理台帳のデータや営業成績などを確認したが、絶句するほど酷いものだった。

　翌日から社長代理の席を社員のデスクのある部屋に移し、一週間、なにも言わず社員の仕事ぶりを観察した。まともに仕事をしているは事務員のみ、営業は午前中をダラダラと過ごし、昼過ぎに出て行くが、帰って来てもまったく報告がない。

　そろそろ始めるか……。

　全員が社に戻ったのを確認し、俺が一週間、社内の様子を見て制作した明日からの営業目標と経営方針を発表した。

　予想通り、社員からは猛反発を受け、社長の娘、乾みちるも不満気な顔で俺を見つめていた。仏頂面をした社員が帰っていくと、乾みちるが指に髪を絡めながら近づいてくる。

「ねぇ、倉田社長代理、今夜、あなたの歓迎会したいの。飲みに行きましょ」

「いや、結構だ」

「そういうわけにはいかないわ。はるばる東京から来てくれたんだもの。一度くらいはご馳走させて？　それに、あの話もしたいし……」

　迷ったが、彼女の言う〝あの話〟が気になり、乾みちるが行きつけだという会社近くのバーに同行する。

　カウンターに並んで座り、早速〝あの話〟がなんなのか聞くと彼女は「せっかちね」と呟き、細いメンソールの煙草をくわえた。

「私の忠告を無視した人は初めてよ。だから、あなたに興味持っちゃったの。津島物産を退職した倉田さん」

　正直、驚いたが、平静を装い静かに訊ねる。

「なんのことだ？」

「とぼけなくてもいいのよ」

　彼女がそう言って差し出したスマホの画面には、俺がクレストの社長に渡した、あの極秘資料が映っていた。

「今朝、父さんの所に行ったら、検査中でいなかったの。で、ベッド周りを片付けていたら、こんな物が出てきてね。でも、驚いたわ。津島物産を辞めた人が出向してくるなんて……ねぇ、あなた、なに者？　もしかして、貴志の命令でここに来たの？」

　……貴志だと？

「専務を貴志と呼ぶ君こそ、なに者だ？」

　俺の質問に彼女は含み笑いで答え、もったいぶるように青白い煙を吐き出す。

「私ね、東京の大学に行ってたの。で、パーティーで出会ったのが、貴志」

　その言葉ですべてを理解した。この乾みちるは、貴志の女だったんだ。だから貴志は会社の利益にならないクレストの子会社化をごり押しし、無謀な資金投入を続けた。しかし、あの貴志が昔の女のためにそこまでするだろうか……？

　困惑していると乾みちるが煙草をもみ消し「貴志の味方なら、いいこと教えてあげる」とニッコリ笑う。

「いいこと？」

「そう、本当の貴志がどんな人間なのかを知れば、貴志のために働くのがばかばかしくなるはずよ」

　貴志がどういう人間か、教えてもらわなくても十分わかっているつもりだが、とりあえず彼女の話を聞くことにした。

「私ね、今年、小学校に入学した息子がいるの」

「息子？」

「そう、貴志の子供よ」

「なっ、専務の子供だって？」

「ええ、貴志はずっと認めなかったけど、二年前、ＤＮＡ検査をして親子であることが証明されたの。その事実を知った時、貴志の口から出た言葉が『目的は金か？』だった。ほんと、最低な男。だから、売り言葉に買い言葉。クレストに資金援助しろって言っちゃったのよ。だから、クレストは倒産しない」

　なるほど……そういう理由なら納得だ。隠し子がいるとわかれば大スキャンダル。当然、社長就任も危うくなる。

「貴志は、どんなことがあってもクレストを救済するって約束したわ。それなのに、最近になって突然訪ねてきて、資金援助はできないから業績回復に力を入れてくれなんて言うのよ。冗談じゃないわ」

　あぁ、そうか、貴志が仙台に出張したのは、乾みちると話し合いをするため。だから俺の同行を断ったのか……。

「クレストへの資金援助は養育費の代わり、これからも津島物産からどんどん資金を入れさせて貴志を困らせてやるの。これは、自分の子供を抱こうともしなかった貴志への復讐なのよ」

　語気を荒げ〝復讐〟などと物騒な言葉を口にするが、その瞳は寂し気でローズピンクの唇は震えていた。

「本当は、専務のことが今でも好きなんじゃないのか？」

　彼女は大きく首を振り否定したが、未練があるのは明らかで、その姿を見ていると復讐を口実に貴志と関わっていたいのではと思ってしまう。

「あんな男、こっちから願い下げよ。私はひとりで息子を立派に育てて貴志を見返してやるんだから」

　彼女が初めて見せた母の顔に胸が痛んだ。

「だったらなおさら、クレストを残すことを考えた方がいいと思うが？」

「だから、クレストは倒産しないって言ってるでしょ？」

「いや、クレストはすでに専務の手を離れ、会長の最終審判を待っている段階だ。あと半年、このまま業績が回復しなければ、おそらくクレストは切られる」

「嘘……そんなはずは……でたらめ言わないで！」

「でたらめなんかじゃない。嘘だと思うなら、会長に直接聞いてみるんだな」

　乾みちるの顔色が変わり、視線が落ち着きなく上下する。

「心配するな。君の息子のためにも、なんとしてもクレストは守る。絶対に守ってやるから」

「私の息子のため？」

「あぁ……俺も父親がいない子として生まれたからね、同じ境遇の君の息子には、俺のような人生は歩ませたくない」

「えっ……」

　それに、その子が貴志の子なら他人ではない。血の繋がった俺の甥だ。

　翌日、俺は社員にクレストの現状を包み隠さずすべて説明した。社員もクレストが津島物産の傘下に入り、安心しきっていたのだろう。一様に顔が引きつっている。

「営業には自分も出るつもりでいる。とにかく短期決戦だ。徹底して無駄を省き、利益を上げることだけを考えてくれ」

　乾みちるも俺の指示に従ってほしいと深々と頭を下げ、生き残りのための戦いが始まった。

　早朝から深夜まで仕事漬けの毎日、ホテルには寝に帰るだけ。それでも頑張れたのは、茉耶、君のおかげだ。君が会長の気持ちを変えてくれて俺にチャンスを与えてくれたから。

　でも、ひとりになると茉耶の顔がチラついて眠れなくなる。そんな時は君の声が聞きたくなり、決まってスマホを手に取るが、すべてが終わるまではと自分を制し、酒をあおって寝るという日々が続いた。




　そして、三ヶ月後。

　会長が提示した半年を待つことなくクレストは大幅に利益を上げ、会社存続の危機を脱することができた。正直、ここまで社員が頑張るとは思っておらず、嬉しい誤算だった。

　早々、会長に電話を掛けて状況を報告すると、ひと呼吸置いて『社長内定』という言葉が返ってきた。

『短期間で、よう頑張ったな』

「いえ、私の力ではありません。クレストの社員の実力です。あの優秀な社員たちを津島物産に連れて帰りたいくらいですよ」

『うむ、しかし、いくら社員が優秀でも、その力を引き出すことができない上司では、会社は発展せんからな。その点は評価に値する。ようやった。じゃが、まだ、社長に内定したことは誰にも漏らすでないぞ』

「わかっております」

　まだ秘密か……せめて茉耶にだけは伝えておきたかったが、仕方ないか……。




　それから三日後、会長から、十月の第一日曜に新社長の発表があるので、夕方までに東京に戻れと連絡が入った。

　これでやっと茉耶に会える。そう思うとまるで初心な中学生のように心が躍る。しかし、浮足立っていたせいで俺は会長の重要な言葉を受け流してしまったんだ。

『うんうん、めでたいことが重なるというのはいいことじゃな。では、よろしく頼んだぞ』

「はい、ありがとうございました」

　会長との電話を切り、乾みちるに東京に帰る日が決まったと告げると、お礼に夕食をご馳走させて欲しいと言われた。そんな気遣いは無用だと断ったが、もう店を予約してしまったと料亭の名刺を渡される。

　そこまで言うならと了承し、仕事が終わったあと料亭に行くと少し遅れて乾みちるが可愛い男の子を伴って現れた。

「その子が息子さん？」

「はい、〝たかと〟と言います。貴族のきに、みやこと書いて貴都……」

　貴都……貴志の貴を取ったのか……。やはり、彼女はまだ貴志のことを……。

　そんなことを思いながら、幼い頃の貴志によく似た貴都に「おいで」と手招きする。

　初めは母親の後ろに隠れて恥ずかしそうにしていたが、徐々に笑顔を見せ、俺に纏わりついて離れようとしない。乾みちるもその姿を目を細めて眺めていた。しかし、興奮して喋り疲れたのか、食事が終わる頃には、俺のあぐらの中でウトウトとまどろみ出す。

「父さんも入院してるし、大人の男性と関わることがあまりなくて……嬉しかったんだと思う」

「そうか……」

　貴都の頭を撫でながら、この時、初めて自分の子供が欲しいと思った。貴都のような元気な男の子もいいが、茉耶に似た可愛い女の子もいいな。そう遠くない未来、こうやって茉耶との間にできた子供を抱くことができたなら、もうなにも望むことはない。茉耶……君は今、なにをしているんだろうな……。




　十月第一日曜、早朝。

　とうとうこの日が来た。やっと茉耶に会えると思うと嬉しくて、早くから目が覚めてしまい、乾みちるとの約束の時間よりかなり早く会社に着いた。

　彼女と社長代理の引継ぎが済めば、ここでの仕事は終わる。

「あら、もう来てたの？　相変わらずせっかちね」

　そう言う乾みちるも約束の時間よりかなり早い出社だ。

　淡々と社長代理の引継ぎをし、ある程度終わったところで、乾みちるが急にそわそわし始め、落ち着きがなくなる。

「あの……貴都がね、倉田さんにまた会いたいって」

「あぁ、近いうちにまた会いに来るよ」

「う、うん……それでね……今朝、貴志にメールして、今後一切、クレストには関わらないでって伝えたの。私たち親子にもね……」

「本当に、それでいいのか？」

　心配になり訊ねると乾みちるは大きく深呼吸し、すがるような目をして言った。

「……東京に帰らないで……ここに、いてほしい」

「えっ？」

「クレストの正式な社長になって、ずっと私と貴都の側にいてくれないかな？」

　彼女の気持ちは嬉しかった。しかし俺には、この命に代えても幸せにしたいと思っている女性がいる。ちょっとドジで泣き虫だけど、思い立ったら大胆な行動で俺を驚かせる愛しい女性が……。

　そのことを告げると彼女は納得したようにコクリと頷いた。

「そっか……もう心に決めた人がいるんだね。でも、倉田さんがそこまで愛した女性ってどんな人なんだろう……今度、東京まで見に行っちゃおうかな？」

「もちろん。貴都を連れていつでもおいで」

　そして俺は乾みちるに見送られ、クレストを後にすると会長から贈られたランボルギーニ・アヴェンタドールで高速道路をひた走る。途中、給油で立ち寄ったサービスエリアで、ふと、ある思いが脳裏を過った。

　新社長発表まで、もう二時間を切った。今まで俺を我が子のように可愛がってくれた常務には、新社長が発表される前に自分の口から事情を説明して、なにも言わずに姿を消したことを謝りたい。

　しかし、その電話で襲撃的に事実を知ることになる。

「茉耶が貴志と偽装結婚？」

　その時、会長が言っていた言葉を思い出し、愕然とする。

『めでたいことが重なるというのはいいことじゃな』

　あれは、茉耶と貴志の結婚式のことだったんだ……。

『大沢さんは今、専務のマンションにいて、そのまま結婚式が行われるホテルへ向かうと聞いている。早くしないと間に合わないぞ』

　今まで生きてきた中で、こんなに焦ったことはない。常務に詳しい話を聞き電話を切ると、茉耶にすぐ連絡を入れようとした。だが、茉耶の近くには貴志がいる。もしかしたらスマホを取り上げられているかもしれない。そんな状態で、俺が電話をしたら……とにかく茉耶の元に急ごう。

　そう思った時、今度は会長から電話が掛かってきた。緊急事態なので無視しようとしたが、コール音はいつまで経っても鳴り止まない。

　仕方なく電話に出ると、あの会長が血相を変えて俺と茉耶の関係を聞いてきた。どうやら常務に俺たちの関係を聞いたようだ。会長は大原源治さんが夢枕に立った時のことを話し、俺と茉耶の仲を認める。その代わり、貴志の納得いく形で茉耶を諦めさせてほしいと言った。

　貴志の納得いく形か……。

　それは、貴志が茉耶に提示した別れるための条件。三千万円を返すこと。しかし、今から三千万もの大金を用意するのは不可能だ。

　どうする？　なにか手はないのか？

　ハンドルを叩き「くそっ！」と叫んだ時、助手席にあったアタッシュケースが目に留まった。

　あっそうか……その手があったか……かなり乱暴なやり方だが、この際、仕方ない。

　……貴志、俺はお前の兄だからな。最後にお前の尻拭いをしてやるよ。

　心の中でそう呟くとアタッシュケースの中身を取り出し、ルーズリーフを一枚破ってペンを走らせた。

【三千万円は必ず払う。だが、支払う相手はお前じゃない。乾貴都。お前の息子にだ】

　メモを空のアタッシュケースに滑り込ませると真っすぐ前を見据えシフトレバーを素早くロウに入れる。そして力一杯アクセルを踏み込み、同時にクラッチを解放した。

　低いエンジン音を響かせ、走り出した車の中で俺は誓う。

　どんなことがあっても、茉耶を貴志から奪い返し、必ずこの手で幸せにすると……。

　愛しい茉耶、君は俺のすべてだ――。
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あとがき




　数多くの文庫の中から『クールな次期社長の甘い密約』をお手に取って頂き、ありがとうございます。天然地味子、茉耶の〝初めて〟を詰め込んだ、どんでん返しラブストーリー、お楽しみ頂けましたでしょうか？　基本、ラブコメですので、現実離れした部分はご愛敬ということで笑って流していただけましたら幸いです。

　今回、書籍化にあたり、小説投稿サイト『Berry's Cafe』で公開しておりますオリジナルストーリーから大幅に修正致しました。いえ、修正というよりも、また一から書き直しましたので、別の作品と言ったほうがいいかもしれません。ですので、既にサイトで読了済みの方にも、新たな作品として読んで頂けたのでは？

　オリジナルはギャグ満載で、かなり危なっかしいヒロインでしたが、こちらも文庫ではぶっ飛んだ部分は控えめに、そして、超クール（不愛想と言ったほうがいいかも……）だったヒーローも魅力的になったのでは……と、作者、勝手に感じております。ヒーローに関しましては、下の名前を明かさずラストを迎えたせいで「下の名前はなに？」という多くのご質問を頂き、読者の方にモヤモヤを残したままで申し訳なく思っていたのですが、書下ろした番外編でサラリと出てきますので、モヤモヤ解消に目を通していただけると嬉しいです。

　そして私事ですが、前回文庫を出させて頂いてから早五年。一冊出させていただいたので、それでもう十分と満足してしまい、サイトのカラーに合わない作品ばかり書いておりましたが、友人達に「次はいつ？」と言われ、少し考えを変え書いたのが今作でした。それがこのように文庫となり、ビックリ仰天！です。私の気持ちを変えてくれた友人達に、この場をおかりして「ありがとう」と言わせてください。

　最後になりましたが、この作品をプッシュしてくださった担当の中尾様をはじめとするスターツ出版の皆様。改稿作業でお世話になりました中澤様、キラキラのキュートなカバーを描いたくださった月島綾先生。書籍化に関わってくださった全ての方々に心から御礼申し上げます。そしてなにより、サイトで読んでくださり、応援してくださった読者の皆様に感謝致します。

　ではまた、ご縁がありましたら、五年後くらいにお目に掛かれることを願って（笑）。





沙さ紋もんみら
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